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新課程全学年全面実施年に考える●

2015年度入試に見る
これからの指導のあり方

先 生 方 と と も に 高 校 生 の 今 と 未 来 を つ な ぐ

指導変革の軌跡
東京都・私立
明治大学付属明治高校・中学校
石川県立金沢北陵高校
改良！ 指導ツール ビフォーアフター
２年生・夏休み前後
オープンキャンパス指導ツール
半歩未来を考える教育オピニオン
「高大接続改革実行プラン」を
高校現場はどう考えるか
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新課程入試からの
メッセージ

 



●❶競技かるたは、百人一首１００枚の字札（下の句が書かれた札）のうち、
25枚ずつを自陣と敵陣に並べて行われる。詠み上げられた上の句を聞
いて、下の句の札を自陣・敵陣から素早く取っていく。詠み手は１００枚
の札の中から詠んでいくため、詠まれた札が自陣・敵陣どちらにも存在
しない場合がある。

●❷団体戦の多くは5人制。部員数が5人に満たないと、不足人数分は
不戦敗扱いとなってしまい、不利な戦いを強いられてしまう。２０１４年
の全国大会出場時の同校のかるた同好会の部員数は３年生3人、2年生
２人、1年生２人の総勢７人。「部員数5人以上」は同好会存続の鍵で
もある。

●❸藤島高校かるた同好会の練習場所は、教員用の休養室。備品置き場も
兼ねているため、飛ばされ
た札が物陰に隠れ、練習が
中断してしまうこともしば
しば。

●❹競技かるたには、審判はいない。同時に札を取った時は、競技者
同士による話し合いで決着をつけるが、どちらも譲らないままでは
会場全体の進行を滞らせてしまう。我を通し過ぎては皆の迷惑にな
り、弱気一辺倒ではチームの勝利が遠のいてしまう、難しい競技だ。

●❺全国大会に出場したとはいえ、位置付けはあくまでも同好会。正
規の顧問もおらず、部室もない。続けるのも解散するのも生徒の自
由というわけだ。つまり、同好会の運命は全て生徒のやる気に懸かっ
ているのだ。

（写真❹❺は、２０１４年近江神宮大会）
生徒のインタビューは P.24

福
井
県
立
藤
島
高
校
か
る
た
同
好

会
は
、
２
０
１
４
年
、
滋
賀
県
大
津

市
の
近
江
神
宮
で
毎
年
開
催
さ
れ
る

「
全
国
高
等
学
校
小
倉
百
人
一
首
か
る

た
選
手
権
大
会
（「
近
江
神
宮
大
会
」

「
か
る
た
甲
子
園
」
な
ど
と
呼
ば
れ

る
）」
に
、
19
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
。

12
年
４
月
の
時
点
で
、
同
好
会
の
部

員
数
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
が
、
３
人
の
新

入
生
が
同
好
会
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

そ
の
２
年
後
、
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が

他
部
と
兼
部
し
な
が
ら
、
見
事
に
全

国
大
会
出
場
の
栄
誉
を
手
に
し
た
。

「
畳
の
上
の
格
闘
技
」
と
も
言
わ
れ
る

競
技
か
る
た
に
魅
せ
ら
れ
、
同
好
会

を
復
活
さ
せ
た
メ
ン
バ
ー
、
そ
し
て

後
輩
た
ち
の
熱
い
ハ
ー
ト
に
迫
る
。

●❶

●❸

●❺

●❹

●●❷
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福
井
県
立
藤
島
高
校

か
る
た
同
好
会

部
員
ゼ
ロ
か
ら
の
再
興

19
年
ぶ
り
に「
全
国
」の

キ
ッ
プ
を
つ
か
ん
だ
同
好
会

50枚の札を巡って
集中力と瞬発力で戦う
畳の上の格闘技

部
室
も
顧
問
も
ナ
シ
。

自
分
た
ち
の
力
と
責
任
で

高
い
目
標
を
目
指
す
！

空き部屋に運んだ古畳の上から
目指すは「かるた甲子園」！
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◎数学と理科が新課程での
実施となった 2015 年度入
試。全体としては、大きな変化
はなかったというのが大方の
見方です。しかし、変わらな
い中にも、今後の入試や指導
につながるメッセージがある
のではないでしょうか。今号
の特集では、新課程入試から
のメッセージを、先生方と共
に考えたいと思います。

『VIEW21』高校版
編集長 柏木崇

新課程入試からの
メッセージ

今月の表紙メッセージ

http://berd.benesse.jp 本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます

＊本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます
＊本誌記載の記事、写真の無断複写、複製および転載を禁じます
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座談会 新課程入試が求める「考え抜く力」を、
 普遍的な「学び方」の習得と生徒の主体性を重視した指導で育む
 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校 山本俊太郎／新潟県立新潟高校 堀越康裕
 愛知県立半田高校 榊原 学／京都市立西京高校 岩佐峰之
 株式会社ベネッセコーポレーション 高校事業部情報企画課 課長 日山敦司
実践事例① 「自調自考」の精神を根底に据え、主体的な学習者を育成
 東京都・私立渋谷教育学園渋谷中学高校
実践事例② 英語の重点化、体系的な探究学習で「質実剛健にして未来の俊傑」を目指す
 新潟県立新発田高校
実践事例③ 失敗や試行錯誤を経験させる探究学習が「生きる力」を育む
 富山県立富山中部高校

新課程全学年全面実施年に考える❷

2015年度入試に見る
これからの指導のあり方
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生徒の夢をかなえるために「手加減なし」の関係であり続ける
愛媛県・私立新田青雲中等教育学校 進路課◎菊池岳史、森實宏之

チカラ アワセテ2
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福井県立藤島高校 かるた同好会
才能が問われる勝負の世界で「自分の目標」に挑む

ハートをこがせ！24

２年生・夏休み前後 オープンキャンパス指導ツール

「高大接続改革実行プラン」を高校現場はどう考えるか
東京都立西高校校長◎宮本久也 岡山県立和気閑谷高校校長◎香山真一

改良！ 指導ツール ビフォーアフター34

東京都・私立明治大学付属明治高校・中学校
基礎学力向上◎学力向上の施策を投入 社会で活躍できる力を育む付属校に

石川県立金沢北陵高校
基礎学力向上・表現力育成◎「北陵＋」「北陵α」で基礎学力の定着と表現力の育成を図る

26

特集

指導変革の軌跡

38 半歩未来を考える教育オピニオン

「全固体二次電池」の実用化を進め 電子機器の安全性と性能を高める
大阪府立大大学院 工学研究科 辰巳砂昌弘研究室

42 未来をつくる大学の研究室

「OECDイノベーション教育ネットワーク」（※名称調整中）発足記念シンポジウム

OECDの全面協力の下で発足 産学コンソーシアムが描く次世代の学びとは

46 VIEW’S REPORT

52 Reader’s VIEW
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菊
池

今
か
ら
４
年
前
、
本
校
創
立
か
ら
９

年
目
に
森も

り

實ざ
ね

先
生
と
一
緒
に
進
路
課
に
配
属

さ
れ
た
時
に
、「
お
互
い
に
手
加
減
な
し
で

い
こ
う
」
と
話
を
し
ま
し
た
よ
ね
。

森
實

は
い
、
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。「
進

路
室
は
生
徒
の
夢
を
か
な
え
る
最
前
線
で
あ

り
、
私
た
ち
の
仕
事
の
全
て
は
、
生
徒
の
未

来
に
還
元
さ
れ
る
と
い
う
覚
悟
で
臨
も
う
」

と
菊
池
先
生
は
私
に
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
が
忙
し
さ
を
言
い
訳
に
し
て
い

る
時
な
ど
に
、
そ
の
甘
さ
を
は
っ
き
り
と
注

意
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
ま

し
た
。
目
の
前
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に

な
り
が
ち
な
私
は
、
学
校
や
生
徒
の
未
来
を

常
に
考
え
る
と
い
う
教
師
と
し
て
の
姿
勢
を

菊
池
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。

菊
池

中
高
一
貫
校
と
し
て
の
進
路
指
導
の

あ
り
方
を
構
築
し
な
が
ら
、
教
材
研
究
に
も

取
り
組
む
。
そ
ん
な
濃
密
で
ハ
ー
ド
な
日
々

を
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
か
ら
、
森
實
先
生

を
信
頼
し
、「
そ
れ
が
生
徒
の
た
め
に
最
善

の
指
導
な
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
遠
慮
な

く
伝
え
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

森
實

そ
れ
で
も
、
菊
池
先
生
は
私
を
気

遣
っ
て
、
手
加
減
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
ね
。「
あ
の
時
は
、
実
は
か
な
り
手

加
減
し
た
か
ら
ね
」
と
、
笑
顔
で
教
え
て
く

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
か
ら
。

菊
池

生
徒
の
た
め
を
考
え
れ
ば
、
共
に
働

く
同
僚
と
は
い
え
妥
協
は
許
さ
れ
な
い
け
れ

ど
、
一
方
で
、
森
實
先
生
が
一
生
懸
命
や
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
よ
く
分
か
っ
て
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
は
っ
き
り
言
い
合
え

る
け
れ
ど
も
、
お
互
い
を
思
い
や
れ
る
関
係

で
あ
り
た
い
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

菊
池

進
路
課
が
今
、
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
は
、
６
年
一
貫
の
進
路
指
導
シ
ス
テ
ム
を

磨
き
上
げ
、
教
師
と
生
徒
で
共
有
す
る
こ
と

で
す
。
昨
年
度
、
学
年
主
任
と
教
科
主
任
が

一
堂
に
会
し
て
、
６
年
間
の
進
路
行
事
の
意

義
や
相
互
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
生
徒
と
教

師
双
方
の
視
点
で
言
語
化
す
る
取
り
組
み
を

行
い
ま
し
た
。
約
４
か
月
に
わ
た
り
議
論
を

重
ね
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
の
持
ち

味
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
目
指
す
ゴ
ー
ル
を

共
有
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

森
實

例
え
ば
、
中
学
校
で
職
業
研
究
が
始

ま
る
時
期
に
な
っ
て
か
ら
、
急
に
職
業
の
こ

と
を
話
題
に
す
る
の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

少
し
ず
つ
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
よ

学
校
と
は
、
生
徒
の
夢
を
か
な
え
る
た

め
の
ス
タ
ー
ト
地
点
だ
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
教
師
の
言
動
は
、
全
て
生
徒
の
未

来
に
つ
な
が
っ
て
い
く
か
ら
こ
そ
、「
頑

張
り
ま
す
」
と
い
っ
た
言
葉
だ
け
で
済
ま

す
こ
と
は
、私
た
ち
に
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
森
實
先
生
と
は
お
互
い
に
妥

協
す
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
本
気
で
語
り

合
っ
て
き
た
の
で
す
。
進
路
課
の
仕
事
も

教
科
指
導
も
、
現
状
に
満
足
し
て
し
ま
っ

て
は
成
長
は
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に
、「
も
っ

と
良
く
な
る
は
ず
だ
」「
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
だ
」
と
貪ど

ん

欲よ
く

で
あ
り
続
け
た
い
と
私

は
思
い
ま
す
。
進
路
課
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
も
先
生
方
の
声
に
耳
を
傾
け
、
質
の
高

い
６
年
一
貫
の
進
路
指
導
を
協
働
的
に
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

愛
媛
県
・
私
立
新
田
青
雲
中
等
教
育
学
校

菊
池
岳
史
42
歳

き
く
ち
・
た
け
し

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任

し
て
11
年
目
。
国
語
科
。
進
路
課
長
。
九
州
産

業
大
学
付
属
九
州
産
業
高
校
を
経
て
、
新
田
青

雲
中
等
教
育
学
校
へ
。

貪ど
ん

欲よ
く

に
、
そ
し
て
協
働
的
に
、

よ
り
良
い
指
導
を
構
築
し
た
い

愛媛県・私立新
に っ

田
た

青
せ い

雲
う ん

中等教育学校 進路課
菊池岳史 森

も り

實
ざ ね

宏之

生徒の夢をかなえるために
「手加減なし」の関係であり続ける

「
生
徒
の
た
め
に
」
を
胸
に

い
つ
も
本
音
で
語
り
合
う

多
く
の
同
僚
と
共
に

体
系
立
っ
た
指
導
を
磨
き
上
げ
た
い
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う
な
問
い
掛
け
を
す
る
な
ど
、
生
徒
の
成
長

を
見
通
し
た
指
導
の
大
切
さ
を
私
は
学
び
ま

し
た
。
６
年
間
の
指
導
の
流
れ
を
み
ん
な
で

練
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て
、

「
こ
う
い
う
活
動
が
学
校
力
の
底
上
げ
に
つ

な
が
る
の
だ
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

菊
池

他
校
の
指
導
を
そ
の
ま
ま
持
っ
て
く

る
の
で
は
な
く
、
本
校
の
教
師
が
、
生
徒
の

表
情
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
指

導
計
画
を
磨
き
上
げ
て
い
く
と
い
う
喜
び
を

教
師
全
員
で
共
有
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
思
い
ま
す
。
更
に
、
進
路
課
と
し
て
は
、

課
題
探
究
型
の
学
習
活
動
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
、
先
進

事
例
か
ら
学
び
な
が
ら
、
校
内
に
情
報
発
信

を
し
て
い
く
こ
と
も
今
後
の
目
標
で
す
ね
。

森
實

い
ろ
い
ろ
な
人
脈
を
駆
使
し
て
最
新

の
情
報
を
収
集
す
る
菊
池
先
生
の
こ
と
を
尊

敬
し
て
い
ま
す
。
私
も
、「
教
師
の
勉
強
不

足
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
不
利
益
を
被
る
よ
う

な
こ
と
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
」
と
肝
に
銘

じ
て
、
学
び
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

菊
池

私
が
研
究
報
告
書
な
ど
を
読
ん
で
い

る
と
、
森
實
先
生
は
す
ぐ
に
「
そ
れ
、
何
で

す
か
？
」
と
の
ぞ
き
込
ん
で
き
ま
す
よ
ね
。

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
抱
え
な
が
ら
も
、
新
し

い
こ
と
に
関
心
を
持
と
う
と
す
る
姿
勢
に
私

も
刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

本
校
は
比
較
的
若
い
世
代
の
教
師
が
多

い
学
校
で
す
。
他
の
分
掌
の
先
生
方
と
積

極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、

校
内
の
様
々
な
意
見
を
吸
い
上
げ
て
い
く

こ
と
が
、
進
路
課
の
若
手
教
師
で
あ
る
私

に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
や
考
え
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
時
に
は
意

見
が
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
生
徒
の
こ
と
を
考
え
た
ら
、
衝
突

を
恐
れ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
私
も

菊
池
先
生
の
よ
う
に
、
自
分
の
責
任
を

全
う
し
な
が
ら
、
周
囲
の
先
生
方
に
分
か

り
や
す
い
言
葉
で
説
明
し
、
良
い
影
響
を

与
え
ら
れ
る
教
師
に
な
る
の
が
目
標
で

す
。
菊
池
先
生
の
よ
う
な
「
強
い
教
師
」

に
な
り
た
い
の
で
す
。

愛媛県・私立新
にっ

田
た

青
せい

雲
うん

中等教育学校
◎「健全有為な人材の育成」と「優秀な船長の育成」を教育理念として開校。「徹底した学力養成」を目指し
たカリキュラムを構築し、少人数の習熟度別授業や選択授業、個別指導など、個に手厚い指導を展開。更に、
「剣道」「柔道」「弓道」「茶道」「華道」を授業に取り入れた「心の教育」、海外研修や学校行事を通じた「感
動の教育」にも重きを置く。また、近年「グローバル力の育成」にも全校体制で取り組んでいる。
◎設立 2003（平成15）年 ◎形態 全日制／普通科／共学 ◎生徒数 １学年約100人
◎２０１5年度入試合格実績（現浪計）
国公立大は、北海道大、大阪大、神戸大、岡山大、愛媛大などに38人が合格。私立大は、早稲田大、中央大、
東京理科大、明治大、同志社大、関西学院大、関西大、立命館大などに延べ227人が合格。
◎ URL  http://www.nitta-seiun.ed.jp/

愛
媛
県
・
私
立
新
田
青
雲
中
等
教
育
学
校

森
實
宏
之
35
歳

も
り
ざ
ね
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
11
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
12
年
目
。地
歴
公
民
科
主
任
。進
路
課
。

意
見
の
衝
突
を
恐
れ
な
い

「
強
い
教
師
」
に
な
り
た
い
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特

集

数
学
と
理
科
が
新
課
程
で
の
実
施
と
な
っ
た
２
０
１
５
年
度
入
試
。

今
号
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
、
及
び
個
別
学
力
試
験
の
出
題
内
容
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
な
力
が
求
め
ら
れ
た
の
か
、

そ
し
て
、
そ
の
力
を
育
む
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
が
必
要
だ
っ
た
の
か
を
考
え
る
。

更
に
、
そ
う
し
た
指
導
を
実
践
し
な
が
ら
、

２
０
１
５
年
度
入
試
に
も
対
応
し
た
学
校
の
事
例
を
通
し
て
、
指
導
を
具
体
化
し
て
い
く
。

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●２

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る

こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

◎センター試験の数学で、特に「数学Ⅱ・Ｂ」では思考力を問う出題
が多く、これを「メッセージ」と捉えた。急な転換とも受け取れたが、
この流れにはおおむね賛成であり、今後は低学年次から意識して授
業を展開したい。 （愛知県）
◎判断力、分析力（問題把握能力）が重要であると痛感した。泥臭く
試行錯誤できない今の生徒たちにその重要さをどう伝え、実践でき
るだけの力を身に付けられるかがポイントとなる。 （愛知県）

◎新課程になって理科の出題範囲は大きく変わったが、出題の仕方や
内容には今までと大きな違いは感じられなかった。新課程というこ
とで、もっと新しい傾向の出題があるかとも予想していたが、オー
ソドックスな展開であったと思う。 （岩手県）
◎センター試験の理科は、教科書の内容をしっかり読み取れているか
どうかが、高得点の鍵を握る問題であると感じた。 （広島県）
◎日本史は大きな変化は見られなかったが、世界史では新課程を意識
した出題が見られた。 （静岡県）

出典／『VIEW21』高校版読者モニターへのアンケート結果より。アンケートは、２０１５年２月にウェブとファクスで実施。有効回答数は54

Q 理科・数学が新課程での出題となった2015年度入試ですが、ご担当教科・科目のセンター試験、及
び個別学力試験の出題内容をご覧になって感じられたことを教えてください。

4June 2015



1 2015年度入試の振り返りから考える
今後の指導

座談会【P.6～11】

2 新課程入試に対応した学校の事例から
指導を具体化する

「『学び方』を身に付ける上での土台とし
て、『なぜ、学ぶのか』という問いに対し、
自分なりの答えを持つことが求められま
す」

京都市立西京高校 岩佐峰之

「『生徒に任せるより、自分たちが教えた
方が早いし、確実だ』などと焦らず、集
団として、そして個人として、生徒自身
の学びが深まるのを我慢強く待つように
しています」

新潟県立新潟高校 堀越康裕
「生徒主体の学習活動は、多くの学校に
とって新しい挑戦であるからこそ、その
手法について論じる土台として、『こうい
う人材を育てたい』という目標の言語化
が必要なのだと思います」
横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校 山本俊太郎

「普段の授業においても、教師と生徒が
一緒になって考えるような探究型の学習
活動を適宜設定していくことも、基礎学
力の大切さを実感させる上では重要にな
ってくるでしょう」

◎自ら調べ、考えて正誤を判断し、責任ある行動が出来る「自調自考」の精神を、学校生
活のあらゆるところに浸透させている。
◎中学１年生～高校２年生で行う校外研修では、全ての計画を生徒たちだけで立てる。「自
調自考」の精神を最もよく反映した活動。また、生徒が自由に課題を設定し、解決を目指す
探究学習であり、卒業要件の１つでもある「自調自考論文」で、課題発見・解決力を養う。

愛知県立半田高校 榊原 学

 し ば た

新課程入試の数学・理科で共通して求められた力

●読解力・表現力や学びの目的を土台とした、普遍的な「学び方」の習得
●基礎学力の徹底
●生徒の主体性を重視した授業展開
●教師及び生徒による学校としての指導理念の共有

考える力 考え抜く力
指導の
キーワード

東京都・私立
渋谷教育学園
渋谷中学高校
【P.12～15】

◎恒常的な課題であった英語の学力低下に対応するため、新入生にはまず英語の学習法を
丁寧に指導するなど、「スロースタート」にして「高１ギャップ」と呼ばれる移行期をスムーズに。
◎主体的に課題を発見・解決が出来る力や意欲を育てるために、３年間で体系的な探究学
習に取り組む「未来の俊傑プラン」を「総合的な学習の時間」で実施。体系的・継続的な
プログラムにすると共に、生徒自身が活動し、考え、発表するというサイクルを組み込んだ。

新潟県立
新発田高校
【P.16～19】

◎主体的に学びを追究する力を育むために、探究科学科を設置。１年生では、教科横断型
の学びで、探究の基礎となる考え方や意欲を育む「基幹探究」を、２年生では、テーマ決
定からグループ構成まで生徒主体で進める探究学習を行う「発展探究」を実施。
◎教師間で「育てるべき生徒像」などを語り合った結果、自ら学ぶ姿勢を育むために、提
出必須の課題量を半減させ、それ以上の家庭学習は生徒の自主性に委ねることにした。

富山県立
富山中部高校
【P.20～23】

さいきょう

はん だ さかき ばら
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日
山

２
０
１
５
年
度
入
試
は
、
数
学

と
理
科
が
新
課
程
で
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。
両
教
科
共
に
旧
課
程
と
比
較
す
る

と
履
修
内
容
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
既
卒

生
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
た
め
か
、
特
に
個

別
学
力
試
験
に
お
い
て
は
、
出
題
内
容
に

総
じ
て
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
数
学
、
理
科
の
先
生
方
に
、

２
０
１
５
年
度
入
試
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
っ
た
か
を
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

堀
越

本
校
の
数
学
で
は
、「
こ
の
分
野

は
じ
っ
く
り
時
間
を
掛
け
て
教
え
よ
う
」

「
こ
こ
は
次
の
段
階
で
深
め
よ
う
」
と
い

う
よ
う
に
、
教
科
全
体
の
流
れ
を
見
通
し

た
上
で
、
計
画
的
に
指
導
す
る
こ
と
で
、

学
習
量
の
増
加
に
よ
る
消
化
不
良
を
防
ぐ

こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

「
数
学
Ａ
」
に
新
た
に
加
わ
っ
た
「
整
数

の
性
質
」
で
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
生
徒

に
多
く
を
教
え
る
こ
と
よ
り
も
、ま
ず
「
係

数
の
大
き
い
１
次
不
定
方
程
式
を
解
け
る

よ
う
に
す
る
」
こ
と
を
教
科
団
の
共
通
目

標
に
し
ま
し
た
。
一
方
、
や
は
り
新
課
程

か
ら
の
分
野
で
あ
る
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
デ
ー

タ
の
分
析
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
掛
け

ず
に
短
期
間
で
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。
更
に
、

他
の
科
目
で
も
、
分
野
や
単
元
の
履
修
順

座

談

会

新
課
程
入
試
が
求
め
る「
考
え
抜
く
力
」を
、

普
遍
的
な「
学
び
方
」の
習
得
と

生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
た
指
導
で
育
む

数
学
と
理
科
が
新
課
程
で
の
実
施
と
な
っ
た
２
０
１
５
年
度
入
試
。
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
改
革
が
進
む
大
学
入
試
や

大
学
教
育
、
そ
し
て
今
後
の
高
校
教
育
の
あ
り
方
を
考
え
る
時
、
２
０
１
５
年
度
入
試
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
入
試
だ
っ
た

の
か
。
４
人
の
高
校
教
師
が
、
今
と
未
来
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
振
り
返
る
。

横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校

山
本
俊
太
郎
や
ま
も
と
・
し
ゅ
ん
た
ろ
う

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
14
年
度
ま
で
４
年
間

進
路
指
導
部
主
任
を
務
め
、現
在
２
学
年
主
任
。担
当
教
科
は
国
語
。

横
浜
市
立
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
◎
２
０
０
９

（
平
成
21
）
年
創
立
。
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
。
15
年
度
入
試

で
は
、
国
公
立
大
は
、
東
京
工
業
大
、
京
都
大
な
ど
に
90
人
が

合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

５
１
２
人
が
合
格
（
現
浪
計
）。
海
外
大
学
に
は
２
人
が
進
学
。

指
導
に
お
け
る
軽
重
、
精
選
が

求
め
ら
れ
た
新
課
程
入
試

新
潟
県
立
新
潟
高
校

堀
越
康
裕
ほ
り
こ
し
・
や
す
ひ
ろ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

担
当
教
科
は
数
学
。

新
潟
県
立
新
潟
高
校
◎
１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
創
立
。
普

通
科
と
理
数
科
を
持
ち
、
理
数
科
は
２
年
次
か
ら
サ
イ
エ
ン

ス
コ
ー
ス
と
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
に
分
か
れ
る
。
15
年
度
入
試

で
は
、
国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど
に

１
５
５
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、
早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
２
４
２
人
が
合
格
（
現
役
の
み
）。
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

か
ど
う
か
を
確
か
め
る
活
動
よ
り
も
、
覚

え
た
こ
と
を
活
用
し
、
更
に
考
え
を
深
め

る
活
動
に
重
き
を
置
き
ま
し
た
。
活
用
し

た
り
、
考
え
た
り
す
る
作
業
に
は
や
は
り

時
間
が
掛
か
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
分
、
覚

え
な
く
て
は
い
け
な
い
知
識
事
項
に
つ
い

て
の
学
習
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
た
上
で
、
家
庭
学
習
で
し
っ
か
り

と
取
り
組
ん
で
お
く
よ
う
に
指
導
し
ま
し

た
。
２
０
１
６
年
度
入
試
以
降
、
活
用
す

る
力
や
表
現
す
る
力
を
求
め
る
「
新
課
程

ら
し
さ
」
は
更
に
強
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
か
ら
、
旧
課
程
よ
り
も
増
え
た
学
習
内

容
を
計
画
的
に
指
導
し
、
教
材
も
精
選
す

る
こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

日
山

新
課
程
で
は
「
言
語
活
動
の
充
実
」

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
言
語
運
用
力
と

い
う
観
点
で
、
国
語
科
と
し
て
、
山
本
先

生
は
２
０
１
５
年
度
入
試
を
ど
の
よ
う
に

ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

山
本

本
校
は
「
先
端
科
学
技
術
の
知
識

を
活
用
し
て
、
世
界
で
幅
広
く
活
躍
す
る

人
間
」
の
育
成
を
目
標
と
し
て
お
り
、
お

よ
そ
８
割
の
生
徒
が
理
系
学
部
に
進
学
し

ま
す
。
た
だ
、
２
０
１
５
年
度
入
試
以
前

か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
読
解
力
が
乏
し
い
た
め
に
、
理
数
教

科
で
思
っ
た
通
り
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
な

い
生
徒
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。

岩
佐

私
も
、
本
校
の
国
語
科
の
先
生
と

読
解
力
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
京
都
大
の
化
学
の

入
試
問
題
の
大
問
数
は
４
問
で
す
が
、
問

題
文
の
字
数
を
合
計
す
る
と
４
０
０
０
字

か
ら
５
０
０
０
字
に
な
り
ま
す
。
１
８
０

分
で
理
科
２
科
目
に
取
り
組
む
こ
と
を
考

え
て
も
、
読
解
力
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
。

榊
原

生
徒
を
見
て
い
る
と
、
問
題
文
を

よ
く
読
ま
ず
、
図
だ
け
を
見
て
直
感
的
に

解
答
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

感
じ
ま
す
。
中
学
校
ま
で
の
学
習
で
、
条

件
反
射
的
に
答
え
を
出
す
こ
と
が
癖
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
と

増
え
た
分
、
理
科
へ
の
興
味
・
関
心
が
高

く
な
い
生
徒
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
だ
と

考
え
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
求
め
ら
れ
る

理
科
の
知
識
の
重
要
性
を
、
様
々
な
場
面

で
話
す
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
た
。
文
系
志

望
の
生
徒
に
も
、
理
科
の
面
白
さ
や
重
要

性
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
実
感
し
た

３
年
間
で
し
た
。

榊
原

物
理
の
授
業
で
は
、
覚
え
て
い
る

序
を
柔
軟
に
入
れ
替
え
て
、
効
率
よ
く
指

導
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。

岩
佐

本
校
で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体

を
見
直
し
、
理
科
の
授
業
時
数
を
増
や
し

た
た
め
、
理
科
は
早
め
に
教
科
書
の
内
容

を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。
新
学
習
指
導
要
領

で
は
、「
理
数
教
育
の
充
実
」
が
主
な
改

善
事
項
の
１
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
か
ら
、
他
教
科
の
協
力
も
ス
ム
ー
ズ

に
得
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
授
業
時
数
が

京
都
市
立
西さ
い

京き
ょ
う

高
校

岩
佐
峰
之
い
わ
さ
・
み
ね
ゆ
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
主
幹
教
諭
。
教

育
企
画
・
中
高
一
貫
教
育
推
進
部
部
長
。
担
当
科
目
は
化
学
。

京
都
市
立
西
京
高
校
◎
１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
創
立
。
未

来
社
会
創
造
学
科
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ジ
ン
グ
科
を
設
置
。
ス
ー

パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
。
15
年
度
入
試
で
は
、

国
公
立
大
は
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
１
５
７
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大

な
ど
に
延
べ
３
４
３
人
が
合
格
（
現
役
の
み
）。

読
解
力
、
表
現
力
は
普
遍
的
な

「
学
び
方
」を
習
得
す
る
上
で
の
土
台

㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

高
校
事
業
部
情
報
企
画
課   

課
長

日
山
敦
司

ひ
や
ま
・
あ
つ
し

愛
知
県
立
半は
ん

田だ

高
校

榊
原
学
さ
か
き
ば
ら
・
ま
な
ぶ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

担
当
科
目
は
物
理
。

愛
知
県
立
半
田
高
校
◎
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
創
立
。
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
指
定
校
。
15
年
度
入
試
で
は
、

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
５
４

人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大

な
ど
に
延
べ
５
７
７
人
が
合
格
（
現
役
の
み
）。
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榊
原

我
々
教
師
で
も
、
教
科
書
の
記
述

に
感
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ

り
ま
す
。
教
科
書
は
、
生
徒
に
と
っ
て
、

じ
っ
く
り
読
む
ほ
ど
に
新
た
な
発
見
が
あ

る
教
材
と
し
て
、
大
切
に
さ
せ
た
い
も
の

で
す
。

堀
越

以
前
、
東
京
大
理
科
Ⅲ
類
に
合
格

し
た
生
徒
が
、
入
試
が
近
づ
く
に
連
れ
、

教
科
書
を
よ
く
読
ん
で
い
た
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
学
力
の
高
い
生
徒
ほ
ど
、
教
科

書
を
使
っ
た
地
道
な
学
習
を
大
切
に
し
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

岩
佐

京
都
大
理
学
部
に
合
格
し
た
生
徒

が
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
２
週
間
ほ
ど
前
、

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
た
教
科
書
を
携
え
て
私

の
と
こ
ろ
に
質
問
に
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
当
た
り
、
改
め

て
教
科
書
を
読
ん
だ
こ
と
で
、
自
分
な
り

の
疑
問
が
生
ま
れ
た
と
い
う
の
で
す
。
授

業
で
の
実
験
や
大
学
教
授
に
よ
る
出
張
講

義
な
ど
、
科
学
的
な
体
験
を
経
た
上
で
教

科
書
を
深
く
読
み
直
す
と
い
う
、
言
わ
ば

「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
、
大
学
で

も
豊
か
な
学
び
を
経
験
し
て
い
る
で
し
ょ

う
。

山
本

読
解
力
は
も
ち
ろ
ん
、
入
試
で
は
、

規
定
の
文
字
数
内
で
論
理
的
に
解
答
す
る

こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、

理
科
や
数
学
の
入
試
問
題
を
題
材
に
す
れ

ば
、
生
徒
に
読
解
力
や
論
理
的
な
表
現
力

の
大
切
さ
を
よ
り
身
近
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
語
の
授
業

か
み
合
わ
な
い
解
答
を
書
い
て
し
ま
う
の

で
し
ょ
う
。
読
解
力
以
前
に
、文
章
を
じ
っ

く
り
読
む
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い

な
い
生
徒
も
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

岩
佐

原
子
や
分
子
は
ど
ん
な
も
の
か
、

イ
メ
ー
ジ
は
出
来
る
け
れ
ど
、
言
葉
で
う

ま
く
説
明
で
き
な
い
生
徒
が
い
ま
す
が
、

そ
れ
も
教
科
書
を
じ
っ
く
り
読
む
こ
と
が

出
来
て
い
な
い
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い
ま

す
。
教
科
書
を
熟
読
し
、
定
義
を
し
っ
か

り
押
さ
え
さ
せ
る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

C o l u m n

数学・堀越先生
センター試験では、「数学Ⅰ・A」の第３問「デー
タの分析」が、データとグラフの関係を正確に
読み取る必要がある点で、新課程らしい問題で

した。「数学Ⅱ・B」は、計算量が多い点は例年通りでしたが、
三角関数の偏角が７θで与えられる、微分係数の定義が問
われるといった、目新しい問題も散見されました。個別学
力試験では、旧帝大を中心に、小問の誘導に頼らずに解答
の糸口を見つける力がより求められました。

物理・榊原先生
センター試験では、「物理基礎」の第３問「力学」
の問題は、実験などを通してばねについてきち
んと考えたことがあるかどうかで、難しさは大

きく違ったはずです。物理現象について具体的に考える力
を測るという意味では、この問題は新課程らしい良い問題
だったと思います。個別学力試験については、筑波大の大
問3が、問題文をしっかり読み取って考察する必要があり、
公式を覚えているだけでは解けない良問です。

化学・岩佐先生
センター試験では、定性的な問題だけでなく定
量的な問題が増えました。旧学習指導要領では
定量的なことは発展的な学習の分野で扱ってい

ましたが、今回の入試では旧「化学Ⅰ・Ⅱ」で発展的な分
野とされていたところが出題されています。個別学力試験
では、京都大の大問４が、核酸塩基の構造式を答える問題で、
教科書に載っている内容ではありますが、幅広く学習して
おく必要があるため、現役生には不利だったでしょう。

2015年度 新課程入試
数学・理科の振り返り
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

で
育
も
う
と
す
る
読
解
力
、
表
現
力
は
、

ど
の
教
科
・
科
目
の
入
試
問
題
を
解
く
上

で
も
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
国

語
の
教
師
は
も
っ
と
強
く
意
識
し
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

日
山

先
ほ
ど
、
理
科
に
つ
い
て
「
文
系

志
望
の
生
徒
に
、
理
科
が
将
来
必
要
で
あ

る
こ
と
」
を
意
識
し
て
伝
え
た
と
い
う
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情

報
化
に
よ
っ
て
社
会
が
大
き
く
変
化
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
幅
広
く
学
び
続
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
全
て
の
生
徒

に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

岩
佐

多
様
化
し
、
複
雑
化
し
続
け
る
社

会
を
生
き
る
た
め
に
は
、
知
識
だ
け
で
な

く
、「
学
び
方
」
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
土
台
と
し
て
、

「
な
ぜ
、学
ぶ
の
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、

自
分
な
り
の
答
え
を
持
つ
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
私
自
身
、
こ
こ
数
年
は
生
徒
に

「
君
た
ち
は
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に
学

ん
で
い
る
ん
だ
」
と
は
っ
き
り
と
語
り
掛

け
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

山
本

都
市
部
で
は
、
小
学
生
の
時
か

ら
塾
に
行
く
の
が
当
た
り
前
で
、
他
人
よ

り
も
高
い
点
数
を
取
る
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
、
そ
れ
を
最
も
重
視
し
て
勉
強
を
し
て

い
る
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、

そ
う
し
た
学
習
観
・
進
路
観
の
ま
ま
で
も

大
学
入
試
で
成
果
を
収
め
る
こ
と
は
可
能

で
す
が
、
大
学
入
学
後
、
や
り
た
い
こ
と

が
見
つ
か
ら
ず
、
大
学
生
活
に
適
応
で
き

な
い
学
生
も
現
実
に
多
く
存
在
し
ま
す
。

新
課
程
で
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し

て
今
進
ん
で
い
る
大
学
入
試
改
革
は
、
明

ら
か
に
「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
」
と
い
う
問

い
に
答
え
ら
れ
る
生
徒
を
育
て
よ
う
と
い

う
社
会
の
意
思
表
示
だ
と
思
い
ま
す
。

日
山

学
習
観
・
進
路
観
の
醸
成
と
い
う

意
味
で
は
、
導
入
期
の
指
導
が
よ
り
一
層

重
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

堀
越

本
校
で
も
、
特
に
１
年
次
の
「
社

会
に
有
為
な
人
材
」
に
つ
い
て
生
徒
に
考

え
さ
せ
る
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｒ
な
ど
で
「
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」

を
ク
ラ
ス
全
体
で
考
え
る
こ
と
は
、
各
人

の
高
校
３
年
間
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

お
け
る
二
極
化
を
防
ぎ
、
結
果
的
に
学
習

集
団
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

山
本

高
校
入
学
後
、
出
来
る
だ
け
早

期
に
、
生
徒
の
「
学
び
の
価
値
観
」
を
変

え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
校
で

は
、
今
年
度
の
新
入
生
宿
泊
研
修
で
、「
何

の
た
め
に
働
く
か
」
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
将
来
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、
高

校
の
授
業
や
部
活
動
、
委
員
会
活
動
な
ど

が
あ
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
入
学
直
後
か
ら
、
将
来
を
見
据
え

て
仲
間
と
高
め
合
お
う
と
い
う
雰
囲
気
を

つ
く
る
こ
と
が
、
中
学
生
か
ら
高
校
生
へ

と
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

榊
原

今
、
学
習
観
・
進
路
観
の
醸
成
と

い
う
文
脈
で
、「
集
団
と
し
て
の
底
上
げ
」

「
互
い
に
高
め
合
う
集
団
づ
く
り
」
と
い

う
話
が
出
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
指
導
の

ス
タ
ン
ス
は
、
知
識
の
量
だ
け
で
な
く
、

考
え
抜
く
力
が
重
視
さ
れ
る
新
課
程
に
お

け
る
授
業
づ
く
り
で
も
重
要
で
す
。

堀
越

そ
う
思
い
ま
す
。
私
も
、
定
義
や

定
理
・
公
式
と
い
っ
た
基
本
的
な
部
分
で

「
生
徒
と
教
師
が
一
緒
に
考
え
る

探
究
型
の
学
習
活
動
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、

基
礎
学
力
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」
榊
原

「
な
ぜ
、
学
ぶ
の
か
を
１
年
次
に

し
っ
か
り
と
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
、

３
年
間
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
」
堀
越

生
徒
の
主
体
性
を
重
視
し
た

授
業
展
開
に

何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
を

生
徒
に
強
く
問
い
掛
け
る
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は
、
従
来
の
チ
ョ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
で
指
導

し
、
習
っ
た
こ
と
を
活
用
す
る
場
面
で
は
、

集
団
の
力
を
生
か
す
た
め
に
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
取
り
入
れ
、
出
来
る

だ
け
生
徒
同
士
で
学
び
合
う
場
を
設
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
2
年

生
か
ら
は
、
数
学
科
は
週
末
課
題
や
小
テ

ス
ト
を
廃
止
し
、
生
徒
個
々
が
自
分
で
課

題
を
見
つ
け
、
取
り
組
む
よ
う
に
指
導
し

て
い
ま
す
。「
生
徒
に
任
せ
る
よ
り
、
自

分
た
ち
が
教
え
た
方
が
早
い
し
、
確
実
だ
」

な
ど
と
焦
ら
ず
、
集
団
と
し
て
、
そ
し
て

個
人
と
し
て
、
生
徒
自
身
の
学
び
が
深
ま

る
の
を
我
慢
強
く
待
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

榊
原

生
徒
同
士
の
話
し
合
い
が
少
し

で
も
も
た
つ
い
て
い
る
と
、
私
た
ち
は

す
ぐ
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
く
な
り
ま
す
か

ら
ね
。
私
も
、「
も
う
少
し
生
徒
た
ち
に

考
え
さ
せ
よ
う
」
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
な
が
ら
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
本
校
は

２
０
１
３
年
度
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
が
、
課
題
研
究
に
お
い
て
も
、

生
徒
主
体
で
進
め
て
い
く
こ
と
を
重
視

し
、
教
師
が
引
っ
張
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
て
い
ま
す
。

岩
佐

Ｓ
Ｓ
Ｈ
や
Ｓ
Ｇ
Ｈ
な
ど
の
課
題

研
究
を
通
し
て
、
生
徒
は
、
物
理
や
化
学

の
基
本
的
な
知
識
が
な
け
れ
ば
仮
説
検
証

型
の
実
験
が
出
来
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま

す
。
高
校
の
学
習
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
や

Ｓ
Ｇ
Ｈ
な
ど
で
行
わ
れ
る
探
究
学
習
は
、

教
科
学
習
と
車
の
両
輪
の
関
係
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
探
究
学
習
で
は
、
出
来
る
だ

け
生
徒
の
力
だ
け
で
課
題
を
設
定
し
、
そ

の
課
題
を
解
決
す
る
方
法
を
考
え
抜
く
中

で
、
教
科
学
習
の
重
要
性
も
強
く
実
感
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

榊
原

そ
の
意
味
で
は
、
普
段
の
授
業
に

お
い
て
も
、
教
師
と
生
徒
が
一
緒
に
な
っ

て
考
え
る
よ
う
な
探
究
型
の
学
習
活
動
を

適
宜
設
定
し
て
い
く
こ
と
も
、
基
礎
学
力

の
大
切
さ
を
実
感
さ
せ
る
上
で
は
重
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。

日
山

新
課
程
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
大

学
入
試
で
一
層
重
要
に
な
る
「
考
え
る
力
」

を
育
む
た
め
、「
学
び
に
お
け
る
生
徒
の

主
体
性
」
を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
、
先

生
方
の
お
考
え
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
で

は
、
授
業
を
展
開
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

堀
越

例
え
ば
、
生
徒
主
体
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
議
論
が
教
師
の
想

定
し
た
方
向
に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
強
引
に
こ
ち
ら
の
想
定

通
り
に
議
論
を
収
束
さ
せ
た
り
せ
ず
、
生

徒
が
話
し
合
っ
た
内
容
を
生
か
し
て
授
業

を
展
開
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
や
は
り
教
師
に
は
圧
倒
的
な
専

門
性
、
そ
し
て
経
験
が
必
要
で
す
。

榊
原

こ
れ
ま
で
の
教
科
指
導
で
も
、
例

え
ば
、
問
題
演
習
で
間
違
え
た
生
徒
の
答

え
を
生
か
し
な
が
ら
、
授
業
を
更
に
豊
か

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

間
違
い
を
生
か
す
指
導
が
大
切
な
の
は
、

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

最
近
の
生
徒
は
早
く
正
解
を
知
り
た
が
る

傾
向
が
強
い
の
で
、「
間
違
い
が
授
業
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
の
だ
か
ら
、
た
め
ら

わ
ず
に
積
極
的
に
発
言
し
て
ほ
し
い
」
と

生
徒
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

堀
越

授
業
で
間
違
え
た
経
験
を
強
み
と

し
て
発
揮
で
き
る
よ
う
な
問
題
を
、
具
体

的
に
提
示
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

岩
佐

生
徒
主
体
の
学
習
で
は
、
適
切

な
評
価
の
規
準
・
基
準
も
重
要
で
す
。
レ

ポ
ー
ト
を
書
か
せ
た
り
議
論
を
さ
せ
た
り

し
た
時
に
、
何
を
も
っ
て
評
価
す
る
の
か
、

き
ち
ん
と
事
前
に
生
徒
に
説
明
し
な
け

れ
ば
、
生
徒
の
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
高
ま
ら
ず
、
学
習
方
策
の
改
善
に
も
つ

な
が
り
ま
せ
ん
。
教
師
間
で
、
評
価
の
規

準
と
基
準
の
両
方
に
つ
い
て
共
通
理
解
を

し
、
生
徒
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と

が
重
要
で
し
ょ
う
。

「
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
、

改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は

評
価
の
規
準
と
基
準
が
重
要
」
岩
佐

「
生
徒
主
体
の
活
動
に
な
る
ほ
ど

学
習
目
標
を
明
確
に
共
有
し
、

成
果
を
振
り
返
る
こ
と
が
不
可
欠
」
山
本

学
校
と
し
て
の
理
念
を
掲
げ

新
し
い
教
育
活
動
に
挑
戦
す
る

10June 2015
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年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

山
本

私
は
、
話
し
合
い
な
ど
の
グ
ル
ー

プ
活
動
で
は
、
い
か
に
生
徒
に
「
や
っ
て

み
た
い
」
と
思
わ
せ
ら
れ
る
か
が
鍵
だ
と

思
い
ま
す
。「
大
変
そ
う
だ
け
れ
ど
、
や

り
が
い
も
大
き
そ
う
だ
」
と
思
わ
せ
る
課

題
を
、
教
師
が
生
徒
の
状
況
に
応
じ
て
用

意
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
活
動
を
取
り
入
れ
て
も
、
目
的
の
共
有

が
あ
い
ま
い
で
は
議
論
は
活
発
化
し
ま
せ

ん
し
、
活
動
が
停
滞
し
た
こ
と
に
焦
っ
た

教
師
が
、
あ
れ
こ
れ
と
余
計
な
口
出
し
を

し
て
し
ま
い
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
振
り

返
り
が
深
ま
ら
な
い
こ
と
は
珍
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
、
私
も
若
い
頃
に
た
く
さ

ん
失
敗
を
経
験
し
ま
し
た
。

岩
佐

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
今
後
現
場
で
も
そ
の
必
要
性
の

認
識
は
更
に
深
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

そ
の
際
、大
事
に
な
る
の
は
、「
本
校
で
は
、

こ
う
い
う
人
材
を
育
成
し
た
い
」
と
い
う

学
校
と
し
て
の
理
念
で
あ
り
、
そ
の
理
念

を
教
師
だ
け
で
な
く
、
生
徒
と
も
共
有
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
理
念
が
共
有
さ

れ
れ
ば
、
教
師
、
生
徒
双
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
理
念
か
ら
ぶ
れ
る
こ
と
な
く
、

取
り
組
み
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

山
本

生
徒
主
体
の
学
習
活
動
は
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
学
校
に
と
っ
て
新
し
い
挑

戦
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
手
法
に
つ
い

て
論
じ
る
土
台
と
し
て
、「
こ
う
い
う
人

材
を
育
て
た
い
」
と
い
う
目
標
の
言
語
化

が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
国
公
立

大
に
○
人
合
格
す
る
」
と
い
っ
た
数
値
目

標
だ
け
で
な
く
、
変
化
の
激
し
い
複
雑
な

社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
力
の
育
成
と
い

う
、
よ
り
社
会
と
一
体
化
し
た
目
標
を
語

り
合
う
こ
と
が
、
今
、
高
校
教
師
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

榊
原

新
課
程
、
そ
し
て
今
進
ん
で
い
る

入
試
改
革
に
目
を
向
け
る
こ
と
は
、
自
校

で
育
成
す
る
人
材
像
を
改
め
て
校
内
で
語

り
合
い
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
活
動

を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
に
今
は
、
学
校

を
改
革
す
る
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
し
ょ
う
。

堀
越

教
育
課
程
と
入
試
環
境
の
変
化
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
が
ら
、
５
年
後
、

10
年
後
の
社
会
で
た
く
ま
し
く
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
。

◎
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
新
課
程
入
試
に

対
応
し
つ
つ
、
本
座
談
会
で
挙
げ
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
指
導
の
観
点
を
具
体
的

に
実
践
し
て
き
た
３
校
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

C o l u m n

岩佐先生
本校では、昨年度の３年生から化学の実験
で、実験の内容をまとめた実験プリントの
配布を廃止し、代わりに個人でレポートを

書かせることにしました。「なぜ、このような現象が生
じたのか」をグループで考察し、レポートにまとめ、
教師が添削します。生徒同士で議論したことを、自分
たちの言葉で表現するためには、絶対的な基礎学力が
必要です。時間が掛かる活動ですが、昨年度はポイン
トとなる3回の実験で行ったところ、深い考察による
理解の深まり、関心・意欲の高まりが見られました。

山本先生
２年生で学習する夏目漱石の『こころ』の
ある場面を、グループごとに演じさせてい
ます。この時「先生」はどんな表情だった

のか、きちんと読解が出来ていないと演じられません
し、自分たちが演じた場面を理解することで、作品全
体に興味を持つようになります。中島敦の『山月記』
では、「虎から人間に奇跡的な復活を遂げた李徴さんに
聞く」というインタビュー番組をつくるという設定で、
生徒たちにシナリオを考えてもらいました。また、評
論では、「筆者の主張を、筆者に代わってプレゼンテー
ションする」という活動を行いました。いずれも、ど
うすれば教師が口を出さず、生徒が話し合いをせざる
を得なくなるかという視点での取り組みです。そうし
た生徒主体の活動を通して、生徒の読解力が高まった
と感じています。

生徒主体の学習についての
アイデア
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渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
は
、
開

校
以
来
、「
自
調
自
考
」
を
教
育
目
標
に
掲

げ
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
羅
針
盤
と
し

て
大
切
に
し
て
い
る
。
同
校
が
目
指
す
「
自

調
自
考
」
の
精
神
を
備
え
た
人
物
と
は
、

自
ら
調
べ
、
考
え
て
正
誤
を
判
断
し
、
責

任
あ
る
行
動
を
取
る
こ
と
が
出
来
る
人
だ
。

そ
う
し
た
人
材
を
育
む
た
め
に
、
学
校
生

活
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
「
自
調
自
考
」

の
精
神
を
浸
透
さ
せ
て
い
る
。
中
学
・
高

校
と
も
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
で
、
校
則
は
一
切

な
い
。
校
外
研
修
は
、
現
地
集
合
・
現
地

解
散
が
原
則
だ
。
生
徒
は
先
輩
や
教
師
の

姿
を
見
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
、
社
会
人

と
し
て
何
が
大
切
な
の
か
を
学
ん
で
い
く
。

こ
の
よ
う
に
「
自
調
自
考
」
に
こ
だ
わ

り
抜
く
の
は
、そ
の
姿
勢
こ
そ
が
「
真
の
学

力
」
を
育
む
た
め
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え

て
い
る
か
ら
だ
。
自
調
自
考
論
文
担
当
の

石
井
信
博
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
い
く
ら
テ
ス
ト
や
補
習
で
外
か
ら
知
識

を
与
え
て
も
、
受
け
身
の
学
習
に
終
始
す

る
だ
け
で
す
。
考
え
る
力
や
主
体
性
が
身

に
付
け
ば
、
自
分
に
何
が
必
要
な
の
か
を

自
ら
考
え
て
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
、
結
果
と
し
て
、
大
学
入
試
に
必
要
な

学
力
も
身
に
付
く
と
考
え
て
い
ま
す
」

日
常
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
、
思
考
力
や

判
断
力
、
主
体
性
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
学
び
続
け
る
た
め
に
必
要
な
力
や
姿
勢

の
育
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
が
「
自
調

自
考
」
の
基
本
的
な
考
え
だ
。
こ
の
「
自

調
自
考
」と
併
せ
て
、「
国
際
人
の
養
成
」「
高

い
倫
理
観
の
育
成
」
が
同
校
の
教
育
の
３

本
柱
と
な
っ
て
い
る
。

「
自
調
自
考
」
の
精
神
を
最
も
よ
く
反
映

し
て
い
る
取
り
組
み
が
、
中
学
１
年
生
〜

高
校
２
年
生
で
実
施
す
る
校
外
研
修
だ
。

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
の
育
成
の
み
な
ら
ず
、

教
科
学
習
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
探
究

的
な
力
の
育
成
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

校
外
研
修
は
、
中
学
校
で
は
各
学
年
と

も
春
秋
の
年
２
回
、
高
校
は
１・２
年
生
の

秋
に
各
１
回
行
わ
れ
る
。
５
年
間
で
計
８

回
実
施
し
、
段
階
的
に
力
を
伸
ば
し
て
い

く
。
訪
問
先
は
全
て
、
教
科
学
習
と
関
連

付
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
中
学
１
年
生
の

春
の
校
外
研
修
で
は
鎌
倉
を
訪
れ
る
。
同

時
期
に
社
会
科
で
鎌
倉
時
代
の
歴
史
を
学

ん
で
お
り
、
生
徒
は
武
士
の
都
を
実
際
に

歩
き
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
。
中
学

２
年
生
で
は
、
古
く
か
ら
醤

し
ょ
う

油ゆ

産
業
が
盛

ん
な
千
葉
県
野
田
市
の
メ
ー
カ
ー
を
訪
問

し
、
江
戸
時
代
の
産
業
や
物
流
に
つ
い
て

教
育
の
柱
は
「
自
調
自
考
」

「
国
際
人
」「
倫
理
観
」
の
育
成

実
践
事
例
●

東
京
都
・
私
立
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

「
自
調
自
考
」の
精
神
を
根
底
に
据
え
、

主
体
的
な
学
習
者
を
育
成

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
は
、
開
校
以
来
、「
自
調
自
考
」
を
教
育
目
標
の
中
心
に
据
え
、

あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
の
指
針
と
し
て
き
た
。
校
外
研
修
を
ベ
ー
ス
と
し
た
探
究
学
習
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
校
長
講
話
、

学
び
の
集
大
成
で
あ
る
「
自
調
自
考
論
文
」
な
ど
を
通
し
て
、

ど
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
も
対
応
で
き
る
骨
太
の
学
力
を
育
成
し
て
い
る
。

1

生
徒
主
体
の
校
外
研
修
で

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
力
・
探
究
力
を
磨
く
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の
理
解
を
深
め
る
。
生
徒
は
調
べ
学
習
の

テ
ー
マ
か
ら
、
ど
の
施
設
で
何
を
調
べ
、

誰
に
何
を
聞
く
の
か
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

利
用
す
る
交
通
機
関
を
含
む
、
研
修
全
て

の
計
画
を
自
分
た
ち
だ
け
で
立
て
る
。
高た

か

際ぎ
わ

伊い

都つ

子こ

副
校
長
は
、
そ
の
狙
い
に
つ
い

て
、「
生
徒
は
知
識
の
習
得
だ
け
に
意
識
を

向
け
が
ち
で
す
が
、
研
修
を
通
し
て
、
実

際
に
見
た
り
、
話
を
聞
い
た
り
し
な
け
れ

ば
得
ら
れ
な
い
知
識
が
あ
る
こ
と
を
知
る

は
ず
で
す
。
教
室
と
い
う
空
間
だ
け
で
は

得
ら
れ
な
い
、
学
び
の
広
が
り
を
感
じ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

高
校
の
校
外
研
修
で
は
、
国
際
人
と
し

て
の
意
識
を
高
め
つ
つ
、
よ
り
深
い
レ
ベ

ル
の
探
究
学
習
を
行
う
。
１
年
生
で
は
平

和
学
習
の
一
環
と
し
て
広
島
を
訪
れ
、
高

校
２
年
生
で
は
中
国
を
訪
問
し
、
ア
ジ
ア

文
化
の
源
流
に
触
れ
る
こ
と
で
５
年
間
の

校
外
研
修
の
総
仕
上
げ
と
す
る
。

高
校
で
の
校
外
研
修
の
う
ち
、
探
究
的

な
要
素
が
強
い
の
が
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー

バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
の
中
心

的
な
活
動
で
あ
る
広
島
研
修
「Project 

H
iroshim

a

」
だ
。
国
語
科
・
社
会
科
・
英

語
科
な
ど
に
よ
る
教
科
横
断
型
の
授
業
で
、

平
和
へ
の
理
解
を
深
め
、「
人
間
と
安
全
保

障
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
活
動
に
つ
な

げ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

２
０
１
４
年
度
の
活
動

を
例
に
具
体
的
に
見
て

い
く
。

国
語
の
授
業
で
は
、

『
黒
い
雨
』
な
ど
原
爆
に

関
す
る
作
品
、
核
兵
器

を
テ
ー
マ
と
し
た
ア
メ

リ
カ
映
画
を
題
材
に
、

戦
争
に
対
す
る
日
米
の

意
識
の
違
い
に
つ
い
て

考
察
し
た
。
更
に
、
社

会
科
の
授
業
で
は
、
カ

ン
ト
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
な

ど
著
名
な
思
想
家
の
政

治
観
・
平
和
観
や
、
東

京
裁
判
の
記
録
な
ど
を

通
し
て
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
た（
図
１
）。
様
々

な
角
度
か
ら
戦
争
や
核

問
題
を
捉
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
教
科
学
習
が
根
底
で
は
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
よ
り
多
面
的
・

複
眼
的
な
視
野
の
獲
得
を
狙
い
と
し
た
。

英
語
科
の
授
業
で
は
、
数
人
か
ら
成
る

チ
ー
ム
で
広
島
と
平
和
を
テ
ー
マ
と
し
た

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

◎
１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
開
校
の
中
央
女
学
校
が

母
体
。
96
年
に
渋
谷
女
子
高
校
か
ら
共
学
の
中
高
一

貫
校
に
移
行
。
第
２
外
国
語
講
座
の
設
置
や
海
外
研

修
な
ど
国
際
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
帰
国
生
が

全
生
徒
の
２
割
を
占
め
、
海
外
の
大
学
に
進
学
す
る

生
徒
も
多
い
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
（
Ｓ
Ｇ
Ｈ
）
指
定
校
。

◎
設
立

１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

1
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
筑
波
大
、
東
京
大
、
東
京

工
業
大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
０
6
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、

明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
５
０
８
人
が
合
格
。

◎U
R
L
https://w

w
w
.shibuya-shibuya-jh.

ed.jp/

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

河
口
竜
行
か
わ
ぐ
ち
・
た
つ
ゆ
き

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。

進
路
部
副
部
長
。
第
14
期
生
学
年
主
任
。

「
迷
っ
た
ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
方
を
選
ぶ
」

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校

石
井
信
博
い
し
い
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
16
年
。同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

自
調
自
考
論
文
担
当
。「
学
び
た
い
気
持
ち

さ
え
育
て
れ
ば
、生
徒
は
自
ら
勉
強
す
る
」

渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
高
校
副
校
長

高
際
伊
都
子
た
か
ぎ
わ
・
い
つ
こ

教
職
歴
27
年
。
開
校
時
よ
り
現
職
。「
自

調
自
考
の
精
神
で
一
歩
ず
つ
前
へ
進
も

う
」

平
和
教
育
を
通
し
て

多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る

＊学校資料をそのまま掲載

図１ 広島研修の際の生徒のレポート

13 June 2015
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体
験
か
ら
し
か
得
ら
れ
な
い
学
び
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
多
様
な
機
会
を
生

徒
に
提
供
す
べ
き
な
の
で
す
。
生
徒
は
体

験
を
通
し
て
、
も
っ
と
う
ま
く
伝
え
た
い

と
い
う
思
い
も
強
く
し
ま
す
。
教
科
学
習

の
必
要
性
を
実
感
し
、
英
語
は
も
ち
ろ
ん
、

背
景
知
識
と
な
る
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
意
欲
も
高
め
て

い
く
の
で
す
」（
高
際
副
校
長
）

同
校
で
は
、
学
ん
だ
知
識
を
、
自
分
の

人
生
や
社
会
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い

く
の
か
を
考
え
る
機
会
も
大
切
に
し
て
い

る
。
田
村
哲
夫
校
長
が
前
身
の
渋
谷
女
子

高
校
時
代
か
ら
40
年
以
上
続
け
て
い
る
「
校

長
講
話
」
は
、
生
徒
が
人
生
や
社
会
に
つ

い
て
考
え
、
視
野
を
広
げ
る
た
め
の
取
り

組
み
だ
（
図
２
）。
中
学
１
年
生
〜
高
校
３

年
生
ま
で
年
６
回
、
計
36
回
を
正
規
の
「
授

業
」
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
る
。

テ
ー
マ
は
、
中
学
１
年
生
「
人
間
関
係
」、

中
学
２
年
生
「
自
我
の
め
ざ
め
」、
中
学
３

年
生
「
新
た
な
出
発
（
創
造
力
）」、
高
校

１
年
生
「
自
己
の
社
会
化
」、
高
校
２
年
生

「
自
由
と
は
」、
高
校
３
年
生
「
自
分
探
し

の
旅
立
ち
」
だ
。
授
業
は
45
分
。「
学
び
と

は
何
か
」「
国
際
理
解
」「
友
情
」な
ど
の
テ
ー

マ
を
毎
回
設
定
し
、
古
今
東
西
の
小
説
や

伝
記
、
哲
学
書
、
啓
蒙
書
な
ど
を
紹
介
し

な
が
ら
、
生
徒
に
人
間
の
生
き
方
や
社
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
て
い
く
。

「
校
長
が
答
え
を
述
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
全
て
の
話
が
生
徒
に
響
く
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
様
々
な
考
え
方
を
示

す
だ
け
で
、
人
生
の
方
向
性
を
決
め
る
の

は
、
生
徒
自
身
で
あ
る
と
い
う
の
が
講
話

の
ス
タ
ン
ス
で
す
。
生
徒
が
本
気
で
人
生

と
向
き
合
い
始
め
る
時
期
は
、
個
人
の
資

質
や
発
達
段
階
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

多
様
な
話
題
を
提
供
し
、
１
つ
で
も
心
に

響
い
て
成
長
の
糧
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
高
際
副
校
長
）

生
徒
が
書
い
た
校
長
講
話
の
感
想
文
は

全
て
、
担
任
、
学
年
主
任
、
副
校
長
、
校

長
が
目
を
通
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
生
徒

は
真
剣
に
書
く
と
い
う
。

感
想
文
は
担
任
に
と
っ
て
生
徒
把
握
の

ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
る
と
、
進
路
部
副

部
長
の
河
口
竜
行
先
生
は
指
摘
す
る
。

「
生
徒
の
感
想
を
読
ん
で
い
る
と
、
中
学

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
製
し
、

海
外
の
協
定
校
に
送
付
し
て
、
高
校
生
に

評
価
し
て
も
ら
っ
た
。
原
爆
の
被
害
や
戦

後
の
復
興
な
ど
、
戦
争
に
か
か
わ
る
も
の

か
ら
産
業
や
観
光
ま
で
、
生
徒
が
自
ら
テ
ー

マ
を
決
め
た
。
英
語
は
流

り
ゅ
う

暢ち
ょ
うだ
っ
た
か
、

言
い
た
い
こ
と
が
伝
わ
る
内
容
か
、
訴
え

か
け
る
も
の
が
あ
っ
た
か
、
も
っ
と
聞
き

た
い
と
思
わ
せ
る
内
容
だ
っ
た
か
、
と
い
っ

た
点
を
評
価
の
対
象
と
し
て
も
ら
っ
た
。

同
校
の
生
徒
は
お
お
む
ね
核
兵
器
に
否

定
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ

カ
の
協
定
校
に
は
、
戦
争
の
早
期
終
結
の

た
め
に
は
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
る

生
徒
も
い
た
。
海
外
と
の
交
流
を
通
じ
て
、

育
っ
た
国
が
違
え
ば
も
の
の
見
方
や
考
え

方
も
変
わ
る
と
い
う
、
当
た
り
前
で
は
あ

る
が
見
落
と
し
が
ち
な
、
物
事
の
二
面
性

に
気
付
か
さ
れ
る
生
徒
は
多
い
。
あ
る
生

徒
は
、「
戦
争
は
被
害
を
受
け
た
側
は
覚
え

て
い
る
が
、
苦
痛
を
与
え
た
側
は
覚
え
て

い
な
い
。
自
分
た
ち
の
正
し
さ
を
主
張
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
被
害
を
受
け
た
側
の

痛
み
に
つ
い
て
の
想
像
力
が
な
い
と
、
議

論
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
た
。

「
そ
う
し
た
学
び
は
、
教
師
が
い
く
ら
教

科
書
を
使
っ
て
教
え
て
も
、
生
徒
に
実
感

さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊学校資料を基に編集部で作成

■年間テーマ「自己の社会化」

１
学
期

❶
高校生活とは

•国際羅針盤̶日本の明日を考える
•「高校時代に心がけて欲しいこと」朝倉絋治
•『風姿花伝』世阿彌（ぜあみ）
•司法制度改革
•自己同一性の確立度

❷
自己発見

•『アイデンティティ・ゲームー存在証明の社会学』
石川准

•『本という不思議』長田弘
•『誇り高き市民 ルソーになったジャン＝ジャック』
小林善彦

２
学
期

❸
自然と地球環境

•「熱帯地域と国際交流」小坂光男
•サステイナビリティ学とは
•『ＤＮＡ』̶機能と構造
•サイエンス 温暖化の地球史

❹
読書と自己発見

•『海図と航海日誌』より 子供の読書と大人の読
書 池澤夏樹

•『夜の風見鶏』阿刀田（あとうだ）高（たかし）
•『みみずくの散歩』五木寛之
•『ゾウの時間ネズミの時間』本川達雄

３
学
期

❺
感動と学習

•論理と情緒•教養立国ニッポン 藤原正彦
•『「超」勉強法』より 勉強は意欲で進む
野口悠紀雄
•現代に至る構造主義 •ゲーテに並ぶ賢者
•オペロン説 動的平衡

❻
学問への旅立ち

•『アメリカン・マインドの終焉』より 書物
アラン・ブルーム
•『夕陽妄語』加藤周一
•学生の資質について
•『啓発録』橋本左内（さない）

図２ 「校長講話」高校１年生の内容

生
徒
と
社
会
を
つ
な
ぐ

年
６
回
の「
校
長
講
話
」

14June 2015



特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

３
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
く
ら
い
で
急
に

大
人
び
て
い
く
の
が
分
か
り
ま
す
。
一
見
、

受
け
身
に
思
え
る
生
徒
も
、
書
い
た
も
の

を
読
む
と
、
実
は
自
分
の
進
路
や
生
き
方

を
し
っ
か
り
考
え
て
い
る
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
の
自
我
の
確
立
と
い

う
意
味
で
、
校
長
講
話
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
思
い
ま
す
」

「
自
調
自
考
」
の
実
現
の
た
め
に
、
論
理

的
思
考
力
や
表
現
力
、課
題
発
見
・
解
決
力

の
育
成
も
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
の

独
自
科
目
を
早
く
か
ら
整
備
し
、
指
導
方

法
を
確
立
さ
せ
た
こ
と
も
、
今
日
の
同
校

の
躍
進
を
支
え
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

論
理
的
思
考
力
・
表
現
力
の
育
成
を
図

る
学
校
設
定
科
目
は
、
中
学
校
の
「
表
現
」

（
２
単
位
）、高
校
の「
文
章
表
現
」（
１
単
位
）

で
あ
る
。

中
学
校
で
の
「
表
現
」
は
、総
合
的
な
表

現
力
の
育
成
を
図
る
。
文
章
力
は
も
ち
ろ

ん
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
、

ス
ピ
ー
チ
の
能
力
、
そ
れ
ら
に
付
随
し
て

必
要
と
な
る
資
料
収
集
力
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

力
な
ど
を
総
合
的
に
身
に
付
け
て
い
く
。

高
校
で
の
「
文
章
表
現
」
は
、
文
字
通

り
文
章
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
る
。
元
新
聞

記
者
の
講
師
２
人
が
各
20
人
の
少
人
数
ク

ラ
ス
を
受
け
持
ち
、
生
徒
は
、
時
事
問
題

や
「
家
族
」「
友
情
」
な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
文
章
を
書
く
。

一
方
、
課
題
発
見・解
決
力
を
養
う
の
が
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
実
施
し
て
い

る
「
自
調
自
考
論
文
」
だ
。
生
徒
が
自
由

に
課
題
を
設
定
し
、
解
決
を
目
指
す
探
究

学
習
で
あ
り
、
論
文
提
出
は
卒
業
要
件
の

１
つ
に
な
っ
て
い
る
。

高
校
１
年
生
１
学
期
に
論
文
作
成
上
の

基
本
的
な
知
識
・
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た

上
で
、
仮
の
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
類
似

す
る
テ
ー
マ
の
生
徒
を
15
人
程
ず
つ
集
め
、

２
学
期
か
ら
約
14
の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
、

研
究
テ
ー
マ
に
関
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。
そ

の
後
、
担
当
教
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

最
終
的
な
論
文
テ
ー
マ
を
決
め
、
ゼ
ミ
内

で
の
中
間
発
表
を
経
て
、
高
校
２
年
生
２

学
期
ま
で
に
１
万
２
０
０
０
字
の
論
文
を

完
成
さ
せ
る
。
論
文
テ
ー
マ
は
、
物
理
や

社
会
学
、
心
理
学
な
ど
の
学
究
的
な
テ
ー

マ
か
ら
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
ま
で
幅
広
い
。

毎
年
、
研
究
テ
ー
マ
の
決
定
に
時
間
が

掛
か
る
生
徒
も
い
る
た
め
、
仮
テ
ー
マ
を

決
め
る
際
、
卒
業
生
の
有
志
が
テ
ー
マ
決

定
や
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
す
る
場
を
設
け
て
い
る
。

中
間
発
表
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
な
ど
を
使
い
、
１
人
５
分
程
度

で
発
表
す
る
。
発
表
の
中
で
ゼ
ミ
生
同
士

が
意
見
を
述
べ
合
う
過
程
も
、
論
文
の
内

容
を
濃
く
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。

「
論
文
の
完
成
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

何
よ
り
重
要
な
の
は
研
究
の
過
程
で
す
。

難
し
い
英
語
の
参
考
文
献
を
読
ま
な
く
て

は
い
け
な
か
っ
た
、
文
系
の
テ
ー
マ
に
理

系
的
な
要
素
が
必
要
に
な
っ
た
な
ど
、
研

究
を
深
め
れ
ば
深
め
る
ほ
ど
予
想
外
の
場

面
と
向
き
合
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

難
し
い
テ
ー
マ
に
挑
戦
し
て
、
思
う
よ
う

な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。

１
つ
の
テ
ー
マ
を
真
剣
に
追
究
し
た
人
に

し
か
分
か
ら
な
い
苦
労
や
喜
び
を
感
じ
る

こ
と
が
、
自
調
自
考
論
文
の
最
大
の
目
的

な
の
で
す
」（
石
井
先
生
）

論
文
を
自
身
で
外
部
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

出
す
生
徒
も
多
く
、
図
書
館
振
興
財
団
主

催
「
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
は
、
同
校
の
生
徒
が
２
年
連

続
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
。

15
年
度
入
試
で
、
同
校
は
前
年
度
の
２

倍
以
上
に
当
た
る
33
人
の
東
京
大
合
格
者

を
輩
出
し
、
国
公
立
大
合
格
者
は
１
０
０

人
の
大
台
を
超
え
た
。
現
行
課
程
の
移
行

時
に
、
同
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
大
き

な
改
編
や
補
習
の
増
加
な
ど
を
行
わ
な

か
っ
た
が
、
河
口
先
生
は
、「
大
切
な
の
は
、

ど
の
よ
う
な
環
境
変
化
が
起
き
て
も
対
応

で
き
る
力
を
、
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

が
自
調
自
考
の
精
神
を
身
に
付
け
、
主
体

的
に
進
路
実
現
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
が
、

結
果
的
に
進
学
実
績
に
も
結
び
付
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
指
摘
す
る
。

そ
う
し
た
同
校
に
お
い
て
も
、
教
師
が

指
示
を
出
し
て
か
ら
生
徒
が
動
く
場
面
は

少
な
く
な
い
。
今
後
は
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー

ニ
ン
グ
の
質
を
高
め
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
「
自
調
自
考
」
を
推
し
進
め
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ナ
ー
の
育
成
に
努
め
て
い
く
考
え
だ
。

環
境
変
化
に
対
応
で
き
る
力
の

育
成
こ
そ
が
大
切

独
自
科
目
で
論
理
的
思
考
力
や

表
現
力
、
課
題
解
決
能
力
を
養
う
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新
潟
県
立
新
発
田
高
校
は
県
を
代
表
す

る
進
学
校
の
１
つ
だ
。
例
年
約
１
５
０
人

が
国
公
立
大
に
合
格
す
る
が
、
前
年
度

に
比
べ
て
生
徒
が
１
ク
ラ
ス
分
減
っ
た

２
０
１
５
年
度
も
１
５
０
人
が
国
公
立
大

に
合
格
。
国
公
立
大
進
学
率
は
前
年
度
の

35
・
９
％
か
ら
47
・
０
％
に
上
昇
し
た
。

進
路
指
導
部
長
の
小
林
等ひ

と
し

先
生
は
、
躍
進

の
背
景
と
し
て
、
当
該
学
年
の
「
初
期
指

導
の
徹
底
」「
英
語
指
導
の
強
化
」「
探
究

学
習
」
を
挙
げ
る
。

「
２
０
０
８
年
度
に
公
立
高
校
の
学
区
が

全
県
一
区
に
な
っ
て
か
ら
、
地
元
の
成
績

上
位
層
の
一
部
が
新
潟
市
内
の
高
校
を
目

指
す
よ
う
に
な
り
、
本
校
で
は
学
力
低
下
、

中
で
も
英
語
の
学
力
低
下
が
恒
常
的
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
と
同
じ

指
導
で
は
生
徒
を
伸
ば
せ
な
い
と
い
う
共

通
認
識
を
学
年
団
全
員
が
持
っ
て
指
導
に

当
た
っ
た
こ
と
が
、
15
年
度
入
試
の
結
果

に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

「
初
期
指
導
の
徹
底
」「
英
語
指
導
の
強

化
」「
探
究
学
習
」
の
３
つ
の
施
策
を
軸
に
、

同
学
年
の
取
り
組
み
を
見
て
い
き
た
い
。

14
年
度
卒
業
生
が
入
学
し
た
12
年
度
、

学
年
団
発
足
に
当
た
っ
て
行
っ
た
の
は
、

課
題
と
目
標
の
共
有
だ
。
12
年
１
月
、
次

年
度
の
１
学
年
団
が
集
ま
り
、
直
近
４
年

間
の
国
公
立
大
合
格
者
数
、
進
学
率
な
ど

の
デ
ー
タ
を
確
認
し
、
課
題
を
洗
い
出
し

た
。
そ
し
て
、「
国
公
立
大
合
格
率
50
％
以

上
」「
難
関
大
進
学
者
数
15
人
以
上
」「
旧

帝
大
へ
の
複
数
合
格
」
と
い
っ
た
学
年
目

標
を
決
め
、
学
習
や
進
路
へ
の
早
期
意
識

付
け
、
生
活
習
慣
の
確
立
、
学
習
と
部
活

動
と
の
両
立
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

（
以
下
、総
合
学
習
）
の
工
夫
と
い
っ
た
指

導
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
そ
う
し
て
課
題

と
目
標
を
共
有
し
た
上
で
、
３
年
間
を
見

通
し
た
教
科
指
導
、
進
路
行
事
、
総
合
学

習
な
ど
の
指
導
計
画
を
立
て
た
。
進
路
指

導
部
の
平
野
深み

雪ゆ
き

先
生
は
こ
う
語
る
。

「
生
徒
の
入
学
前
に
こ
こ
ま
で
詳
細
に

デ
ー
タ
を
分
析
・
共
有
し
た
学
年
団
は
初

め
て
で
し
た
。
本
校
で
３
年
間
持
ち
上
が

り
を
経
験
し
た
先
生
が
、
学
年
団
に
複
数

い
た
か
ら
出
来
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
１
回
り
目
の
経
験
を
基
に
課
題
を
整

理
し
た
こ
と
が
、
学
年
団
の
早
め
の
始
動

に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

初
期
指
導
で
重
視
し
た
の
は
、
生
徒
の

学
習
習
慣
の
確
立
と
、
主
体
的
な
進
路
選

択
の
重
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。

入
学
時
か
ら
週
１
回
の
「
学
年
だ
よ
り
」

に
加
え
、「
進
路
だ
よ
り
」
を
発
行
。「
今

の
学
習
時
間
で
は
足
り
な
い
」「
語
句
調
べ

な
ど
の
予
習
を
き
ち
ん
と
し
て
授
業
に
臨

学
年
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り

学
年
団
で
課
題
と
目
標
を
共
有

実
践
事
例
●

新
潟
県
立
新し

発ば

田た

高
校

英
語
の
重
点
化
、体
系
的
な
探
究
学
習
で

「
質
実
剛
健
に
し
て
未
来
の
俊
傑
」を
目
指
す

１
ク
ラ
ス
減
、
英
語
力
の
低
迷
と
い
う
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
２
０
１
５
年
度
入
試
で
実
績
を
伸
ば
し
た
新
潟
県
立
新
発
田
高
校
。

そ
の
背
景
に
は
、
学
習
意
欲
や
進
路
意
識
を
高
め
る
初
期
指
導
、「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」
を
合
言
葉
に
し
た
英
語
の
基
礎
力
向
上
、

そ
し
て
、
低
学
年
時
か
ら
体
系
的
に
行
う
探
究
学
習
が
あ
っ
た
。
学
力
向
上
が
も
た
ら
す
自
信
、

体
験
か
ら
生
ま
れ
る
確
固
と
し
た
進
路
観
は
、
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
好
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

2
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

も
う
」
な
ど
と
、
時
に
厳
し
く
、
時
に
励

ま
し
な
が
ら
、
学
習
習
慣
の
早
期
確
立
を

促
し
た
。
４
月
２
週
目
に
行
っ
た
新
入
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
高
校
で
の

学
習
の
仕
方
を
指
導
す
る
と
共
に
、
卒
業

生
の
大
学
生
に
合
格
体
験
を
語
っ
て
も
ら

い
、
進
路
意
識
の
醸
成
に
も
努
め
た
。

教
科
指
導
で
は
、
生
徒
た
ち
の
最
大
の

弱
点
で
あ
っ
た
英
語
の
強
化
を
優
先
し
て

行
う
こ
と
を
学
年
団
で
決
め
た
。
12
年
度

入
学
生
は
従
来
の
８
ク
ラ
ス
か
ら
７
ク
ラ

ス
に
減
っ
た
最
初
の
学
年
で
、
生
徒
の
減

少
に
伴
い
、
成
績
下
位
層
も
減
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ベ
ネ
ッ
セ
の
１
年
生
４
月
の
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
で
は
、
成
績
下
位
層
と
同
様
に

成
績
上
位
層
も
減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
、Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
）
の
Ｓ
１
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

特
に
英
語
不
振
の
影
響
で
、
Ａ
３
は
全
体

の
12
％
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
た
。

そ
う
し
た
中
、
英
語
科
は
、
生
徒
に
英

語
学
習
の
取
り
組
み
方
の
指
導
を
丁
寧
に

行
う
こ
と
か
ら
始
め
、「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」

に
し
て
「
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る

移
行
期
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
。
授
業
を
ゆ
っ

く
り
進
め
な
が
ら
、
小
テ
ス
ト
や
週
末
課

題
で
中
学
校
段
階
の
内
容
を
復
習
さ
せ
、

１
人
も
取
り
こ
ぼ
さ
ず
に
基
礎
・
基
本
を

定
着
さ
せ
る
こ
と
を
ま
ず
重
視
し
た
の
だ
。

例
年
、
１
年
生
の
４
月
当
初
か
ら
大
学
入

試
に
対
応
し
た
教
材
や
単
語
集
を
活
用
し

て
い
た
が
、
こ
の
学
年
で
は
最
初
の
中
間

考
査
が
終
わ
る
ま
で
は
そ
れ
ら
を
活
用
し

な
か
っ
た
。
英
語
科
の
圓え

ん

堂ど
う

愛
子
先
生
は

次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
当
初
は
本
当
に
こ
の
指
導
内
容
で
良
い

の
か
と
い
う
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
進

学
校
の
指
導
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の

で
は
な
い
か
、
か
え
っ
て
入
試
に
間
に
合

わ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
迷
い

も
あ
り
ま
し
た
が
、
決
め
た
以
上
は
徹
底

し
て
や
り
抜
く
覚
悟
で
臨
み
ま
し
た
」

単
に
進
度
を
落
と
す
の
で
は
な
く
、
基

礎
・
基
本
が
身
に
付
く
ま
で
徹
底
し
て
手

を
掛
け
た
の
も
こ
の
学
年
の
特
徴
だ
。
中

学
校
段
階
の
内
容
を
含
む
教
材
を
使
い
、

単
語
テ
ス
ト
、例
文
暗
記
テ
ス
ト
を
毎
時
間
、

週
末
課
題
か
ら
出
題
す
る
週
末
課
題
テ
ス

ト
を
、
毎
週
実
施
。
合
格
点
に
達
し
な
い

生
徒
に
は
再
テ
ス
ト
を
行
い
、課
題
未
提
出

の
生
徒
は
提
出
し
て
か
ら
部
活
動
へ
の
参

加
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
。

「
課
題
の
定
着
度
を
意
識
さ
せ
る
た
め
、

毎
週
月
曜
に
週
末
課
題
テ
ス
ト
を
行
い
ま

し
た
。
課
題
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

れ
ば
合
格
で
き
る
問
題
に
し
た
の
で
、
や

れ
ば
出
来
る
と
い
う
自
信
に
つ
な
が
っ
た

と
思
い
ま
す
」（
圓
堂
先
生
）

全
員
合
格
を
目
指
す
小
テ
ス
ト
は
成
績

下
位
層
の
底
上
げ
が
目
的
だ
が
、
全
体
指

導
に
も
効
果
的
だ
と
、圓
堂
先
生
は
言
う
。

「
生
徒
に
し
て
み
れ
ば
、
再
テ
ス
ト
は
避

け
た
い
し
、
部
活
動
に
も
早
く
出
た
い
。

中
位
層
の
生
徒
は
１
回
で
合
格
し
た
い
と

地
道
に
取
り
組
み
ま
す
。
上
位
層
に
と
っ

て
は
学
習
の
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
役
立
ち
、

結
果
的
に
は
全
体
に
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

し
た
」

成
績
上
位
層
に
は
、
２
年
生
か
ら
志
望

校
に
応
じ
て
個
別
の
添
削
指
導
を
行
い
、

定
期
考
査
で
は
思
考
力
・
表
現
力
を
問
う

自
由
英
作
文
を
課
す
な
ど
し
て
、
英
語
力
＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「S1」～「D3」までの１５段階がある。

新
潟
県
立
新
発
田
高
校

◎
創
立
１
１
９
年
目
を
迎
え
る
伝
統
校
。
２
０
１
３

年
度
か
ら
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、
地
域
や
大
学
と
連
携
し
た
体

系
的
な
探
究
学
習
を
展
開
。
部
活
動
も
活
発
で
、
男
子

テ
ニ
ス
部
や
陸
上
部
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。

◎
設
立

１
８
９
６
（
明
治
29
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

◎
生
徒
数

1
学
年
約
２
9
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
東

京
工
業
大
、
新
潟
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
新
潟
県

立
大
な
ど
に
１
５
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應

義
塾
大
、
中
央
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、

立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
３
５
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

http://w
w
w
.shibata-h.nein.ed.jp/

新
潟
県
立
新
発
田
高
校

小
林
等
こ
ば
や
し
・
ひ
と
し

教
職
歴
27
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
地
道
に
頑
張
っ
て
い

け
ば
、
い
ず
れ
良
い
こ
と
が
起
こ
る
」

新
潟
県
立
新
発
田
高
校

平
野
深
雪
ひ
ら
の
・
み
ゆ
き

教
職
歴
32
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

進
路
指
導
部
。「
高
校
生
活
は
生
徒
に
と
っ

て
通
過
点
で
あ
る
」

新
潟
県
立
新
発
田
高
校
副
校
長

柳
沢
幸
也
や
な
ぎ
さ
わ
・
ゆ
き
や

教
職
歴
31
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

「
本
校
の
校
是
を
学
校
一
丸
と
な
っ
て
具

現
化
す
る
」

基
礎
・
基
本
の
徹
底
が

全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
る

教
科
指
導
は
英
語
に
重
点
化

「
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
」
の
船
出

17 June 2015



進
路
意
識
の
醸
成
と
い
う
面
で
効
果
は

あ
っ
た
が
、
講
演
だ
け
で
は
生
徒
は
受
け

身
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
。

「
本
校
に
は
中
学
校
時
代
に
リ
ー
ダ
ー
的

な
存
在
だ
っ
た
生
徒
が
多
い
は
ず
で
す
が
、

入
学
後
に
ど
ん
ど
ん
受
け
身
に
な
っ
て
い

く
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
が
生
徒
を
動
か
そ
う
と
し
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
生
徒
に
は
世
界
に
羽

ば
た
く
人
材
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
は
新
発
田
の
発
展
を
担
う
人

材
を
育
て
る
こ
と
が
本
校
の
使
命
で
す
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
に
は
、

主
体
的
に
課
題
を
発
見
・
解
決
で
き
る
力

や
意
欲
を
育
て
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考

え
ま
し
た
」（
平
野
先
生
）

総
合
学
習
の
内
容
を
構
築
す
る
際
、
次

の
２
点
に
留
意
し
た
。
１
つ
は
、
体
系
的
・

継
続
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す
る
こ
と
、
も

う
１
つ
は
、
生
徒
自
身
が
活
動
し
、
考
え
、

発
表
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
組
み
込
む

こ
と
だ
。
そ
う
し
て
、
３
年
間
で
体
系
的

に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
「
未
来
の
俊
傑

プ
ラ
ン
」
が
始
ま
っ
た
（
図
１
）。

１
年
生
で
の
テ
ー
マ
は
「
地
域
と
つ
な

が
る
」
だ
。「
農
業・環
境
」「
医
療
」「
金
融
」

な
ど
の
10
分
野
か
ら
、
生
徒
は
希
望
分
野

を
選
択
す
る
。
分
野
ご
と
に
社
会
人
講
師

か
ら
「
働
く
意
味
」「
地
域
の
課
題
」
と
い
っ

た
話
を
聞
い
た
後
、
地
元
企
業
を
訪
問
し
、

業
界
や
行
政
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
る
。
そ
の
上
で
、
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お

け
る
地
域
の
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
模

索
す
る
。
研
究
成
果
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

発
表
し
た
後
、
各
分
野
か
ら
代
表
の
１
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
全
体
発
表
会
を
行
う
。

企
業
訪
問
で
は
、
研
究
分
野
に
直
接
つ

な
が
る
課
題
を
出
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。

企
業
担
当
者
が
提
示
し
た
課
題
の
中
か
ら
、

生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
関
心
の
あ
る
分
野
に
引

き
付
け
て
課
題
を
捉
え
直
し
、
そ
の
課
題

の
解
決
策
を
見
い
だ
し
て
い
く
。「
訪
問
先

を
引
き
上
げ
る
指
導
を
行
っ
た
。

基
礎
・
基
本
の
徹
底
の
効
果
は
、
ス
タ

デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
の
結
果
に
も
表
れ
た
。

１
年
生
１
回
目
の
英
語
の
Ｇ
Ｔ
Ｚ
で
は
Ｂ

２
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
２
回
目
で
は
Ｂ

１
、３
回
目
以
降
は
Ａ
３
で
推
移
し
た
。
生

徒
の
英
語
に
対
す
る
自
信
が
深
ま
る
に
連

れ
て
、
積
極
的
に
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
、

長
期
休
業
中
に
洋
書
の
読
破
に
挑
戦
す
る

生
徒
も
現
れ
た
。
丁
寧
に
か
か
わ
る
指
導

に
よ
っ
て
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿

勢
が
育
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

英
語
の
指
導
で
の
成
功
は
、
他
教
科
の

指
導
に
も
波
及
し
た
。

「
国
語
や
数
学
な
ど
の
教
師
も
、
英
語
の

指
導
を
参
考
に
小
テ
ス
ト
な
ど
で
基
礎
・

基
本
の
定
着
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
生
徒
も
英
語
で
そ
の
よ
う
な
指
導

に
慣
れ
て
い
た
の
で
、
す
ん
な
り
と
受
け

入
れ
て
く
れ
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

12
年
度
入
学
生
の
指
導
で
、
最
大
の
挑

戦
だ
っ
た
の
が
総
合
学
習
だ
。
そ
れ
ま
で

の
総
合
学
習
は
、
夏
休
み
前
に
５
日
間
連

続
で
大
学
教
授
の
模
擬
講
義
を
聞
き
、
感

想
を
書
く
と
い
う
活
動
だ
っ
た
。
生
徒
の

＊学校資料を基に編集部で作成

学年 テーマ 活動 目標と方策

１学年

地域と
つながる

「地域の俊傑」講演会 社会人による講演を通して仕事・地域社会につ
いて理解を深める。

「
地
域
を
創
造
す
る
」（
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
・
働

く
こ
と
の
意
義
の
理
解
・
学

習
、進
学
の
意
義
の
明
確
化
）

企業訪問 企業見学を通して仕事・地域の課題について理
解を深める。

地域の課題解決学習
地域の課題解決発表会

分野別のグループごとに地域が抱える課題を探求
し、解決策を検討し、プレゼンテーションすること
で、課題を明確化し、情報を収集・整理・分析し、
他者と協同で発表する力を付ける。

新聞切り抜きリレー

２学年

学問と
つながる

学部・学科研究発表会 希望する学部・学科研究を通して、課題研究
のテーマ設定につなげる。

「
学
問
を
探
究
す
る
」（
世
界
の
現
状
の
理

解
・
次
代
を
担
う
人
材
と
し
て
の
自
覚
）

大学講義体験 大学教授による模擬講義を受講することで、
分野別課題研究を深める。

課題研究
課題研究発表会

グループごとに課題を探求し、解決策を検討し、
プレゼンテーションすることで、情報を収集・
整理・分析し、他者と協同で発表する力を付け
る。

課題研究小論文
グループ活動を基に、自分の意見をまとめるこ
とで、意見を客観的に構築し、論理的に表現
する力を付ける。

進路と
つながる 志望理由書作成 志望理由を書いてみることで、自分の希望進路

を明確にする。

新聞切り抜きリレー

３学年

進路と
つながる

総合講座 総合的な知力・学力の向上を目指す。
「
進
路
を
拓
く
」（
社

会
貢
献
の
意
識
の
確

立
・
次
代
を
担
う
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
自
覚
）

小論文総合講座（新書
ブックトーク・新聞課題
解決学習）

意見を明確にし、論理的に表現することで、
受験小論文の作成につなげる。

インターンシップ（就職・
公務員希望者）

新発田市主催のインターンシップ事業への参加
を促す。

新聞要約リレー

図１ 「未来の俊傑プラン」（2012年度入学生）

生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
し

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指
す

企
業
訪
問
を
通
し
て

生
徒
独
自
の
課
題
を
設
定
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

で
同
じ
話
を
聞
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
課
題
の
捉
え
方
は
生
徒
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
発
表
を
聞
く
生
徒
た
ち
も
、

同
じ
課
題
で
も
様
々
な
捉
え
方
と
切
り
口

が
あ
る
の
だ
と
、
視
野
を
広
げ
て
い
ま
し

た
」
と
平
野
先
生
は
語
る
。

２
年
生
で
は
「
学
問
と
つ
な
が
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
格
的
な
探
究
学
習
に
取
り

組
む
。
学
部
・
学
科
研
究
を
行
い
、
関
心

の
あ
る
学
問
に
関
す
る
大
ま
か
な
知
識
を

身
に
付
け
た
上
で
、
大
学
教
授
の
模
擬
講

義
を
受
け
る
。
講
義
は
学
問
分
野
別
に
10

講
座
設
け
ら
れ
、
生
徒
は
希
望
す
る
講
座

を
受
け
た
後
、
講
座
の
中
で
小
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
テ
ー
マ
を
決

め
て
探
究
学
習
を
し
、
１
年
生
の
時
と
同

様
に
、
12
月
に
分
野
別
発
表
会
と
全
体
発

表
会
を
行
う
。
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
活
動

を
基
に
個
人
論
文
を
作
成
し
、
自
分
の
意

見
を
論
理
的
に
表
現
す
る
力
の
育
成
を
図

る
と
こ
ろ
が
、
２
年
生
の
活
動
の
特
徴
だ
。

こ
れ
ら
２
年
生
の
探
究
学
習
は
、
現
在
、

学
校
設
定
科
目
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
探
究
」
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
13
年
度
に
指
定
を
受
け

た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
普
通
科
に
お
け
る
特
徴
的
な
取
り
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

３
年
生
で
は
「
進
路
と
つ
な
が
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
新
聞
を
活

用
し
た
課
題
解
決
学
習
な
ど
を
行
い
、
受

験
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力
向
上
を
図
る
。

探
究
学
習
は
、
生
徒
の
進
路
選
択
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。「
２
年
生
で

取
り
組
ん
だ
国
際
問
題
を
も
っ
と
深
め
た

い
」「
県
庁
を
訪
問
し
て
、
国
際
交
流
に
携

わ
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
強
く
し
た
」

な
ど
、
探
究
学
習
の
体
験
を
踏
ま
え
て
進

路
を
選
択
す
る
生
徒
が
増
え
た
。
更
に
、「
地

域
貢
献
」
を
自
分
の
進
路
に
関
連
付
け
て

口
に
す
る
生
徒
も
目
立
つ
。
地
域
に
根
付

い
た
探
究
学
習
が
も
た
ら
し
た
一
定
の
成

果
と
い
え
よ
う
。

体
験
を
通
し
て
進
路
を
見
い
だ
し
た
生

徒
は
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
入
試
に
向
か
う

力
も
身
に
付
け
る
と
、平
野
先
生
は
言
う
。

「
学
力
が
あ
っ
て
も
志
望
が
定
ま
っ
て
い

な
い
生
徒
は
、
少
し
行
き
詰
ま
る
と
『
志

望
を
変
え
た
い
』『
Ａ
Ｏ
入
試
を
受
け
た
い
』

と
い
う
よ
う
に
、
や
す
き
に
流
れ
て
い
き

ま
す
。
目
標
が
明
確
な
生
徒
、

ぶ
れ
な
い
軸
を
持
っ
た
生
徒

は
、
多
少
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
最
後
ま
で
頑
張
り
抜
き
、

大
学
進
学
後
も
夢
を
追
い
続
け

て
い
ま
す
」

柳
沢
幸
也
副
校
長
は
、
今
の

生
徒
に
同
校
が
掲
げ
る
「
俊
傑
」

の
片へ

ん

鱗り
ん

を
見
て
い
る
。

「
本
校
の
校
是
は
『
質
実
剛

健
に
し
て
未
来
の
俊
傑
を
目
指

す
』で
す
。そ
れ
は
、学
力
だ
け

で
は
な
く
、教
科
・
進
路
学
習
、

部
活
動
、
行
事
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
を
通
し
て
高
め
ら

れ
る
総
合
的
な
人
間
力
に
よ
っ

て
実
現
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す（
図
２
）。３
年
間
の
体
系
的

な
探
究
学
習
を
通
し
て
、
学
び

は
受
験
の
た
め
だ
け
で
は
な
い

と
い
う
意
識
が
浸
透
し
た
こ
と

が
、結
果
的
に
15
年
度
入
試
の

実
績
に
も
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

今
後
の
課
題
は
、
１
年
生
の
探
究
学
習

の
改
善
だ
。
現
在
、
学
校
設
定
科
目
と
な

り
、
総
合
学
習
と
連
携
し
な
が
ら
よ
り
充

実
を
図
っ
て
い
る
２
年
生
の
「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
探

究
」
を
深
化
さ
せ
る
た
め
に
、
調
べ
学
習

で
終
わ
ら
せ
な
い
課
題
設
定
の
仕
方
や
探

究
の
方
法
を
模
索
し
て
い
く
考
え
だ
。

＊「新発田」を略して「芝田」と書く慣例があり、その名残から同校は通称「芝高（しばこう）」と呼ばれる。

俊傑

＊学校資料を基に編集部で作成

１年
「俊傑の入り口」
芝高生（＊）になる

２年
「未来の俊傑像」
芝高から社会へ

３年
「俊傑への道」
未来への一歩

知力
主体的
学習 総合講座・小論文総合講座 ディベート講座

◎考え抜く力
（理解・分析・検討・判断・選択）
◎前に踏み出す力
（遂行）
◎チームで働く力
（コミュニケーション、
リーダーシップ、
フォロワーシップ）

大学講義体験・課題研究・発表会
ＥＳＤ探究・ＥＳＤ講演会

地域の俊傑講演会
企業訪問

地域の課題解決学習

進路とつながる
先輩と
つながる

学問とつながる

地域とつながる

探究的
学習

ＳＳＨ

学習
習慣

人間力学校行事・生徒会行事・部活動

図２ 新発田高校が目指す「俊傑」の姿

探
究
学
習
を
通
じ
て
の
体
験
が

主
体
的
な
進
路
意
識
を
育
む
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県
内
有
数
の
伝
統
校
で
あ
る
富
山
県
立

富
山
中
部
高
校
は
、
90
年
以
上
に
及
ぶ
歴

史
の
中
で
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
い
る
。

２
０
１
１
年
度
、
理
数
科
を
再
編
し
て
、

探
究
科
学
科
（
理
数
科
学
科
、
人
文
社
会

科
学
科
の
総
称
）
を
設
置
。
14
年
度
に
は
、

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
る
と
共
に
、
近
代

的
な
美
術
館
を
思
わ
せ
る
新
校
舎
が
竣
工

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

学
校
行
事
や
部
活
動
も
活
発
で
、
進
学

実
績
も
好
調
な
同
校
だ
が
、
学
校
を
取
り

巻
く
状
況
は
楽
観
で
き
な
い
と
、
進
路
指

導
部
長
の
中
村
謙
作
先
生
は
強
調
す
る
。

「
県
内
の
18
歳
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
こ
の
二
十
数
年
間
で
半
数

近
く
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
気
質
や
能

力
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
文
部
科
学
省
の

『
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
』
の
結
果
を

見
る
と
、
本
県
の
小
・
中
学
生
の
学
力
は

良
好
で
す
が
、
本
校
で
指
導
し
て
い
て
、

主
体
的
に
学
習
す
る
生
徒
は
以
前
よ
り
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
進

路
意
識
の
面
で
も
、
将
来
へ
の
不
安
か
ら

か
資
格
志
向
・
安
全
志
向
に
偏
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
本
校
の
使
命
は
、『
鍛
錬
・
自

治・信
愛
』
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
自
主
性・

創
造
性
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

に
あ
り
ま
す
。
進
学
校
と
し
て
、
地
域
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
改
革
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
」

授
業
や
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
学
校

の
あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
た
全
人
教
育
は
、

同
校
の
揺
る
ぎ
な
い
伝
統
で
あ
る
。
探
究

科
学
科
に
再
編
す
る
前
の
理
数
科
で
も
探

究
学
習
を
行
い
、
授
業
も
教
科
書
の
内
容

を
超
え
た
広
が
り
を
意
識
し
て
き
た
。
し

か
し
、
生
徒
の
潜
在
力
を
引
き
出
す
余
地

が
ま
だ
あ
る
こ
と
を
、
教
師
は
感
じ
て
い

た
。
探
究
教
育
部
長
の
仲
井
美
喜
子
先
生

は
こ
う
指
摘
す
る
。

「
本
校
の
生
徒
は
基
礎
学
力
が
高
い
の

で
、
教
わ
っ
た
内
容
は
ど
ん
ど
ん
吸
収
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
教
科
書
か

ら
離
れ
て
考
え
た
り
、
教
科
横
断
的
に
考

え
た
り
す
る
面
で
は
物
足
り
な
さ
も
あ
り

ま
す
。
主
体
的
に
学
び
を
追
究
す
る
力
を

育
む
た
め
に
、
探
究
科
学
科
を
改
革
の
起

爆
剤
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

そ
う
し
た
課
題
意
識
の
下
、
11
年
度
、

探
究
科
学
科
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
あ
え
て

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
時
代
の
先
覚
者
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
、「
自じ

彊き
ょ
う

先せ
ん

覚か
く

」
を
理
念
に
掲
げ
、
総
合
的
な
人

生
徒
の
主
体
性
の
低
下
、

資
格
志
向
・
安
全
志
向
が
課
題

実
践
事
例
●

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

失
敗
や
試
行
錯
誤
を
経
験
さ
せ
る

探
究
学
習
が「
生
き
る
力
」を
育
む

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校
で
は
、
生
徒
の
主
体
性
の
低
下
、
資
格
志
向
・
安
全
志
向
と
い
っ
た

生
徒
の
気
質
の
変
化
を
課
題
と
捉
え
、
探
究
学
習
の
充
実
や
教
科
学
習
の
課
題
の
精
選
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

探
究
学
習
を
通
し
て
教
科
横
断
の
学
び
を
経
験
し
、
失
敗
や
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

生
徒
は
教
科
学
習
の
意
欲
も
高
め
、
受
験
勉
強
に
も
好
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

3

幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
る

１
年
生
の「
基
幹
探
究
」
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

間
力
を
備
え
た
真
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を

目
標
と
し
た
。
学
習
の
柱
と
な
る
の
は
、

１
年
生
で
の
「
基
幹
探
究
」、
２
年
生
で
の

「
発
展
探
究
」
だ
（
図
１
）。

１
年
生
で
の
「
基
幹
探
究
」
で
は
、
教

科
横
断
型
の
学
び
で
、
探
究
の
基
礎
と
な

る
考
え
方
や
意
欲
を
育
む
。「
教
科
基
礎
」

で
探
究
学
習
を
進
め
る
上
で
土
台
と
な
る

各
教
科
の
知
識
や
教
科
横
断
的
な
発
想
力
・

思
考
力
を
養
っ
た
後
、
国
語
・
地
歴
公
民
・

数
学
・
理
科
・
英
語
の
い
ず
れ
か
の
ゼ
ミ

に
所
属
し
て
グ
ル
ー
プ
研
究
を
行
い
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
の
発
表
を
経
て

研
究
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

特
徴
の
１
つ
は
、
文
理
を
問
わ
ず
幅
広

い
学
び
を
追
究
す
る
点
だ
。「
教
科
基
礎
」

で
は
、
国
語
・
地
歴
公
民
・
数
学
・
理
科
・

英
語
の
５
教
科
に
つ
い
て
、
教
科
書
を
離

れ
た
発
展
的
・
学
際
的
な
課
題
に
取
り
組

む
。
例
え
ば
、
地
歴
公
民
で
は
グ
ル
ー
プ

活
動
で
砂
糖
と
コ
ー
ヒ
ー
の
歴
史
を
学
び
、

英
語
で
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏
や

マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
な
ど
の
ス
ピ
ー

チ
を
聴
き
、
最
後
に
自
分
で
ス
ピ
ー
チ
原

稿
を
書
い
て
、
発
表
し
た
。

「
教
科
基
礎
」
で
探
究
へ
の
意
欲
を
喚
起

し
た
後
、
９
月
（
15
年
度
は
10
月
半
ば
を

予
定
）
か
ら
希
望
す
る
教
科
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
「
課
題
研
究
」
に
取
り
組
む
。
ゼ

ミ
は
、
生
徒
16
人
に
対
し
て
、
２
人
の
教

師
が
担
当
。
８
人
ず
つ
の
少
人
数
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
活
動
す
る
。
探
究
科
学
科

で
は
、
２
年
生
か
ら
理
数
科
学
科
と
人
文

社
会
科
学
科
の
専
門
科
目
が
入
っ
て
く
る

が
、
理
系
希
望
の
生
徒
が
国
語
や
地
歴
公

民
の
ゼ
ミ
を
選
ぶ
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。

数
学
科
の
山
口
雄
也
先
生
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

「
理
数
科
学
科
で
化
学
の
研
究
に
取
り
組

み
た
い
と
い
う
生
徒
が
、『
１
年
生
で
し
か

出
来
な
い
か
ら
』
と
、『
課
題
研
究
』
で
は

古
典
を
選
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
１
年

生
の
時
に
文
系
の
ゼ
ミ
で
研
究
し
た
こ
と

が
、
２
年
生
で
の
『
発
展
探
究
』
で
役
立
っ

た
と
い
う
理
数
科
学
科
の
生
徒
も
い
ま
す
。

文
理
を
問
わ
ず
幅
広
く
学
ぶ
意
義
を
、
生

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

◎
富
山
県
立
神
通
中
学
校
を
前
身
と
す
る
。
２
０
１
１

年
度
、
理
数
科
を
再
編
し
て
探
究
科
学
科
を
設
置
。

14
年
度
に
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
を
受
け
、
全
校
を
挙
げ
て
探
究
力
・
科

学
的
思
考
力
・
自
己
発
信
力
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

◎
設
立

１
９
２
０
（
大
正
９
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
・
探
究
科
学
科
（
理
数

科
学
科
、
人
文
社
会
科
学
科
の
総
称
）
／
共
学

◎
生
徒
数

1
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、東
北
大
、筑
波
大
、東
京
大
、

富
山
大
、金
沢
大
、京
都
大
、大
阪
大
な
ど
に
２
５
６
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同

志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
５
３
５
人
が
合
格
。

◎U
RL

http://w
w
w
.tym

.ed.jp/sc332/

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

仲
井
美
喜
子
な
か
い
・
み
き
こ

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

探
究
教
育
部
長
。「
生
徒
の
良
い
と
こ
ろ

を
見
つ
け
、
褒
め
る
」

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

山
口
雄
也
や
ま
ぐ
ち
・
ゆ
う
や

教
職
歴
９
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

進
路
指
導
部
。「
常
に
前
向
き
に
考
え
て

行
動
し
、
挑
戦
心
を
持
ち
続
け
る
」

富
山
県
立
富
山
中
部
高
校

中
村
謙
作
な
か
む
ら
・
け
ん
さ
く

教
職
歴
28
年
。同
校
に
赴
任
し
て
14
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「『
道
義
為
之
根
』
を
常

に
頭
に
置
き
、
自
分
へ
の
戒
め
と
す
る
」

＊学校資料を基に編集部で作成

■１年次：基幹探究
４～６月 教科基礎
少人数授業（16 人）で国語・地歴公民・数学・理科・英語の
５教科について、それぞれ探究の基礎となる内容を学ぶ。

10 ～２月 少人数ゼミでの研究
教科基礎で興味・関心を持った教科のゼミに所属し、少人数ゼ
ミ形式（８人程度）で課題研究に取り組む。ゼミごとにテーマ
を設定し、調査、実験、資料収集・分析を行う。

２月 研究報告会の開催
ゼミでの研究成果をまとめ、基幹探究報告会でポスターセッ
ション形式の最終発表を行う。発表後、成果を研究レポート集
にまとめ、今後、取り組むべき課題を考察する。

■２年次：発展探究
２～３月（１年次） 研究テーマの決定
各自が出した研究テーマに応じてゼミに所属し、春休みの課題
としてテーマに関するレポートを作成。

４～ 2月 課題研究
生徒同士で話し合ってテーマを決め、グループまたは個人で研
究を進める。

12 月 ３校合同発表会
富山県立富山高校・高岡高校との合同発表会を行い、学校を超
えて研究成果を共有する。

１月下旬 校内での成果発表
課題研究の成果をまとめて校内で発表会を実施し、成果を課題
研究集録としてまとめる。

図１ 「基幹探究」「発展探究」の流れ
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は
な
く
、
答
え
を
導
き
出
す
た
め
に
何
を

調
べ
、
ど
の
よ
う
な
理
論
を
用
い
た
の
か
。

結
果
的
に
失
敗
し
た
と
し
て
も
、
自
分
で

考
え
工
夫
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、
生

徒
は
学
問
の
広
が
り
や
奥
深
さ
を
知
り
、

そ
れ
が
学
び
の
意
欲
に
つ
な
が
る
の
で
す
」

国
語
の
ゼ
ミ
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
研

究
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
が
、
発
表
後
、「
装

束
の
色
や
素
材
な
ど
に
つ
い
て
化
学
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
法
も
あ
っ
た
」
と
感

想
を
漏
ら
し
た
。
研
究
を
深
め
れ
ば
深
め

る
ほ
ど
、
内
容
の
至
ら
な
さ
や
発
展
の
可

能
性
が
見
え
て
く
る
の
だ
。

探
究
学
習
を
進
め
る
う
ち
に
、
生
徒
の

教
科
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢
も
変
わ
っ
て

い
く
と
、
仲
井
先
生
は
指
摘
す
る
。

「
２
年
間
の
探
究
学
習
を
通
し
て
、
生
徒

は
、
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
や
教
師

か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
吸
収
す
る
だ
け
で

な
く
、『
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
』
と
い
っ

た
と
こ
ろ
ま
で
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
内
容
が
全

て
で
は
な
い
と
体
験
的
に
知
る
こ
と
で
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
思
考
力
が
鍛
え
ら
れ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」

中
村
先
生
は
、「
探
究
学
習
で
の
失
敗
や

試
行
錯
誤
の
経
験
は
、
大
学
入
試
を
乗
り

越
え
る
力
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

「
難
し
い
入
試
問
題
に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
答
え
を
導
く
ま
で
に
多
く
の
試
行
錯

誤
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
計
算
し
た
り
図

を
書
い
た
り
、
様
々
な
方
法
を
試
し
な
が

ら
考
え
抜
く
。
そ
れ
は
、
失
敗
の
連
続
で

あ
り
、
い
わ
ば
人
生
の
縮
図
の
よ
う
な
も

の
で
す
。
探
究
学
習
で
失
敗
や
無
駄
を
た

く
さ
ん
経
験
し
て
お
く
こ
と
は
、
大
学
入

試
に
必
要
な
思
考
力
や
粘
り
強
さ
な
ど
を

鍛
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
を
切
り
開

い
て
い
く
上
で
も
大
き
な
力
に
な
る
の
で

す
」（
中
村
先
生
）

研
究
テ
ー
マ
が
決
ま
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
研
究
を
進
め
、
９
月
に
校
内
で
成
果
を

発
表
（
15
年
度
は
１
月
の
予
定
）、
12
月
に

は
富
山
県
立
富
山
高
校
・
富
山
県
立
高
岡

高
校
と
の
３
校
合
同
発
表
会
を
行
い
、
学

校
を
超
え
て
研
究
成
果
を
共
有
す
る
。

生
徒
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
刺
激
と
な

る
の
が
、
３
校
合
同
発
表
会
だ
。
ゼ
ミ
ご

と
に
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
行
う

発
表
と
、
各
校
代
表
者
に
よ
る
全
体
発
表

が
あ
る
。
全
体
発
表
で
は
、
知
識
の
幅
広

さ
や
質
問
の
深
さ
を
競
い
合
う
様
子
が
垣

間
見
え
る
一
方
、
質
の
高
い
他
校
の
発
表

に
刺
激
を
受
け
、「
自
分
た
ち
も
こ
う
い
う

研
究
が
し
た
い
」
と
感
じ
る
生
徒
も
い
る
。

学
校
を
超
え
た
刺
激
だ
け
で
な
く
、
同

校
の
普
通
科
の
生
徒
が
探
究
科
学
科
の
生

徒
か
ら
受
け
る
刺
激
も
小
さ
く
な
い
。

「
部
活
動
や
学
校
行
事
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
大
学

実
習
・
海
外
研
修
な
ど
、
授
業
以
外
の
活

動
は
全
て
、
普
通
科
と
探
究
科
学
科
が
一

緒
に
行
い
ま
す
。
探
究
科
学
科
で
培
っ
た

学
び
へ
の
姿
勢
や
考
え
方
が
、
普
通
科
の

生
徒
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
お
り
、
逆

徒
も
理
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

２
年
生
の
「
発
展
探
究
」
で
は
、
本
格

的
に
探
究
学
習
を
行
う
。
１
年
生
２
月
に

生
徒
各
自
が
仮
テ
ー
マ
を
決
め
、
理
数
科

学
科
は
数
学
・
物
理
・
化
学
・
生
物
、
人

文
社
会
科
学
科
は
国
語
・
地
歴
公
民
・
英

語
の
、
い
ず
れ
か
の
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
。

春
休
み
の
課
題
と
し
て
仮
テ
ー
マ
に
関
す

る
レ
ポ
ー
ト
を
書
き
、
２
年
生
４
月
に
ゼ

ミ
生
が
レ
ポ
ー
ト
を
持
ち
寄
り
、
実
際
に

取
り
組
む
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る
（
図
２
）。

研
究
は
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
で
進
め
る
。

「
自
分
は
こ
れ
を
や
り
た
い
」「
こ
の
テ
ー

マ
は
重
な
る
か
ら
一
緒
に
や
ろ
う
」
と
い

う
よ
う
に
、
生
徒
同
士
が
話
し
合
い
、
研

究
テ
ー
マ
を
絞
り
込
む
。
そ
の
結
果
、
多
く

て
６
、７
人
、
少
な
い
場
合
は
１
人
１
テ
ー

マ
で
、
そ
の
後
の
研
究
を
進
め
て
い
く
。

数
学
の
ゼ
ミ
で
は
、
世
界
中
の
数
学
者

が
取
り
組
ん
で
い
る
難
問
に
挑
戦
す
る
生

徒
も
い
る
。
山
口
先
生
は
こ
う
話
す
。

「
研
究
結
果
を
出
す
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
プ

ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
調
べ
た
知
識
を
吸
収
す
る
だ
け
で

教
科
書
の
内
容
が
全
て
で
は
な
い

そ
の
気
付
き
が
思
考
力
を
高
め
る

テ
ー
マ
決
定
か
ら
グ
ル
ー
プ
構
成
ま
で

生
徒
主
体
で
進
め
る
「
発
展
探
究
」

図２ 「発展探究」での研究テーマ例（2014年度）

○国語 「本歌取り研究」

○地歴公民 「現代ウクライナ情勢をみる」「列強が作る小国の思想」
 「『あいの風とやま鉄道』利用促進の可能性を探る」

○英語 「Cool Japan Strategies」
 「The Secret of  " I Have a Dream Speech"」

○数学 「身近な確率」「素数判定」「ルービックキューブ論」

○物理 「酸化物高温超伝導体の物性の測定」「ホバークラフトの機体の構造」

○化学 「高性能Ｍｇ空気電池の開発」
 「人工イクラ（アルギン酸カプセル）の性質」

○生物 「ＤＮＡによるアルコールパッチテストの検証」「もやしの成長について」

＊学校資料を基に編集部で作成
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特
集

新
課
程
全
学
年
全
面
実
施
年
に
考
え
る
●2

�
�
�
�
年
度
入
試
に
見
る
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
あ
り
方

に
普
通
科
の
生
徒
は
探
究
科
学
科
の
生
徒

に
負
け
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
生
徒

同
士
が
高
め
合
う
取
り
組
み
を
意
図
的
に

行
い
、
相
乗
効
果
を
高
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
中
村
先
生
）

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
後
押
し
す
る

動
き
は
、
教
科
学
習
全
体
に
も
広
が
っ
て

い
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、

14
年
度
か
ら
全
教
科
を
挙
げ
て
取
り
組
む
、

課
題
の
精
選
だ
。
提
出
が
必
須
の
課
題
の

量
を
半
分
に
減
ら
し
、
そ
れ
以
上
の
家
庭

学
習
に
つ
い
て
は
、
教
師
が
提
示
す
る
発

展
的
な
課
題
の
中
か
ら
生
徒
が
自
由
に
選

択
す
る
、
ま
た
は
生
徒
が
自
分
で
見
つ
け

て
き
た
課
題
に
取
り
組
ま
せ
る
形
に
し
た
。

「
こ
こ
数
年
、
生
徒
は
教
師
が
指
示
し

な
け
れ
ば
家
庭
学
習
を
し
な
い
た
め
、
教

師
は
不
安
に
な
り
、
ど
ん
ど
ん
課
題
を
与

え
て
し
ま
う
と
い
う
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
は
多
す
ぎ
る
課
題
を
消
化
し
切
れ
ず
、

と
に
か
く
提
出
し
な
け
れ
ば
と
解
答
を
見

て
、
答
え
を
た
だ
写
す
だ
け
の
作
業
に
な
っ

て
し
ま
う
。
提
出
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ

て
し
ま
い
、
学
力
が
付
か
な
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。
そ
う
し
た
悪
循
環
か
ら
脱
却

し
、
自
主
学
習
の
精
神
を
浸
透
さ
せ
る
た

め
に
、
思
い
切
っ
て
課
題
の
精
選
に
踏
み

切
り
ま
し
た
」
と
中
村
先
生
は
説
明
す
る
。

例
え
ば
、
数
学
で
は
、
基
礎
・
標
準
・

発
展
に
該
当
す
る
３
、４
種
類
の
課
題
を
提

示
し
、
そ
の
中
か
ら
生
徒
自
身
に
取
り
組

む
課
題
を
選
ば
せ
て
い
る
。
英
語
で
も
、

標
準
・
発
展
、
難
関
大
志
望
者
向
け
な
ど
、

習
熟
度
に
応
じ
た
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

課
題
の
適
切
な
選
択
や
自
主
学
習
の
方

法
な
ど
、
家
庭
学
習
に
対
す
る
生
徒
の
不

安
や
疑
問
に
は
、
日
々
の
面
談
で
応
え
る
。

同
校
は
以
前
か
ら
個
人
面
談
を
重
視
し
て

お
り
、
担
任
は
生
徒
１
人
当
た
り
最
低
で

も
年
６
回
、
１
回
30
分
〜
１
時
間
の
面
談

を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
と
直
接
話
す
こ
と

で
、
生
徒
の
生
活
実
態
や
学
習
・
進
路
へ

の
思
い
を
把
握
し
、
他
教
科
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
支
援
し
て
い
る
の
だ
。

課
題
の
精
選
に
つ
い
て
は
、
教
科
担
当

や
学
年
担
当
の
間
で
何
度
も
議
論
し
た
と

い
う
。
少
な
い
課
題
で
実
績
を
上
げ
て
い

る
他
県
の
実
情
な
ど
も
示
し
な
が
ら
、
育

て
る
べ
き
生
徒
像
、
富
山
中
部
高
校
の
未

来
な
ど
に
つ
い
て
教
師
が
語
り
合
い
、
精

選
の
方
向
で
意
見
の
一
致
を
み
た
。

「
あ
る
時
、
近
隣
の
小
・
中
学
校
の
夏
休

み
の
課
題
一
覧
を
見
て
、
本
校
の
夏
休
み

の
課
題
と
設
定
の
形
式
が
同
じ
だ
と
知
り
、

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
本
校
や
他
の
進
学

校
の
卒
業
生
が
教
師
に
な
り
、
小
・
中
学

校
で
同
じ
指
導
を
す
る
。
そ
の
結
果
、
高

校
の
学
習
ス
タ
イ
ル
が
義
務
教
育
段
階
に

影
響
を
及
ぼ
す
ケ
ー
ス
も
あ
る
わ
け
で
す
。

課
題
依
存
型
の
教
育
か
ら
脱
却
す
る
た
め

に
は
、
何
年
も
の
時
間
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
本
県
の
教
育
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
高
校
の

１
つ
と
し
て
、
本
校
が
率
先
し
て
取
り
組

む
べ
き
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
中
村

先
生
）

自
主
学
習
の
精
神
は
徐
々
に
生
徒
の
間

に
浸
透
し
て
お
り
、
教
師
が
提
示
し
た
課

題
の
他
、
自
分
で
選
ん
だ
問
題
集
や
過
去

問
に
取
り
組
む
生
徒
も
現
れ
始
め
て
い
る
。

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
７
割

の
生
徒
が
「
必
須
課
題
の
量
は
適
切
で
あ

る
」
と
回
答
し
た
。
一
方
、「
自
主
学
習
を

十
分
進
め
ら
れ
た
、
自
分
な
り
に
進
め
ら

れ
た
」
と
い
う
生
徒
は
４
割
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
そ
の
割
合
を
い
か
に
大
き
く
し

て
い
く
か
が
、
今
後
の
課
題
だ
。
引
き
続

き
授
業
や
面
談
な
ど
を
通
し
て
、
陰
に
陽

に
自
主
学
習
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
く
と

い
う
。

公
立
進
学
校
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
大
切
に
し
、
自
律
的
な
学
習
者

の
育
成
を
目
指
す
富
山
中
部
高
校
。
今
後

は
、
更
に
故
郷
愛
を
持
っ
た
国
際
人
の
育

成
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
中
村
先
生
は

抱
負
を
述
べ
る
。

「
本
校
の
生
徒
の
中
に
も
、
将
来
、
世
界

を
舞
台
に
国
際
的
な
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
者
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
っ

て
地
域
社
会
の
活
性
化
を
担
う
者
が
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
根
な
し
草
の
よ
う
に
な

る
こ
と
な
く
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
に
愛
情
や
誇
り
を
持
ち
、
た
く
ま

し
く
未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
し
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
が
、
地
方

公
立
進
学
校
の
使
命
で
あ
り
、
21
世
紀
の

富
山
中
部
高
校
の
あ
る
べ
き
姿
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」

故
郷
愛
を
持
っ
た
国
際
人
の
育
成
が

地
方
公
立
進
学
校
の
使
命

全
教
科
で
課
題
の
精
選
を
行
い

自
主
学
習
の
精
神
を
浸
透
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元
部
長
の
鈴
木
さ
ん
、
五
十
嵐
さ
ん
、
西
野
さ
ん
は
共

に
競
技
か
る
た
の
経
験
者
で
、
同
じ
中
学
校
出
身
。「
憧
れ

の
藤
島
高
校
で
、
一
緒
に
か
る
た
を
続
け
ら
れ
た
ら
き
っ

と
楽
し
い
は
ず
」（
鈴
木
さ
ん
）
と
い
う
思
い
で
、
練
習
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

「
最
初
は
、
３
人
で
試
合
に
出
ら
れ
る
だ
け
で
十
分
で
し

た
。
で
も
、
後
輩
が
入
っ
て
く
る
と
、
も
っ
と
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
後
輩
と
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
修
学
旅
行

の
お
土
産
を
渡
し
た
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
更
に
高
校

生
活
が
充
実
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」（
鈴
木
さ
ん
）

男
女
合
わ
せ
て
７
人
の
部
員
は
、
学
年
・
性
別
を
問
わ

ず
と
て
も
仲
が
良
い
。
だ
が
、
練
習
が
始
ま
る
と
表
情
は

一
変
す
る
。
い
ち
早
く
札
を
奪
う
た
め
に
、
詠
み
上
げ
ら

れ
る
上
の
句
に
耳
を
澄
ま
す
そ
の
瞬
間
、部
員
た
ち
は
「
全

競
技
か
る
た
の
１
試
合
の
時
間
は
１
時
間
30
分

ほ
ど
。
大
会
で
は
食
事
や
休
憩
の
時
間
も
十
分
に

取
れ
な
い
ま
ま
、
１
日
に
５
、６
試
合
を
こ
な
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
普
段
は
運
動
部
の
顧
問
を

務
め
て
お
り
、
競
技
か
る
た
に
詳
し
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
集
中

力
と
体
力
が
求
め
ら
れ
る
競
技
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
も
、
試
合
ご
と
に
異
な
る
50
枚
の
札

の
並
び
を
、
15
分
と
い
う
短
い
時
間
で
ゼ
ロ
か
ら

覚
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
生
徒
た
ち
の

記
憶
力
、
集
中
力
に
は
、
た
だ
た
だ
感
心
し
ま
す
。

か
る
た
同
好
会
に
所
属
し
て
い
る
生
徒
は
、
学

て
の
音
が
消
え
る
時
」
と
表
現
す
る
。

「
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
の
中
に
は
、
詠
み
上
げ
る
前
の
詠

み
手
の
息
の
吸
い
方
で
、
最
初
に
発
す
る
音
が
『
あ
』
な

の
か
『
か
』
な
の
か
を
区
別
で
き
る
人
が
い
ま
す
。
音
に

な
る
前
の
音
を
聞
き
取
れ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
『
感
じ

が
良
い
』
と
言
う
ん
で
す
」（
西
野
さ
ん
）

コ
ン
マ
何
秒
か
で
音
を
聞
き
取
り
、
素
早
く
札
を
取
る

競
技
か
る
た
で
は
、「
練
習
も
大
切
だ
が
、
才
能
も
重
要
」

と
部
員
た
ち
は
説
明
す
る
。
競
技
か
る
た
に
熱
中
す
る
ほ

ど
、「
自
分
の
限
界
」
を
感
じ
、
苦
悩
す
る
こ
と
も
あ
る
か

ら
こ
そ
、
自
分
な
り
の
目
標
が
重
要
だ
。

「
高
校
か
ら
競
技
か
る
た
を
始
め
た
私
は
、
先
輩
た
ち
の

レ
ベ
ル
に
は
高
校
３
年
間
で
は
追
い
付
け
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
３
枚
し
か
取
れ
な
か
っ
た
札
が
、
５
枚

取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
同
じ
負
け
で
も
や
は
り
う
れ

し
い
で
す
。だ
か
ら
、自
分
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
上
達
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
服
部
さ

ん
）

音
に
な
る
前
の
音
を

聞
き
取
る
集
中
力
が
必
要

驚
く
ほ
ど
の
生
徒
の

集
中
力
と
体
力

競
技
か
る
た
で
培
っ
た
力
は

人
生
の
勝
負
の
時
に
役
立
つ

Vo l .02

福
井
県
立
藤
島
高
校

か
る
た
同
好
会

才
能
が
問
わ
れ
る

勝
負
の
世
界
で

「
自
分
の
目
標
」に
挑
む

集
中
力
と

粘
り
の
精
神
力
で

人
生
を
切
り
開
い
て
ほ
し
い

福
井
県
立
藤
島
高
校

武
川
英
雄 

た
け
か
わ
・
ひ
で
お

教
職
歴
31
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

生
徒
指
導
部
長
。
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「
１
年
生
の
２
人
は
経
験
者
で
強
い
の
で
す
が
、
新
部
長

の
僕
が
実
力
を
上
げ
な
い
と
駄
目
で
す
。
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
自
分
の
上
達
レ
ベ
ル
に
懸
か
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
落
井
さ
ん
）

競
技
か
る
た
を
通
し
て
身
に
付
い
た
力
と
し
て
、
部
員

た
ち
は
一
番
に
「
集
中
力
」
を
挙
げ
る
。

「
競
技
か
る
た
で
身
に
付
い
た
集
中
力
は
勉
強
に
も
生
き

る
し
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
時
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
」

（
岡
田
さ
ん
）

「
暗
記
力
も
付
き
ま
し
た
。
部
活
動
の
吹
奏
楽
で
楽
譜
を

覚
え
る
時
も
、
頭
に
す
っ
と
入
っ
て
き
ま
す
。
勉
強
も
暗

記
も
の
は
大
好
き
で
す
」（
戸
川
さ
ん
）

同
好
会
を
復
活
さ
せ
た
メ
ン
バ
ー
の
１
人
、
五
十
嵐
さ

ん
は
「
最
後
ま
で
全
力
を
尽
く
す
気
持
ち
」
を
挙
げ
る
。

「
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
競
技
か
る
た
で
は
、
勝
敗
が

明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
試
合
を
途
中
で
諦
め

る
の
は
相
手
に
失
礼
で
す
し
、
最
後
ま
で
勝
負
を
投
げ
出

さ
な
け
れ
ば
、
い
つ
も
以
上
の
力
が
出
る
こ
と
も
あ
る
の

で
す
」（
五
十
嵐
さ
ん
）

３
年
生
３
人
が
卒
業
し
て
も
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
目

標
は
も
ち
ろ
ん
全
国
大
会
出
場
、
そ
し
て
上
位
進
出
だ
。

「
勉
強
を
言
い
訳
に
自
宅
練
習
を
サ
ボ
る
こ
と
は
も
う
し
な

い
！
」（
服
部
さ
ん
）
と
、皆
気
持
ち
を
引
き
締
め
る
。「
同

好
会
で
も
強
い
藤
島
高
校
」
は
、生
徒
た
ち
の
誇
り
に
な
っ

て
い
る
。

校
の
成
績
も
優
秀
で
す
。
そ
れ
は
記
憶
力
や
集
中

力
は
も
ち
ろ
ん
、
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
も
諦
め
ず
、

何
と
か
し
よ
う
と
す
る
粘
り
、自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
戦
い
続
け
る
力
を
、
競
技
か
る
た
を
通
し

て
身
に
付
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

力
は
将
来
、「
こ
こ
だ
け
は
譲
れ
な
い
」
と
い
う
人

生
の
勝
負
の
場
面
に
お
い
て
も
、
き
っ
と
生
徒
た

ち
の
力
と
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

福
井
県
は
か
る
た
王
国
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
土

地
柄
で
、
同
好
会
の
中
に
も
幼
少
の
頃
か
ら
か
る

た
に
親
し
ん
で
き
た
生
徒
が
い
ま
す
。
こ
の
先
、

同
好
会
の
生
徒
の
中
か
ら
、
様
々
な
形
で
地
元
の

か
る
た
文
化
に
か
か
わ
っ
て
い
く
人
材
が
出
て
く

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
高
校
時
代
に
情
熱
を
燃
や
し

た
競
技
か
る
た
で
、郷
土・福
井
の
発
展
に
貢
献
し
、

自
分
を
輝
か
せ
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
と
て
も

素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
同
好
会
で
も
強
い
」
は

藤
島
高
校
の
誇
り

個人競技のように思える競技かるた。だが、団体戦になると「仲間もがんばっ
ている」という一体感が、一人ひとりの集中力を更に高めてくれると部員た
ちは言う。

福
井
県
立
藤
島
高
校

◎
福
井
藩
の
藩
校
「
明
道
館
」
を
前
身
と
す
る
。
２
０
１
４
（
平
成

26
）
年
度
に
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」

の
３
期
目
の
指
定
と
同
時
に
、「
科
学
技
術
人
材
育
成
枠
」
の
指
定
を

受
け
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
国
際
性
豊
か
な
「
21
世

紀
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
に
取
り
組
む
。

◎
設
立

１
８
５
５
（
安
政
２
）
年

◎
形
態

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数

１
学
年
約
３
４
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
な

ど
に
２
５
７
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、

同
志
社
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
４
７
３
人
が
合
格
。

◎U
RL

http://w
w
w
.fujishim

a-h.ed.jp/
※学年は２０１５年 3月時点のものです

３
年
生

西
野
涼
希

に
し
の
・
す
ず
き

３
年
生

五
十
嵐
遥

い
が
ら
し
・
は
る
か

３
年
生

鈴
木
裕
加
里

す
ず
き
・
ゆ
か
り

１
年
生

戸
川
琴
貴

と
が
わ
・
こ
と
き

１
年
生

岡
田
英
介

お
か
だ
・
え
い
す
け

２
年
生

服
部
聖
加

は
っ
と
り
・
せ
い
か

２
年
生

落
井
真
史

お
ち
い
・
ま
さ
ふ
み
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S TEP1 STEP2 STEP3

No.209

基礎学力向上

学力向上の施策を投入
社会で活躍できる力を
育む付属校に

◎「第一級の人物たれ」が合言葉。旧
制・明治中学校として千代田区神田
駿河台の明治大構内に開校。２００８年、
同区猿楽町から調布市に移転し、男
女共学となる。直系付属校で卒業生
の大半が明治大に進学するが、ここ数
年は国公立大への進学も増えている。

国公立大は、旭川医科大、筑波大、東京
大、東京外国語大、東京工業大、横浜国
立大、首都大学東京に７人が合格。私立
大は、慶應義塾大、東京理科大、法政大、
立教大、早稲田大などに延べ２１人が合
格。明治大には 238 人が進学。他に、防
衛大学校に２人が進学。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現浪計）

1912（明治45）年

全日制／普通科／共学

１学年約260人（高校）

住所

電話

Web Site

〒182-0033
東京都調布市富士見町4-23-25

042-444-9100

指導変革の

成果実践背景

◎保護者も教師も生
徒を伸び伸びと育て
たいという意識が強
いが、マイナスの側
面として学力向上へ
の取り組みは遅れが
ちだった

変革のステップ

◎数学・英語を中心
とした基礎学力の向
上、生徒全員との校
長面談による視野の
拡大、英語プレゼン大
会による表現力向上
を図る

◎英語力が大幅に向
上。明治大進学後、
学部総代や学部長奨
励賞を受ける卒業生
が増加。国公立大進
学者が増えるなど、
進路実績も多彩に

http://www.meiji.ac.jp/ko_chu/

東京都・私立

明治大学付属明治高校・中学校

明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
・
中
学
校
の
改
革
は
、
移

転
・
共
学
化
し
た
２
０
０
８
年
に
始
ま
っ
た
。

「
付
属
校
だ
か
ら
こ
そ
、
し
っ
か
り
学
習
を
さ
せ

て
、
大
学
に
送
り
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
生
徒
は

生
き
生
き
と
高
校
生
活
を
送
り
、
潜
在
的
な
学
力
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
い
。そ
れ
な
の
に
、

英
語
が
出
来
な
い
ば
か
り
に
、
大
学
で
持
て
る
力
を

発
揮
で
き
て
い
な
い
。
生
徒
が
大
学
で
胸
を
張
っ
て

活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
学
力
を
し
っ
か
り
付
け
て
送

り
出
す
の
は
高
校
の
義
務
で
す
」

２
０
０
９
年
に
就
任
し
た
金
子
光
男
前
校
長
は
、
そ

う
言
っ
て
教
師
を
叱し

っ

咤た

激
励
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、

明
治
大
教
授
を
兼
務
す
る
立
場
故
の
実
感
か
ら
出
て
き

た
言
葉
だ
っ
た
。

複
数
あ
る
明
治
大
の
付
属
校
の
中
で
も
、
同
校
の
卒

業
生
は
ほ
と
ん
ど
が
明
治
大
へ
進
学
す
る
。
そ
う
し
た

環
境
に
い
て
安
穏
と
し
て
し
ま
え
ば
、
緊
張
感
は
簡
単

に
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
広
報
主
任
の
齊
藤
信
弘
先
生
は

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
の
ん
び
り
し
た
学
習
環
境
か
ら
抜
け
出
せ
な
い

ま
ま
の
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、
教
師
の
側
も
、

生
徒
全
員
に
学
力
を
確
実
に
付
け
る
指
導
を
確
立
で

き
ず
に
い
ま
し
た
。
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
が
明
治
大

に
進
学
す
る
と
い
う
進
路
実
績
だ
け
で
は
、
評
価
さ

れ
な
い
よ
う
な
状
況
も
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
し
た
」

「
付
属
校
だ
か
ら
こ
そ
、し
っ
か
り
学
習
を
」

移
転
・
共
学
化
を
機
に
始
ま
っ
た
改
革
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当
時
、
明
治
大
政
治
経
済
学
部
教
授
だ
っ
た
安あ

ん

藏ぞ
う

伸

治
校
長
が
、
金
子
前
校
長
か
ら
の
依
頼
で
同
校
の
教
員

研
修
を
行
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
の
こ
と
。

安
藏
校
長
の
専
門
分
野
は
人
口
統
計
学
で
あ
り
、
Ｆ
Ｄ

（
＊
１
）
の
一
環
と
し
て
、
政
治
経
済
学
部
の
全
学
生

の
出
身
校
、
高
校
時
代
の
成
績
、
受
験
し
た
入
試
の
形

態
、
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
＊
２
）、
取
得
資
格
、
就
職
先
や
業
種

な
ど
、
入
学
前
か
ら
卒
業
後
ま
で
の
全
て
を
追
跡
す
る

デ
ー
タ
を
構
築
し
て
い
た
。
そ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
付

属
校
出
身
者
の
大
学
で
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

安
藏
校
長
は
分
析
結
果
に
驚
い
た
。
入
試
形
態
別
で

見
る
と
、付
属
校
推
薦
入
試
よ
り
学
力
面
で
低
い
の
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試
と
他
の
付
属
校
推
薦
入
試
だ
け
だ

っ
た
。「
付
属
校
の
中
心
で
あ
る
本
校
は
、
大
学
や
社

会
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
べ

き
」
と
、
安
藏
校
長
は
研
修
で
教
師
に
訴
え
た
。

「
基
礎
学
力
は
大
学
の
学
習
だ
け
で
な
く
、
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
力
の
土
台
と
な
り
ま

す
。
政
治
経
済
学
部
は
文
系
で
す
が
、
就
職
先
の
多

く
は
銀
行
や
証
券
会
社
な
ど
で
あ
り
、
理
系
出
身
者

と
一
緒
に
仕
事
を
し
ま
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
も
扱
う

の
で
数
字
に
強
い
こ
と
が
必
須
で
す
。
逆
に
、
理
系

の
学
部
で
も
研
究
職
な
ど
に
就
け
ば
高
い
英
語
力
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
大
学
が
求
め
る
力
、
社
会
で
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
力
に
つ
い
て
先
生
方

に
説
明
し
、意
識
改
革
を
促
し
ま
し
た
」（
安
藏
校
長
）

改
革
の
軸
は
基
礎
学
力
の
向
上
だ
。
特
に
、
付
属
生

が
最
も
強
化
す
べ
き
教
科
と
言
わ
れ
た
英
語
に
力
を
入

れ
た
。
英
語
の
外
部
検
定
試
験
対
策
の
講
座
を
設
け
た

り
、
外
部
検
定
試
験
を
校
内
で
受
検
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
す
る
な
ど
、
環
境
を
整
備
し
た
上
で
、
明
治
大
へ

の
推
薦
基
準
に
外
部
検
定
試
験
の
級
・
ス
コ
ア
を
規
定

し
、到
達
で
き
な
い
生
徒
は
推
薦
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

定
期
考
査
で
は
、
数
学
・
英
語
で
一
定
基
準
に
達
し

な
か
っ
た
生
徒
に
放
課
後
補
習
を
行
っ
た
。
各
教
科
で

約
10
人
の
生
徒
を
指
名
し
、
教
科
書
の
復
習
や
テ
ス
ト

問
題
の
解
き
直
し
を
さ
せ
た
。
補
習
終
了
ま
で
部
活
動

に
は
参
加
で
き
な
い
。
懲
罰
的
に
感
じ
る
生
徒
も
い
る

が
、
な
る
べ
く
重
い
雰
囲
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫

し
て
い
る
と
、数
学
科
担
当
の
本
橋
宏
之
先
生
は
言
う
。

「
生
徒
が
『
分
か
っ
た
』
と
い
う
手
応
え
を
得
て

自
信
が
付
け
ば
、
次
の
定
期
考
査
へ
の
意
欲
も
高
ま

る
は
ず
で
す
。
ゲ
ー
ム
的
な
要
素
を
取
り
入
れ
る
な

ど
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
て
、
生
徒
が
『
学
力
が

付
い
た
』
と
実
感
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

ま
た
、
数
学
で
は
計
算
力
向
上
に
力
を
入
れ
た
。
同

校
で
は
、
教
師
の
作
問
に
よ
る
「
漢
字
検
定
」「
計
算

検
定
」
を
、
年
５
回
の
定
期
考
査
に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
い
る
。
１
〜
５
級
が
あ
り
、
漢
字
10
分
、
計
算
20
分
。

計
算
の
内
容
は
高
校
入
試
レ
ベ
ル
だ
が
、
１・
２
級
に

な
る
と
文
章
題
に
な
り
、
数
学
が
得
意
な
生
徒
で
も
１

問
に
５
分
以
上
掛
か
る
難
問
と
な
る
。
合
格
率
は
２
級

で
３
割
、
１
級
は
１
割
程
度
と
い
う
。

数
学
で
は
、
試
験
前
に
検
定
の
過
去
問
題
集
を
使
っ

て
予
習
さ
せ
、
基
礎
が
身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
の
個

別
指
導
を
徹
底
し
た
と
こ
ろ
、
模
試
で
ほ
ぼ
全
員
が
全

明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
・
中
学
校

齊
藤
信
弘
さ
い
と
う
・
の
ぶ
ひ
ろ

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。
広
報
主
任
。

「
自
分
に
は
出
来
な
い
こ
と
も
、
生
徒
は
出
来
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
自
分
が
出
来
る
指
導
を
考
え
る
」

明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
・
中
学
校

村
松
教
子
む
ら
ま
つ
・
の
り
こ

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
中
学
校
生
徒

指
導
主
任
。「
知
ら
な
い
こ
と
や
初
め
て
の
体
験
を
た
く

さ
ん
し
て
ほ
し
い
。
一
歩
踏
み
出
す
後
押
し
を
し
た
い
」

明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
・
中
学
校

本
橋
宏
之
も
と
は
し
・
ひ
ろ
ゆ
き

教
職
歴
12
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
中
学
校
教

務
主
任
。「
為
せ
ば
成
る
。
諦
め
ず
に
続
け
て
い
け
ば
、

い
つ
か
は
き
っ
と
良
い
結
果
に
結
び
付
く
」

デ
ー
タ
解
析
に
よ
り

付
属
生
の
課
題
が
明
ら
か
に

＊１ Faculty Development の略。教員相互の授業参観、授業方法についての研究会など、教員が授業内容・方法を改善し、向上させるための組織的な取り組みの総称。
＊２ Grade Point Average の略。履修科目の評点に単位数を加味して算出する成績評価値。個々の学生の到達水準を測る目安に用いることが出来る。

推
薦
要
件
の
改
定
、
定
期
考
査
後
の

補
習
の
導
入
で
基
礎
学
力
を
向
上

明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
・
中
学
校

吉
田
重
幸
よ
し
だ
・
し
げ
ゆ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
32
年
目
。
国
際
連
携

主
任
。「
様
々
な
面
で
生
徒
た
ち
が
伸
び
る
『
キ
ッ
カ
ケ
』

を
１
つ
で
も
多
く
つ
く
り
た
い
」

明
治
大
学
付
属
明
治
高
校
・
中
学
校
校
長

安
藏
伸
治
あ
ん
ぞ
う
・
し
ん
じ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
明
治
大
政
治

経
済
学
部
教
授
。「
自
分
よ
り
優
れ
た
人
間
を
１
人
で
も

多
く
育
て
る
の
が
教
師
の
務
め
と
し
て
指
導
に
当
た
る
」
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東京都・私立明治大学付属明治高校・中学校指導変革の

国
平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

「
数
学
の
底
上
げ
を
図
る
に
は
、
土
台
と
な
る
計

算
力
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
数
学
が
苦

手
な
生
徒
も
計
算
力
が
付
け
ば
自
信
に
な
り
ま
す
。

計
算
は
方
法
さ
え
分
か
れ
ば
、
１
人
で
も
取
り
組
め

る
の
で
、
家
庭
学
習
に
つ
な
が
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
」（
本
橋
先
生
）

進
路
指
導
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
国
公
立
大
で
あ
れ

ば
、
明
治
大
と
の
併
願
を
許
可
し
て
い
る
。
ま
た
、「
大

学
４
年
間
を
含
め
た
10
年
間
で
生
徒
を
育
て
る
」
方
針

に
従
い
、大
学
進
学
後
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、

高
校
と
明
治
大
と
の
高
大
連
携
講
座
を
開
始
。週
１
回
、

全
10
学
部
の
大
学
教
員
が
行
う
授
業
を
受
講
し
、
生
徒

は
自
分
た
ち
の
将
来
を
模
索
す
る
。

金
子
前
校
長
時
代
に
始
ま
っ
た
生
徒
全
員
と
の
校
長

面
談
も
、
生
徒
の
視
野
を
広
げ
る
上
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
生
徒
数
人
と
校
長
室
で
語
り
合
う
グ

ル
ー
プ
面
談
で
、
14
年
度
に
赴
任
し
た
安
藏
校
長
も
引

き
続
き
実
施
し
て
い
る
。
話
題
は
学
校
生
活
や
学
習
状

況
、
進
路
に
つ
い
て
な
ど
様
々
だ
。
中
学
１
年
生
に
は

学
校
生
活
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
語
り
、
高
校
２
年

生
に
は
し
っ
か
り
学
習
す
れ
ば
明
治
大
以
外
の
道
も
開

か
れ
る
と
説
く
。
そ
し
て
、
学
年
を
問
わ
ず
強
調
し
て

い
る
の
が
、「
競
争
は
す
る
な
」
だ
。

「
生
徒
に
意
識
し
て
ほ
し
い
の
は
、
１
番
を
取
る

こ
と
で
は
な
く
、
皆
で
助
け
合
い
一
緒
に
成
長
し
て

い
く
こ
と
。
生
徒
に
は
、競
争
に
勝
つ
こ
と
よ
り
も
、

将
来
ど
ん
な
研
究
や
仕
事
が
し
た
い
の
か
を
考
え
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
が
、
６
年
間

を
通
し
て
じ
っ
く
り
学
べ
る
付
属
校
の
良
さ
で
す
。

５
教
科
の
基
礎
学
力
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
身
に
付
け
れ

ば
、
将
来
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
安
藏
校
長
）

同
校
で
は
、
論
理
的
な
文
章
力
・
表
現
力
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
る
。「
英
語
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
は

中
学
３
年
生
と
高
校
１
年
生
が
英
語
の
ス
ピ
ー
チ
を
3

〜
５
分
以
内
、「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
高
校
２・
３
年
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
用
い
て
、
英
語
で
５
〜
６
分
で
発
表
す
る

も
の
で
、「
創
立
１
０
０
周
年
教
育
振
興
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
１
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
。
文
章
力
・
表
現
力
の
育
成

に
、探
究
学
習
の
要
素
が
加
わ
っ
て
い
る
。
国
際
連
携

主
任
の
吉
田
重
幸
先
生
は
そ
の
背
景
を
こ
う
語
る
。

「
明
治
大
か
ら
、
論
理
的
な
文
章
力
を
鍛
え
て
ほ

し
い
と
い
う
要
望
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
自
分
で
し
っ
か
り
考
え
、
相
手
に

伝
わ
る
文
章
を
書
き
、
発
表
す
る
力
を
伸
ば
そ
う
と

考
え
ま
し
た
」

い
ず
れ
の
大
会
も
、
生
徒
が
自
ら
テ
ー
マ
を
決
め
、

調
べ
学
習
を
し
、
個
別
に
教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
日
本
語
で
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
後
、

英
語
の
原
稿
を
作
成
す
る
。「
英
語
ス
ピ
ー
チ
・
コ
ン
テ

ス
ト
」
は
６
月
に
準
備
を
始
め
て
１
月
に
開
催
、「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
前
年
度
の

３
学
期
に
準
備
を
始
め
、
６
月
に
開
催
す
る
。
大
会
ま

で
に
審
査
が
３
回
あ
る
。
１
次
審
査
で
は
、
英
語
科
教

師
が
生
徒
全
員
の
原
稿
を
見
て
、
各
学
年
30
人
を
選
抜
。

２
次
審
査
で
他
学
年
の
英
語
科
教
師
が
原
稿
を
見
て
更

に
20
人
に
絞
り
、３
次
審
査
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
、
10
人
の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
を
選
ぶ
。そ
し
て
、個
別

指
導
を
経
て
、全
校
生
徒
の
前
で
発
表
す
る
。フ
ァ
イ
ナ

リ
ス
ト
10
人
に
は
約
２
週
間
の
海
外
研
修
が
贈
ら
れ
る
。

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
発
表
す
る
た
め
、
よ
り
論
理
性
が

求
め
ら
れ
る
。
春
休
み
に
テ
ー
マ
決
定
に
関
す
る
質
問

英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

文
章
力
・
表
現
力
の
向
上
を
図
る

「
皆
で
助
け
合
い
一
緒
に
成
長
し
て
い
こ
う
」

校
長
に
よ
る
全
員
面
談
で
視
野
を
広
げ
る

写真 「イングリッシュ・プレゼンテーション」の様
子。英語とスライドを駆使しながら発表する。優勝し
た生徒は、「これまでにないほど図書館に通い、英語
の文献も調べた。スライド資料を作る過程で、１つの
物事にはいろいろな見方や側面があることが分かった
のが、一番の収穫でした」と語った。
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会
を
行
う
他
、
地
歴
公
民
、
理
科
、
英
語
の
教
師
と
司

書
教
諭
ら
が
、「
こ
こ
は
詳
し
く
調
べ
た
方
が
よ
い
」「
こ

こ
は
論
旨
が
ず
れ
て
い
る
」
な
ど
、
発
表
が
よ
り
深
ま

る
よ
う
支
援
す
る
。
原
稿
作
成
に
充
て
る
授
業
は
２
時

間
程
度
の
た
め
、
生
徒
個
々
の
意
欲
も
試
さ
れ
る
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
に
は
年
度
ご
と
に
テ

ー
マ
が
あ
る
。
14
年
度
は
「
ラ
イ
フ
」
で
、「
競
走
馬

の
安
楽
死
」
や
「
モ
デ
ル
の
美
し
さ
」
な
ど
の
切
り
口

で
発
表
さ
れ
た
。
発
表
後
に
は
、
審
査
員
を
務
め
る
ネ

イ
テ
ィ
ブ
の
大
学
教
員
か
ら
英
語
で
質
問
さ
れ
る
。
生

徒
も
も
ち
ろ
ん
英
語
で
答
え
る
。
英
語
科
の
村
松
教の

り

子こ

先
生
は
昨
年
の
大
会
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
口
ご
も
り
な
が
ら
も
、
果
敢
に
自
分
の
考
え
を

述
べ
よ
う
と
す
る
生
徒
も
い
れ
ば
、
緊
張
の
あ
ま
り

泣
き
出
し
て
し
ま
う
生
徒
も
い
ま
す
。
昨
年
の
フ
ァ

イ
ナ
リ
ス
ト
の
１
人
は
、
英
語
の
学
力
不
足
が
原
因

で
留
年
し
た
生
徒
で
し
た
。
そ
の
後
、
一
生
懸
命
学

習
し
、
最
後
の
10
人
に
残
っ
た
頑
張
り
に
は
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。自
ら
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
生
徒
で
も
、

教
師
が
背
中
を
押
す
こ
と
で
、
予
想
以
上
の
力
を
発

揮
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
が
伸
び
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
教
師
が
見
逃
さ
ず
、
し
っ
か
り
支
援
す
る
こ

と
が
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

改
革
の
成
果
は
、
明
治
大
に
進
学
し
た
卒
業
生
の
活

躍
が
示
し
て
い
る
。
ま
ず
、
英
語
力
の
向
上
だ
。
英
語

の
外
部
検
定
試
験
の
学
年
平
均
ス
コ
ア
は
、
09
年
度
以

降
、
毎
年
最
高
点
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。
更
に
、
14

年
度
に
は
、
大
学
在
学
中
に
公
認
会
計
士
試
験
に
合
格

し
た
卒
業
生
が
７
人
出
た
。
卒
業
生
が
大
学
卒
業
時
の

学
部
総
代
を
務
め
た
り
、
学
部
長
奨
励
賞
を
受
け
た
り

す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
他
大
学
に

進
路
の
幅
を
広
げ
た
結
果
、
東
京
大
や
旭
川
医
科
大
な

ど
国
公
立
大
に
合
格
す
る
者
も
現
れ
た
。

今
後
の
課
題
の
１
つ
は
、
海
外
に
生
徒
の
目
を
向
け

さ
せ
る
こ
と
だ
と
い
う
。

「
大
学
在
学
中
に
留
学
し
た
卒
業
生
と
話
を
す
る

と
『
高
校
時
代
に
海
外
経
験
を
し
て
お
け
ば
人
生
が

変
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
』
と
異
口
同
音
に
言
い
ま

す
。
海
外
で
英
語
の
必
要
性
や
自
分
の
英
語
力
の
低

さ
を
痛
感
し
た
と
い
う
卒
業
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
早
め
に
海
外
経
験
を
積
ま
せ
、
英
語
の
学
習
意

欲
を
高
め
る
こ
と
で
、
生
徒
の
力
が
更
に
伸
び
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
」（
吉
田
先
生
）

そ
し
て
、
進
路
先
の
多
様
化
も
課
題
の
１
つ
だ
。

「『
し
っ
か
り
勉
強
さ
せ
る
付
属
校
』
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
は
、
受
験
生
や
保
護
者
の
間
に
浸
透
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
進
路
先
を
明
治
大
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
多
様
な
進
路
の
選
択
肢
の
中
で
、
生
徒

が
社
会
に
出
る
10
年
後
ま
で
を
見
据
え
た
将
来
を
生

徒
・
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
、
そ
の
実
現
を
支
援
す

る
学
校
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
安
藏
校
長
）

学
力
向
上
で
大
き
く
変
わ
っ
た

付
属
生
へ
の
評
価

若手教師が語る、指導変革への

生徒がもっと伸びるよう
指導の工夫を継続する
中学校教務主任 本橋宏之

私は明治大の数学科出身ということもあり、生徒に
何より数学を好きになってほしいと思っています。そ
こで、定期考査後の補習では、ゲーム的な要素を取り
入れました。８枚の用紙を配り、黒板に書いた問題を
その用紙に解かせ、正解するごとに用紙を回収し、８
枚の用紙が全てなくなったら部活動に行ける。そうす
ることで、多少なりとも生徒に楽しく取り組んでほし
いと考えました。また、数学力の底上げのため、計
算検定を活用しています。それらの取り組みの結果、
2014年度の学力推移調査第２回では、中学３年生の
数学の平均偏差値は62.8と非常に高い値を記録し、
理系生徒の国公立大合格も増えています。
中学校教務主任の立場として、学校全体の指導力の
底上げを図ることも、私の役割の１つです。前任校で
の経験を生かして導入した定期考査の振り返りシート
は、中学校用のフォーマットを作成して、校内ＬＡＮ
で全校に共有しています。高校でも、このフォーマッ
トをアレンジして利用している先生は少なくありませ
ん。
今後は成績上位層をもっと伸ばして、国公立大の志
望者が希望をしっかり実現できるように支援したいと
考えています。そのためには、理系でも文系の科目、
文系でも理系の科目の学力をしっかり付けることが重
要です。各教科の先生と連携を取りながら、学力の底
上げを図る施策を打ち出していきたいと思います。

情熱
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基礎学力向上・表現力育成

「北陵＋」「北陵α」で
基礎学力の定着と
表現力の育成を図る

◎石川県立第二工業高校として開校。
１９９４年、県内初の総合学科となり、
９５年に現校名に改称。２年次から人
間科学、福祉・健康科学、生産技術、
ビジネスの４系列に分かれる。地域貢
献にも力を入れ、保育園や児童館で
のミニコンサート、小・中学校での工
作教室などを行っている。

公立大は、石川県立看護大に２人が合
格。私立大は、金沢工業大、金沢星稜
大などに延べ１９人が合格。

設立

形態

生徒数

2015年度入試合格実績（現役のみ）

196２（昭和3７）年

全日制・単位制／総合学科／共学

１学年約200人

住所

電話

Web Site

〒920-3114
石川県金沢市吉原町ワ２１番地

076-258-1100

指導変革の

成果実践背景

◎授業への集中力を
欠く生徒や規律を守
れない生徒が気にな
るように。生徒の意
欲を引き出す指導を
構築する機運が高ま
った

変革のステップ

◎中学校段階の学習
内容を学び直す「北
陵＋」と、新聞記事を
学習に取り入れて、考
える力や表現力を身
に付けさせる「北陵α」
を実施

◎意欲的に授業に向
き合うようになり、生
活態度が規律の取れ
たものになる。進路
実現を意識して行動
する生徒が増加

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/～hokurh/
NC2/htdocs/

石川県立

金沢北陵高校

プラス アルファ

石
川
県
立
金
沢
北
陵
高
校
は
、１
９
９
５
年
度
に
現

校
名
と
な
り
、
県
内
初
の
総
合
学
科
と
し
て
再
出
発
し

た
。生
徒
の
希
望
進
路
は
就
職
か
ら
国
公
立
大
進
学
ま

で
幅
広
い
た
め
、教
師
は
生
徒
の
適
性
や
希
望
に
応
じ

た
学
習
指
導
、進
路
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。更
に
、

生
徒
自
身
に
も
主
体
的
に
将
来
を
考
え
、希
望
進
路
を

実
現
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
数
年
前
か
ら
、
生
徒
の
学
び
に
向
か
う
姿

勢
や
自
ら
進
路
を
切
り
開
く
主
体
性
を
引
き
出
す
こ
と

が
難
し
い
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。
遅
刻
や
、
集
会
で
の

集
合
・
整
列
が
遅
い
と
い
っ
た
こ
と
が
、
気
に
な
る
よ

う
に
な
っ
た
。
教
師
の
中
に
は
、
生
徒
が
き
ち
ん
と
授

業
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
て
な
い
者
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
ま
た
、
進
路
選
択
で
は
、
工
業
系
の

生
徒
が
３
年
次
に
な
っ
て
美
容
師
を
目
指
し
始
め
る
な

ど
、
１・
２
年
次
で
行
っ
て
き
た
進
路
指
導
の
積
み
上

げ
が
、
進
路
の
実
現
に
結
び
付
か
な
い
と
い
う
こ
と
も

珍
し
く
な
か
っ
た
。
３
年
前
か
ら
進
路
指
導
主
事
を
務

め
る
中な

か

盛も
り

邦く
に

昭あ
き

先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

「
１
年
次
か
ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
立
て
る
な
ど
の

進
路
指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
生
徒
の
進
路
意

識
を
引
き
出
し
、
高
め
る
こ
と
に
は
つ
な
が
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
は
自
分
に
自
信
が
な
く
、
学

校
生
活
へ
の
目
的
意
識
も
希
薄
で
、
教
師
も
指
導
に

迷
う
状
態
が
続
い
て
い
ま
し
た
」

授
業
に
身
の
入
ら
な
い
生
徒
た
ち

学
校
に
漂
う
閉へ

い

塞そ
く

感か
ん

を
打
破
し
た
い
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生
徒
の
学
び
に
向
か
う
姿
勢
を
改
善
す
る
た
め
に
、

進
路
指
導
課
が
中
心
と
な
っ
て
２
０
１
１
年
度
に
始
め

た
の
が
、
基
礎
学
力
向
上
の
た
め
の
学
び
直
し
の
時
間

「
北
陵
＋プ

ラ
ス」
だ
。

「
授
業
中
の
生
徒
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
中
学

校
段
階
の
学
習
内
容
が
身
に
付
い
て
い
な
い
た
め

に
、
授
業
に
付
い
て
い
け
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
中
学
校
の
学
習
内
容
は
、
高
校
で
の
学
習

の
基
礎
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
出
た
後
に
、

自
ら
学
ん
で
い
く
た
め
の
土
台
と
な
り
ま
す
。
ま
ず

は
、
中
学
校
の
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ
、『
勉
強
が

分
か
る
！
』
と
い
う
、
自
信
を
付
け
さ
せ
よ
う
と
考

え
ま
し
た
」（
中
盛
先
生
）

「
北
陵
＋
」
で
は
、朝
学
習
の
10
分
間
を
活
用
し
、１・

２
年
次
は
数
学
と
英
語
の
学
び
直
し
を
行
う
。
教
材
は

ベ
ネ
ッ
セ
の「
マ
ナ
ト
レ
」（
＊
）で
、１
年
次
は
標
準
編
、

２
年
次
は
挑
戦
編
に
取
り
組
む
。
各
学
年
と
も
、
９
月

ま
で
１
日
お
き
に
数
学
と
英
語
に
取
り
組
み
、
10
月
か

ら
は
漢
字
検
定
に
向
け
た
対
策
や
、
進
学
・
就
職
に
向

け
た
問
題
集
な
ど
の
学
習
に
移
行
す
る
。

13
年
度
の
１
年
次
か
ら
は
、
独
自
の
「
マ
ナ
ト
レ
テ

ス
ト
」を
導
入
。「
マ
ナ
ト
レ
」の
教
材
を
参
考
に
、数
学・

英
語
科
の
教
師
が
各
50
点
満
点
の
テ
ス
ト
を
作
成
。
９

月
ま
で
に
２
回
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
実
施
す
る
。
答
案
は
担
任

が
集
め
、
学
年
会
全
員
で
採
点
す
る
。
こ
の
取
り
組
み

を
提
案
し
た
２
学
年
主
任
の
畠は

た

洋
介
先
生
は
言
う
。

「『
頑
張
れ
』
と
言
っ
て
も
、
ど
う
努
力
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
生
徒
は
多
い
で
す
。
時
に
は
『
テ
ス

ト
』
と
い
う
明
確
な
目
標
を
設
定
し
、
強
制
力
を
持

た
せ
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
。
毎
朝
の
取

り
組
み
で
ど
れ
だ
け
力
が
付
い
て
い
る
の
か
、
生
徒

自
身
が
実
感
で
き
る
機
会
に
し
て
い
ま
す
」

「
マ
ナ
ト
レ
テ
ス
ト
」
の
事
前
・
事
後
指
導
も
徹
底

し
て
行
う
。
テ
ス
ト
２
週
間
前
か
ら
、「
マ
ナ
ト
レ
」

付
属
の
「
お
か
わ
り
プ
リ
ン
ト
」
を
１
日
１
枚
、
宿
題

と
し
て
課
す
。
そ
し
て
、
各
教
科
20
点
以
下
の
生
徒
に

は
、
テ
ス
ト
終
了
後
、
３
日
間
、
放
課
後
の
マ
ナ
ト
レ

補
習
を
課
し
た
。
補
習
の
指
導
は
、
教
科
を
問
わ
ず
学

年
会
の
教
師
全
員
で
行
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
う
。

「『
マ
ナ
ト
レ
』
が
使
い
や
す
い
の
は
、
教
科
の
枠

を
超
え
て
指
導
が
出
来
る
こ
と
で
す
。
学
年
全
体
の

取
り
組
み
と
し
て
教
師
一
人
ひ
と
り
に
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
全
教
師
で
指
導
に
当
た

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
基
礎
・
基
本
が
定
着
し
て
い

な
い
生
徒
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
、
数
学
科
や
英
語

科
以
外
の
教
師
も
実
感
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

（
中
盛
先
生
）

表
現
力
・
読
解
力
の
向
上
を
目
指
す
「
北
陵
αア

ル
フ
ァ」

も

始
め
た
。
年
10
回
（
15
年
度
は
８
回
の
予
定
）、
金
曜

の
終
礼
前
25
分
間
で
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
読
み
、
感
想

を
書
く
と
い
う
取
り
組
み
だ
。
教
材
は
、
進
路
指
導
課

が
選
び
、
難
し
い
用
語
に
は
解
説
を
併
記
す
る
。
14
年

度
は
、
北
陸
新
幹
線
開
通
や
金
沢
市
内
の
飲
食
店
で
起

き
た
事
件
な
ど
、生
徒
に
身
近
な
話
題
を
取
り
上
げ
た
。

「
北
陵
α
」
の
最
大
の
特
徴
は
、
た
だ
書
か
せ
る
だ

け
で
な
く
、
生
徒
の
感
想
を
基
に
教
師
と
面
談
を
行
う

点
だ
。
こ
の
「
ア
ル
フ
ァ
面
談
」
は
、
７
月
、
10
月
、

１
月
の
年
３
回
（
15
年
度
は
７
・１
月
の
２
回
の
予
定
）

実
施
す
る
。
面
談
は
全
教
師
が
担
当
。
生
徒
が
、
日
頃

接
す
る
こ
と
の
な
い
教
師
と
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
毎

回
違
う
組
み
合
わ
せ
で
面
談
を
す
る
。
14
年
度
で
は
、

教
師
１
人
当
た
り
約
10
人
の
生
徒
を
担
当
し
た
。

「
就
職
試
験
や
入
試
の
面
接
を
に
ら
み
、
初
対
面

の
人
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
力
を
育

石
川
県
立
金
沢
北
陵
高
校

畠
洋
介
は
た
・
よ
う
す
け

教
職
歴
25
年
。同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。２
学
年
主
任
。

「
ど
ん
な
生
徒
に
も
あ
る
学
び
の
欲
求
を
、
ど
う
や
っ
て

引
き
出
し
、
ど
う
伸
ば
せ
ば
よ
い
か
を
考
え
る
」

石
川
県
立
金
沢
北
陵
高
校

中
盛
邦
昭
な
か
も
り
・
く
に
あ
き

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
進
路
指
導

主
事
。「
生
徒
に
い
つ
も
笑
顔
で
接
し
、
褒
め
て
伸
ば
す
」

石
川
県
立
金
沢
北
陵
高
校

別
宗
由
美
子
べ
っ
そ
う
・
ゆ
み
こ

教
職
歴
17
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。３
学
年
主
任
。

「
常
に
周
囲
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
絶
対
に
諦
め
な
い

気
持
ち
で
、
目
標
に
向
か
い
努
力
す
る
」

10
分
間
の
朝
学
習「
北
陵
＋プ

ラ
ス

」で

中
学
校
段
階
の
学
習
内
容
の
学
び
直
し

＊ベネッセの教材の１つ。学習力を身に付ける、小・中学校範囲の学び直し専用のプリント教材。

新
聞
コ
ラ
ム
の
感
想
を
話
題
に

面
談
を
行
う
「
北
陵
αア

ル
フ
ァ」
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石川県立金沢北陵高校指導変革の

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
教
師
に
よ
っ
て
質
問
の

内
容
や
考
え
方
も
変
わ
る
の
で
、
生
徒
の
表
現
力
も

よ
り
豊
か
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
」（
中
盛
先
生
）

教
師
は
事
前
に
担
当
す
る
生
徒
の
書
い
た
３
〜
４
回

分
の
感
想
文
を
読
み
、
面
談
で
は
記
事
を
読
ん
で
ど
う

思
っ
た
の
か
、
感
想
文
で
ど
こ
を
工
夫
し
た
の
か
と
い

っ
た
質
問
を
す
る
。
面
談
時
間
は
約
５
分
。
教
師
は
聞

き
役
に
徹
し
、
生
徒
が
考
え
を
述
べ
る
時
間
を
十
分
に

確
保
す
る
。
１
年
次
で
の
最
初
の
面
談
で
は
口
ご
も
る

生
徒
も
多
い
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
記
事
の
主
張
を

踏
ま
え
て
意
見
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、

敬
語
を
き
ち
ん
と
使
え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
規
律
面

に
お
い
て
も
格
段
に
成
長
す
る
と
い
う
。

「
ア
ル
フ
ァ
面
談
」
を
よ
り
効
果

的
に
行
う
工
夫
の
１
つ
が
、「
面
談

カ
ー
ド
」（
図
）の
活
用
だ
。
こ
れ
は
、

教
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
、生
徒
の「
聞

く
・
話
す
・
考
え
る
」
意
欲
に
つ
い

て
、
教
師
が
記
録
す
る
カ
ル
テ
の
役

割
を
果
た
す
。
生
徒
は
、
面
談
後
に

こ
の
カ
ー
ド
を
見
て
、
振
り
返
り
を

行
い
、
次
の
「
北
陵
α
」
や
面
談
に

向
け
て
の
対
策
を
立
て
て
い
く
。

「
面
談
カ
ー
ド
」
を
通
し
て
、
生

徒
の
成
長
を
実
感
す
る
教
師
も
多
い
。
３
学
年
主
任
の

別べ
っ

宗そ
う

由
美
子
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
面
談
後
に
生
徒
と
話
す
と
、
全
く
印
象
が
変
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。『
面
談
カ
ー
ド
』
を

読
み
、
社
会
に
出
た
ら
ど
の
よ
う
な
力
が
求
め
ら
れ

る
の
か
、
自
分
に
は
何
が
足
り
な
い
の
か
を
真
剣
に

受
け
止
め
成
長
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
面
談

を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
学

ん
で
い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
」

「
ア
ル
フ
ァ
面
談
」
は
、「
北
陵
α
」
で
の
学
び
を
更

に
深
め
る
場
に
も
な
る
。
畠
先
生
は
、
生
徒
が
書
い
た

感
想
に
質
問
を
書
い
て
渡
し
、
答
え
ら
れ
そ
う
な
も
の

を
１
つ
選
ん
で
事
前
に
調
べ
さ
せ
、
面
談
で
簡
単
な
口

頭
試
問
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平

洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
を
選
ん
だ
生
徒
に
は
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
は
何
か
、次
に
何
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
る
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
世
の
中
が
ど
う
変
わ
る
か
と
い
っ
た
質

問
を
し
、「
生
き
た
知
識
」
と
し
て
定
着
さ
せ
る
。

「
生
徒
は
、
予
想
以
上
に
き
ち
ん
と
準
備
を
し
て

か
ら
面
談
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。『
生
徒
の
力
は
こ

の
程
度
だ
ろ
う
』
と
、
教
師
が
生
徒
の
限
界
を
決
め

つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

知
識
が
身
に
付
き
、
生
徒
の
視
野
が
広
げ
ら
れ
て
い

る
と
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
」（
畠
先
生
）

基
礎
学
力
の
定
着
と
表
現
力
の
向
上
に
加
え
、
生
徒

の
視
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
る
。

15
年
度
、
２
年
次
の
「
北
陵
＋
」
で
は
、
学
校
独
自

の
「
語
彙
プ
リ
ン
ト
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
ベ

ネ
ッ
セ
・
朝
日
新
聞
社
共
催
「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」

を
参
考
に
、
語
彙
力
を
育
て
る
独
自
の
学
習
プ
リ
ン
ト

を
学
年
会
で
作
成
し
て
い
る
。こ
の
取
り
組
み
で
は
、

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」「
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
な
ど
、
新
聞
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
よ
く
目
に
す

る
語
句
に
つ
い
て
学
ぶ
。説
明
文
を
読
み
、選
択
肢
か

ら
正
解
だ
と
思
う
語
句
を
選
び
、答
え
合
わ
せ
を
す
る
。

そ
し
て
、間
違
え
た
言
葉
の
説
明
文
を
書
き
写
す
。

「
言
葉
を
知
ら
な
け
れ
ば
小
論
文
や
面
接
で
つ
ま

ず
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
も
理
解
で

き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
社
会
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
言
葉

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
社
会
と
つ
な
が
る
力
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
畠
先
生
）

＊学校資料をそのまま掲載

「北陵α」で使う「面談カード」図

独
自
の「
語ご

彙い

プ
リ
ン
ト
」で

社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
る

教
師
と
の「
ア
ル
フ
ァ
面
談
」で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
向
上
を
図
る
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「
語
彙
・
読
解
力
検
定
」
挑
戦
に
向
け
て
、
自
主
的

に
学
習
す
る
生
徒
も
増
え
た
。進
学
希
望
の
生
徒
に
も
、

就
職
希
望
者
に
負
け
な
い
よ
う
、
今
後
は
積
極
的
に
受

検
を
促
し
て
い
く
予
定
だ
。

ま
た
、
15
年
度
の
２
年
次
に
は
、
就
職
希
望
者
を
対

象
に
、
放
課
後
の
「
就
職
補
習
」
を
実
施
予
定
だ
。
体

育
科
、
工
業
科
、
商
業
科
な
ど
の
教
師
が
講
師
を
務
め
、

Ｓ
Ｐ
Ｉ
な
ど
の
就
職
対
策
の
他
、
新
聞
記
事
を
基
に
デ

ィ
ベ
ー
ト
な
ど
を
行
う
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ニ
ュ

ー
ス
に
書
い
て
あ
っ
た
」「
こ
ん
な
主
張
の
書
籍
を
読

ん
だ
」
な
ど
、
生
徒
と
教
師
が
意
見
を
述
べ
合
い
、「
答

え
の
な
い
問
い
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

「
た
と
え
世
間
話
で
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
友
達

や
教
師
と
一
緒
に
社
会
情
勢
や
社
会
問
題
に
つ
い
て

語
り
合
う
経
験
は
、決
し
て
無
駄
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

新
た
な
視
点
を
得
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
就
職
試
験
で
も
ア
ピ

ー
ル
で
き
、
社
会
で
生
き
抜
い
て
い
け
る
力
を
身
に

付
け
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
畠
先
生
）

こ
こ
３
年
間
の
生
徒
の
成
長
は
著
し
い
。
時
間
を
守

る
よ
う
に
な
り
、
授
業
も
き
ち
ん
と
顔
を
上
げ
て
聞
く

よ
う
に
な
っ
た
。
教
師
と
の
接
し
方
も
、
以
前
は
友
達

口
調
だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
礼
儀
正
し
く
、
敬
語
も
使

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
進
路
を
意
識
し
て
行
動
す
る
生
徒
が
多
く
な
り

ま
し
た
。『
北
陵
α
』
や
教
師
と
の
面
談
で
視
野
を

広
げ
、
社
会
や
大
人
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
自

分
の
将
来
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
」（
別
宗
先
生
）

教
師
の
意
識
も
変
わ
っ
た
。
当
初
、
教
師
全
員
参
加

が
基
本
の
「
北
陵
＋
」「
北
陵
α
」
に
疑
問
を
呈
す
る

声
も
あ
っ
た
が
、
生
徒
が
変
わ
っ
て
い
く
に
連
れ
て
、

教
師
全
員
が
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
更

に
、
新
た
な
活
動
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。
教
師
が
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え
て
指
導
に
当
た
る
こ

と
で
、
効
果
は
更
に
高
ま
る
と
実
感
し
て
い
る
。

今
後
の
課
題
は
一
層
の
学
力
の
向
上
だ
。
ベ
ネ
ッ
セ

の
「
実
力
診
断
テ
ス
ト
」
を
活
用
し
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
）

を
目
安
に
し
た
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
生
徒
全
員

が
Ｃ
ゾ
ー
ン
以
上
へ
の
到
達
を
目
標
に
、
ゾ
ー
ン
別
の

一
覧
表
や
過
年
度
と
の
比
較
な
ど
の
デ
ー
タ
を
教
師
間

で
共
有
し
、
生
徒
に
も
意
識
さ
せ
て
い
る
。

10
年
後
を
見
据
え
た
「
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
」
も
動
き

始
め
た
。
各
分
掌
の
主
任
で
構
成
す
る
組
織
で
、
教
科

学
習
や
資
格
取
得
の
た
め
の
学
び
、進
路
指
導
、
行
事

な
ど
あ
ら
ゆ
る
取
り
組
み
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

「
少
子
化
の
中
、
金
沢
市
内
の
学
校
だ
か
ら
と
慢

心
し
て
い
て
は
、
統
廃
合
の
対
象
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
行
き
た
い
学
校
・
行
か
せ
た
い
学
校
と
、

地
域
か
ら
選
ば
れ
続
け
る
た
め
に
、
生
徒
の
学
力
・

進
路
を
保
証
し
、
生
徒
・
保
護
者
の
満
足
度
を
高
め

る
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」（
中
盛
先
生
）

総合学科で求められる指導とは？

進学・就職の両面で
満足度の高い指導を目指す

２学年主任 畠 洋介
本校に赴任して感じたのは、生徒の自己肯定感の低
さです。普段の雑談では、「こんなに面白いことが言
えるのか」と驚くことがあるのに、自分のことを語ら
せたら、否定的な言葉しか出てきませんでした。自分
に自信が持てないから、将来に対する希望も抱けない。
そして、自分の考えを述べることにもためらいを感じ
てしまう……。自己肯定感を高め、本来の彼らの良さ
を引き出すためにはどうすればよいのか、日々考えな
がら指導に取り組んでいます。
本校の生徒の希望進路は、就職から国公立大進学ま
で多様です。進学については、放課後補習など学力を
伸ばす機会やノウハウがあり、偏差値など学力を測
る指標もあります。一方で、就職については、それら
がありません。２年次で就職補習を始めようとしてい
るのは、就職を目指す生徒に対しても、潜在能力を引
き出す指導をしていかなければならないという思いが
あったからです。
今後は、就職指導の精度を高めるために、就職試験
の合否とＧＴＺの相関を測るデータの収集・作成を検
討しています。データが蓄積されれば、「Ａ社ならＢ
ゾーン以上への到達が必要」など、大学入試の合否判
定予測を行うように就職指導の精度も高まるはずで
す。
就職も進学も学年全体で指導に取り組み、生徒一人
ひとりの希望進路を実現することが、これからの総合
学科にはますます必要になるのではないでしょうか。

生
徒
に
も
Ｇ
Ｔ
Ｚ
を
意
識
さ
せ

更
な
る
学
力
向
上
を
目
指
す

＊ベネッセのテストにおける共通の評価指標。「A1」～「D3」までの12段階がある。
33 June 2015

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/booklet/?id=3778
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After

Before

群
馬
県
立
太
田
高
校
で
は
、
２
年
生

に
対
し
て
進
路
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

「
最
低
で
も
１
校
の
参
加
」
を
促
し
て

い
る
。
そ
の
前
後
で
「
大
学
見
学
実
施

計
画
書
・
報
告
書
」（
上
図
参
照
）
の

作
成
を
生
徒
に
課
し
て
い
る
。
実
施

計
画
書
は
各
自
記
入

し
て
、
７
月
中
旬
ま

で
に
担
任
に
提
出
す

る
。
報
告
書
は
Ｌ
Ｈ

Ｒ
の
時
間
に
、
志
望

大
や
志
望
学
部
の
異

な
る
生
徒
で
グ
ル
ー

プ
を
作
り
報
告
し
合

う
こ
と
で
、
大
学
へ

の
視
野
が
広
が
る
よ

う
活
用
し
て
い
る
。

検
討
会
メ
ン
バ
ー

狙
い
と
機
能

志
望
を
深
め
、
進
路
を
語
り
合
う

雰
囲
気
を
ク
ラ
ス
に
醸
成
し
た
い

群馬県立太田高校・新井高広先生
オープンキャンパス前後に記入する・２年生「大学見学実施計画書・報告書」

大学見学実施計画書
２年 組 番 氏名

①志望大学
第１ 大学 学部 学科
第２ 大学 学部 学科
第３ 大学 学部 学科

③ 目的（選んだ理由や見どころ、確かめどころなど明記）

②見学先
大学 学部 学科

所在地
実施日 年 月 日 曜日

経路（鉄道路線など）

行程
自宅発 大学着
大学発 自宅着

同行者 無 有 保護者・友人（下に氏名と学籍番号を書く）
氏名 （ ） 氏名 （ ）
氏名 （ ） 氏名 （ ）

大学見学報告書
２年 組 番 氏名

② 大学の印象（見たり聞いたりしたりことから感じたこと）

③ 大学の特徴（訪問してわかったり、あとから調べて得た知識）

④大学見学の反省・感想・大学受験への決意など

① 見学先

大学 学部 学科

２
年
生
・
夏
休
み
前
後

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ンパス
指
導
ツ
ー
ル

自
校
の
指
導
ツ
ー
ル
を
他
校
の
教
師
と
共
に
検
討
し
、
各
校
の
生
徒
特
性
に
合
っ
た
形
へ
改
善
を
図
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
は
、
志
望
を
掘
り
下
げ
た
り
、
進
路
意
識
を
広
げ
た
り
す
る
た
め
の
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
指
導
ツ
ー
ル
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
３
学
年
担
任
。

生
徒
会
部
。
商
業
科
。「
自
分
へ
の
自
信
と
、
母
校
へ
の
誇

り
を
持
っ
た
、
社
会
に
愛
さ
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
２
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
。
理
科
。「『
為な

せ
ば
成
る
』
の
信
条
の
下
、

夢
に
向
か
っ
て
挑
戦
し
続
け
る
タ
フ
な
生
徒
を
育
て
た
い
」

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。
３
学
年
担
任
。

進
路
指
導
部
。
数
学
科
。「
正
し
い
道
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、

選
ん
だ
道
を
正
し
い
も
の
に
出
来
る
生
徒
を
育
て
た
い
」

愛
知
県
立

東
海
商
業
高
校

新
美
廣
勝

に
い
み
・
ひ
ろ
か
つ

大
分
県
立

中
津
南
高
校

遠
藤
源
治

え
ん
ど
う
・
げ
ん
じ

群
馬
県
立

太
田
高
校

新
井
高
広

あ
ら
い
・
た
か
ひ
ろ

改良！指導ツール

実施計画書では、見学先までの
アクセス、見学先として選んだ
理由、見どころや確認したいと
ころを書かせる。担任は、それ
ぞれの生徒がどこの大学に見学
に行く予定かをチェックする。

報告書では、実際に行って感じた大学の印
象、分かったこと、大学見学の反省と受験
に向けた決意を書かせる。報告書は文理別
に冊子化し、２年生が自由に閲覧できるよ
うにしている。印象的な生徒のコメントを
抜粋し、プリントにまとめ、次年度の２年
生向けの資料としている。
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検討

Before After

新
井

生
徒
に
は
複
数
の

大
学
に
見
学
に
行
く
よ
う

に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

宿
題
の
よ
う
な
感
覚
で
臨
み
、
本
来
の
志

望
と
は
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
気
楽

に
行
け
る
地
元
大
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
（
以
下
、
Ｏ
Ｃ
）
で
済
ま
せ
て
し
ま
う

生
徒
も
い
ま
す
。
部
活
動
と
の
兼
ね
合
い

で
志
望
大
の
Ｏ
Ｃ
に
、
ど
う
し
て
も
参
加

で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、「
大

学
は
ど
こ
も
同
じ
だ
か
ら
、
志
望
大
ま
で

わ
ざ
わ
ざ
足
を
運
ぶ
ま
で
も
な
い
」「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
分
か
る
」
と

誤
解
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
。

遠
藤

本
校
も
Ｏ
Ｃ
参
加

前
後
で
生
徒
に
指
導
し
て

い
ま
す
が
、
事
前
指
導
で

は
学
部
・
学
科
調
べ
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。
研
究
内
容
や
取
得
可
能
な
資
格
、
卒

業
後
の
進
路
な
ど
を
調
べ
、「
実
際
に
自
分

の
目
で
確
認
し
よ
う
」
と
大
学
見
学
の
目

的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。
た

だ
、研
究
内
容
に
つ
い
て
は
、大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で
は
十
分
に
理
解
で
き
な

い
生
徒
も
い
る
の
で
、
改
善
の
余
地
は
あ

り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
事
後
に
は
、
学
年

全
体
で
報
告
書
の
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

新
美

大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
研
究
内
容
を

知
る
１
つ
の
情
報
源
で
す

が
、
高
校
２
年
生
に
と
っ
て
は
難
解
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
短
大
や
専

門
学
校
の
Ｏ
Ｃ
に
参
加
す
る
生
徒
も
多
い

の
で
す
が
、事
前
学
習
で
は
、大
学
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
、
学
生
に
よ
る
ゼ
ミ

紹
介
な
ど
、
大
学
生
の
声
を
読
ん
で
お
く

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

遠
藤

３
年
生
の
担
任
を
経
験
し
て
分

か
っ
た
の
は
、
Ｏ
Ｃ
が
き
っ
か
け
で
志
望

大
を
決
め
る
生
徒
が
多
く
、
Ｏ
Ｃ
が
生
徒

に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要
な
機
会
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
半
面
、
難
関
大
に
合

格
で
き
る
潜
在
能
力
を
持
っ
た
生
徒
が
、

他
大
の
Ｏ
Ｃ
へ
行
っ
た
こ
と
で
、
比
較
す

る
こ
と
な
く
狭
い
視
野
で
志
望
大
を
決
め

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
受
験
ま

で
ま
だ
時
間
の
あ
る
２
年
生
の
夏
と
い
う

タ
イ
ミ
ン
グ
だ
か
ら
こ
そ
、
興
味
・
関
心

と
学
力
に
合
っ
た
大
学
の
Ｏ
Ｃ
に
参
加
さ

せ
た
い
で
す
。

新
美

自
分
の
志
望
を
見
極
め
る
に
は
、

複
数
の
進
路
を
比
較
す
る
こ
と
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
本
学
で
は
、
必
ず
３
校
は
見
学

す
る
よ
う
に
指
導
し
、
見
学
先
で
も
ら
っ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
学
校
に
持
っ
て
こ
さ

せ
ま
す
。
進
学
に
し
ろ
、
就
職
に
し
ろ
、

生
徒
に
は
強
い
志
望
理
由
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、複
数
の
進
路
を
比
較
し
、

「
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
」
を
見
つ
け
さ

せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

新
井

事
前
学
習
で
、
大
学
は
ど
こ
も
同

じ
で
は
な
い
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
大
学
見

学
の
狙
い
を
明
確
に
伝
え
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
も
、
複
数
の
進
路
を
比
較
す

る
こ
と
を
前
提
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

課題と解決策

「
大
学
は
ど
こ
も
同
じ
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と

を
実
感
で
き
る
事
前
学
習
を
実
施
す
る

複
数
の
進
路
を
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る
Ｏ
Ｃ
の
事

前
・
事
後
学
習
と
す
る

Ｏ
Ｃ
で
志
望
大
を
固
め
る
生
徒
が
多
い
こ
と
を
念
頭

に
置
き
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
と
学
力
に
合
っ
た
大

学
を
見
学
す
る
よ
う
に
勧
め
る

検討会で明らかになった課題を踏まえ
２年生「大学見学実施計画書・報告書」を改良！

次ページで紹介します。

改良！指導ツール

123

「
こ
こ
に
し
か
な
い
も
の
」
を
見
つ
け
る
に
は

比
較
さ
せ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い

群
馬
県
立
太
田
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
男
子
校
／
１
学
年
約

２
８
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
東
京
大
、
東
北
大
、
群
馬
大
な
ど
に

１
６
６
人
が
合
格
。私
立
大
は
、慶
應
義
塾
大
、東
京

理
科
大
、早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
６
９
人
が
合
格
。

愛
知
県
立
東
海
商
業
高
校

◎
全
日
制 

／
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
情
報
科
（
１
年

次
は
両
科
共
通
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
２
年
次
よ
り
分

か
れ
る
）
／
共
学
／
１
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
４
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）
／
４
年

制
大
進
学
30
人
、
短
大
進
学
11
人
、
専
門
学
校
進
学

65
人
、
就
職
１
６
９
人
。

大
分
県
立
中
津
南
高
校

◎
全
日
制 

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
０
０

人◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国

公
立
大
は
、
大
阪
大
、
九
州
大
、
大
分
大
な
ど
に

１
３
８
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早

稲
田
大
、同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
４
９
人
が
合
格
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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大
学
見
学
実
施
計
画
書
と
報
告
書
の

２
種
類
に
分
け
る
ス
タ
イ
ル
か
ら
、「
大

学
別
報
告
書
」
と
「
ま
と
め
シ
ー
ト
」

か
ら
成
る
ス
タ
イ
ル
に
変
更
し
た
。
大

学
別
報
告
書
は
、
従
来
の
実
施
計
画
書

と
、
事
後
に
書
く
報
告
書
の
要
素
を
受

け
継
い
で
お
り
、
１
枚
の
用
紙
で
Ｏ
Ｃ

参
加
前
と
後
で
の
自
分
の
志
望
の
変
化

を
整
理
、
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

複
数
の
Ｏ
Ｃ
に
参
加
し
た
場
合
、
そ
の

数
だ
け
大
学
別
報
告
書
を
作
成
し
、
１

大
学
し
か
Ｏ
Ｃ
に
参
加
で
き
な
い
場
合

は
、
同
じ
大
学
の
異
な
る
学
部
・
学
科

で
報
告
書
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進

路
を
比
較
す
る
。
大
学
別
報
告
書
は
、

生
徒
自
身
が
Ｏ
Ｃ
の
成
果
と
今
後
の
進

路
学
習
の
課
題
を
振
り
返
る
も
の
で
あ

り
、
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
も

可
能
だ
。

ま
と
め
シ
ー
ト
に
は
、
複
数
の
進
路

を
比
較
し
て
分
か
っ
た
自
分
の
進
路
へ

の
こ
だ
わ
り
や
今
の
時
点
で
の
不
安
な

ど
を
記
入
さ
せ
、
担
任
と
の
個
人
面
談

の
材
料
と
す
る
。担
任
は
、ま
と
め
シ
ー

ト
の
内
容
を
参
考
に
面
談
の
順
番
や
時

間
配
分
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
更
に

ま
と
め
シ
ー
ト
か
ら
ク
ラ
ス
共
通
の
課

題
が
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
、
Ｌ
Ｈ
Ｒ
な
ど

に
お
け
る
進
路
指
導

の
強
化
ポ
イ
ン
ト
を

把
握
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

改
訂
後
の
狙
い
と
機
能

異
な
る
大
学
・
学
部
を
理
解
す
る
機
能
と
、

進
路
観
を
内
省
す
る
機
能
と
に
分
け
る

２年生「大学見学実施計画書・報告書」改訂版

大学別報告書 ２年 組 番 氏名

大学・学部・学科名

テーマ
大学案内や

ホームページを調べて、
魅力に感じるところ

教授や大学生に
聞いてみたいこと

オープンキャンパスで
実際に確認できたこと

テーマで更に知りたい
ことや、分からなくて
困っていること

アドミッション
ポリシーや
教育方針、

育てたい人材像

研究内容、
学べること

取得できる資格

大学卒業後の
進路

オープンキャンパスで「驚いた！」「楽しかった！」シーン オープンキャンパスで「予想と違った」
「もっとこんな準備をしておけばよかった」などの反省

ＯＣの前に記入 ＯＣの後に記入

大学別報告書 まとめシート

２年 組 番 氏名

オープンキャンパスや事前・事後の大学調べを通して分かったこと、気付いたこと

●大学別報告書を作成した大学
ＯＣ実施日 大学・学部・学科名 志望順位

月 日 大学 学部 学科 位

月 日 大学 学部 学科 位

月 日 大学 学部 学科 位

※第１志望大の報告書を作成できなかった場合は、下に第１志望大を記入すること

第１志望

研究内容や学べる内容で、一番重視したいこと、こだわり 今回見学したり調べたりした大学で、
物足りなさや不足を感じていること

アドミッションポリシーや教育方針、育てたい人材像の中で、一
番重視したいこと、こだわり

今回見学したり調べたりした大学で、
物足りなさや不足を感じていること

学部卒業後の進路、取得できる資格、一番重視したいこと、こ
だわり

今回見学したり調べたりした大学で、
物足りなさや不足を感じていること

オープンキャンパス参加による第１志望大への変化 ＜あった・なかった＞ ←当てはまる方に○を
その理由

第１志望大合格に向けて、高２後半から何をどのように頑張るか

複数の大学・学部・学科を調べた上で、
ＯＣに参加して気付いたことや不足に
感じたことをまとめるシート。大学に
ついての理解を深め、自分の進路観に
どんな変化が生じたかを内省させる。

事前に見学先の大学で学べ
ることを調べ、ＯＣで確認
し、報告書として完成させ
る。今回の検討会で先生方
から出た「大学生や教授に
質問させる」「アドミッショ
ンポリシーを意識した大学
見学に」「予想と違ったこ
とも書かせたい」といった
アイデアも盛り込んだ。

このマークのある図版は、加工可能なデータとして、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト（http://berd.benese.jp）からダウンロードできます。
「HOME →教育情報→高校向け→生徒指導・進路指導ツール集」でご覧ください。
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活用

Before After

新
井
志
望
大
選
択
で
は

学
べ
る
内
容
を
十
分
検
討

す
る
よ
う
、
１
つ
の
大
学

の
異
な
る
学
部
・
学
科
で
も
構
わ
な
い
の

で
、
複
数
の
進
路
の
研
究
内
容
を
「
大
学

別
報
告
書
」
で
比
較
さ
せ
た
い
で
す
。
大

学
の
研
究
内
容
は
高
校
生
に
と
っ
て
は

難
解
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
難
関
大

の
理
系
学
部
か
ら
大
学
院
進
学
を
志
望

す
る
生
徒
も
多
い
本
校
で
は
、「
よ
く
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
面
白
そ
う
」
と
い
う

知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ
ら
れ
る
感
覚
を
大

切
に
し
た
い
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

は
教
授
や
大
学
生
に
聞
い
て
く
る
と
い

う
気
持
ち
で
臨
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

遠
藤
部
活
動
な
ど
の
事

情
で
１
大
学
し
か
見
学
に

行
け
な
い
生
徒
に
も
、「
同

じ
大
学
内
で
、
複
数
の
学
部
・
学
科
を
比

較
し
て
み
れ
ば
、
第
１
志
望
の
学
部
・
学

科
の
魅
力
が
は
っ
き
り
す
る
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
で
き
ま
す
ね
。
ま
た
、
事
前
に
教

授
や
大
学
生
へ
の
質
問
項
目
を
考
え
さ

せ
る
こ
と
で
、
単
な
る
見
学
で
満
足
す

る
の
で
は
な
く
、「
疑
問
点
を
確
認
し
に

行
く
」「
Ｏ
Ｃ
参
加
前
後
で
、
大
学
へ
の

印
象
の
変
化
を
内
省
す
る
」
と
い
う
ス

タ
ン
ス
が
大
切
な
の
だ
と
生
徒
に
周
知

し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

新
美

Ｏ
Ｃ
で
の
体
験
が

印
象
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
生
徒
に
冷
静
な
振
り

返
り
を
促
す
事
後
面
談
は
重
要
で
す
。
本

校
に
は
、
早
々
に
志
望
先
を
固
め
て
し

ま
う
生
徒
も
い
れ
ば
、「
自
分
の
学
力
で

は
大
学
の
講
義
に
付

い
て
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
」
と
不
安

を
抱
く
生
徒
も
い
ま

す
。
Ｏ
Ｃ
で
得
た
気

付
き
や
不
安
を
「
ま
と

め
シ
ー
ト
」に
書
か
せ
、

そ
れ
を
基
に
担
任
が

面
談
を
行
い
、
生
徒
の

思
考
を
整
理
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。「
君

の
興
味
に
合
っ
た
研

究
は
、
こ
の
大
学
で

も
出
来
る
か
ら
、
調
べ
て
み
て
は
ど
う

か
な
」
と
面
談
で
生
徒
の
視
野
を
更
に

広
げ
、
悩
ま
せ
た
い
で
す
ね
。

新
井
「
大
学
別
報
告
書
」
は
調
べ
学
習

の
成
果
と
し
て
、
ク
ラ
ス
内
で
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
、「
ま
と
め
シ
ー
ト
」
は

担
任
と
の
面
談
資
料
に
使
う
と
い
う
位

置
付
け
が
良
さ
そ
う
で
す
ね
。

遠
藤

新
井
先
生
の
学
校
で
は
、
既
に

昨
年
度
か
ら
Ｏ
Ｃ
に
参
加
し
た
生
徒
の

コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
し
た
プ
リ
ン
ト
を
、

次
の
２
年
生
に
配
布
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
が
、
先
輩
の
体
験
談
か
ら
Ｏ
Ｃ

の
大
切
さ
が
理
解
で
き
、
事
前
学
習
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
め
ら
れ
る
良
い

ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い
ま
し
た
。

新
美

遠
藤
先
生
の
学
校
で
は
Ｏ
Ｃ
参

加
報
告
書
の
発
表
会
は
、
２
学
年
全
体

の
行
事
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
に
１
年

生
も
参
加
さ
せ
れ
ば
、
２
年
生
か
ら
の

大
学
研
究
へ
の
期
待
を
高
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
輩
か
ら
直

に
Ｏ
Ｃ
で
の
気
付
き
や
ハ
プ
ニ
ン
グ
を

聞
け
ば
、「
し
っ
か
り
準
備
し
て
見
学
に

行
こ
う
」
と
い
う
気
に
な
る
は
ず
で
す
。

新
井

Ｏ
Ｃ
で
の
体
験
を
語
り
合
う
場

を
設
け
る
こ
と
で
、
大
学
の
こ
と
を
気

軽
に
話
せ
る
雰
囲
気
を
校
内
に
醸
成
し

た
い
で
す
ね
。
今
日
の
検
討
結
果
を
、

進
路
指
導
部
で
共
有
し
た
い
で
す
。

Ｂ大学
報告書

まとめ
シート

Ａ大学
報告書

Ｃ大学
報告書

ク
ラ
ス
報
告
会

な
ど
で
使
用

担
任
と
の
面
談

で
使
用

異
な
る
進
路
を
多
角
的
に
比
較
さ
せ
、

十
分
な
内
省
を
経
て
面
談
へ
と
つ
な
げ
る

活用の流れ

改良！指導ツール

ＯＣ前に研究内容を中心に見どころや質問事項を書き、Ｏ
Ｃ後に分かったことを書くことで大学別の報告書を完成さ
せる。ＯＣを経て自分の志望に生じた変化や迷っているこ
となどは、「まとめシート」に記入し、担任との面談に臨む。
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香
山

文
部
科
学
省
が
高
校
教
育
改
革
、
大
学
教
育
改

革
、
大
学
入
試
改
革
の
三
位
一
体
の
改
革
を
打
ち
出
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
私
は
基
本
的
に
は
賛
成
で
す
。

日
本
で
も
、
課
題
解
決
力
を
持
ち
、
自
律
的
に
活
動

で
き
る
若
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
改
革
が
必
要
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
教
育
関
係
者
が
共
通
に

認
識
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
改
革
は
、
手
順
を
踏
ん
で
進
め

て
い
か
な
い
と
、
現
場
の
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
っ
て
導
入
が
予

定
さ
れ
て
い
る
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
で
は
、「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の

能
力
を
中
心
に
評
価
」
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
現
行
課

程
で
も
、
学
力
の
３
要
素
の
１
つ
と
し
て
、
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
む
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
ア
ク

O
p
in

io
n

東
京
都
立
西
高
校
校
長

宮
本
久ひ

さ

也や

岡
山
県
立
和わ

気け

閑し
ず

谷た
に

高
校
校
長

香こ

う

山や

ま

真
一

文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
５
年
１
月
、
高
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
試
の
一
体
的
な
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、

「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向
け
た

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
。

「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
」
の
委
員
に
は
、
現
場
の
公
立
高
校
を
代
表
し
て
２
人
の
校
長
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

そ
の
２
人
に
、
実
行
プ
ラ
ン
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
、
話
を
聞
い
た
。

実
行
プ
ラ
ン
が
示
し
た
日
程
に

高
校
現
場
は
対
応
で
き
る
か
？

を
考
え
る

教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」

の
狙
い
と
内
容

◎
中
央
教
育
審
議
会
は
２
０
１
４
年
12
月
、「
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た
高

等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
一

体
的
改
革
に
つ
い
て（
答
申
）」を
提
出
。こ
れ
を
受
け
、

文
部
科
学
省
は
15
年
１
月
、「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
改
革
へ
の
道
筋
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
示
し
た
。
本
プ
ラ
ン
の
狙
い
は
、
高
校
教
育
、

大
学
教
育
、
大
学
入
試
を
一
体
的
に
改
革
し
、「
知
識
・

技
能
」
の
み
な
ら
ず
、「
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
、

自
ら
課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
し
、

成
果
等
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
等
の
能
力
」
と
い
っ
た
真
の
学
力
を
育

成
・
評
価
す
る
た
め
の
体
制
の
構
築
に
あ
る
。
高
校

教
育
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
学
習

指
導
要
領
の
抜
本
的
な
見
直
し
や
、
主
体
的
・
協
働

的
な
学
び
を
重
視
し
た
教
育
の
展
開
、
大
学
教
育
に

つ
い
て
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
や

Ｓ
Ｄ
の
義
務
化
な
ど
に
よ
る
大
学
教
育
の
質
的
転
換
、

学
生
の
学
修
成
果
の
把
握
・
評
価
の
推
進
な
ど
が
あ

る
。
高
校
教
育
の
質
の
維
持
・
向
上
、
及
び
生
徒
の

学
習
改
善
を
目
的
と
し
た
「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ

ス
ト
（
仮
称
）」
や
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
大
学

進
学
希
望
者
の
学
力
を
測
る
「
大
学
入
学
希
望
者
学

力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
導
入
も
打
ち
出
さ
れ
た
。

「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」を

高
校
現
場
は
ど
う
考
え
る
か
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テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
取
り
組
む
高
校
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
力
を
ど
の
よ
う
に

生
徒
に
付
け
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
試
行
段
階

で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
、
高
校
現
場
が
生
徒
の
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
を
育
む
た
め
の
手
法
を
確
立

し
、
そ
の
手
法
を
普
及
さ
せ
た
上
で
、「
大
学
入
学
希

望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
を
導
入
す
る
の
が
、

本
来
の
手
順
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
国
は
２
０
２
０
年
度
導
入
を
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
」
に

お
い
て
、
私
は
高
校
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
委
員
と
し

て
、
高
校
側
の
要
望
を
伝
え
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
20
年
度
か
ら
の
実
施
が
決
定
さ
れ
た
場
合
、
高
校
は

そ
の
日
程
に
合
わ
せ
た
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

宮
本

香
山
先
生
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
行
課
程
で

も
思
考
力
や
判
断
力
な
ど
の
育
成
を
目
指
す
こ
と
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
段
階
的
な
も
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
大
学
入
試
も
、
現
行
課
程
で
目
指
す
学
力
を
、

生
徒
が
き
ち
ん
と
身
に
付
け
て
い
る
か
ど
う
か
を
測
る

も
の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次
期

学
習
指
導
要
領
が
、
本
格
的
に
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
等
を
養
う
こ
と
を
中
心
に
据
え
た
内
容
に
な
っ
た

時
に
、
大
学
入
試
も
そ
れ
に
沿
っ
た
も
の
に
変
え
て
い

く
。
そ
う
し
た
段
階
を
踏
ん
で
、
改
革
を
進
め
る
べ
き

で
す
。

と
こ
ろ
が
、「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト

（
仮
称
）」
を
20
年
度
か
ら
実
施
し
た
場
合
、
現
行
課
程

の
半
ば
で
新
し
い
形
態
の
入
試
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、「
今
の
学
習
指
導
要
領
で

付
け
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
力
」
と
「
大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
で
求
め
ら
れ
る
力
」
と

の
間
に
、
不
整
合
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不

安
が
あ
り
ま
す
。

も
う
１
つ
の
危
惧
は
、
大
学
入
試
改
革
自
体
は
よ
し

と
し
て
、
大
学
側
が
そ
れ
に
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
で
す
。「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」で
は
、

各
大
学
が
実
施
す
る
個
別
入
試
に
つ
い
て
も
、
知
識
や

技
能
だ
け
を
測
る
試
験
で
は
な
く
、「
多
面
的
・
総
合

的
な
評
価
へ
の
転
換
を
図
る
」
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
「
一
般
入
試
、
推
薦
入
試
、
Ａ
Ｏ
入

試
の
区
分
を
廃
止
し
た
新
た
な
ル
ー
ル
を
構
築
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ａ
Ｏ
入
試
で
行
わ
れ
て
い
る

小
論
文
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
集
団
討
論
な
ど
の

試
験
を
通
じ
て
、
受
験
生
の
学
力
を
評
価
す
る
入
試
形

式
を
、
今
後
は
標
準
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
入
試
で
は
、
受
験
生
一
人
ひ
と

り
の
学
力
を
丁
寧
に
見
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
時

間
が
掛
か
り
ま
す
し
、
人
的
な
パ
ワ
ー
も
必
要
で
す
。

私
を
含
め
て
多
く
の
高
校
の
先
生
方
は
、「
本
当
に
大

学
は
そ
う
し
た
入
試
を
全
面
的
に
実
施
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。「
Ａ
大
学
は

多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る
入
試
に
転
換
し
た
が
、

Ｂ
大
学
で
は
従
来
の
ま
ま
」
と
い
う
の
で
は
、
高
校
は

対
応
に
苦
慮
し
て
し
ま
い
ま
す
。

東京都立西高校校長

宮本久也
みやもと・ひさや

◎教職歴 36年。同校に赴任して４
年目。東京都教育庁指導部指導企
画課長等を経て、現職。

岡山県立和
わ

気
け

閑
しず

谷
たに

高校校長

香山真一
こうやま・しんいち
◎教職歴 34年。同校に赴任して３
年目。岡山県立岡山操山高校教諭
等を経て、現職。
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香
山

私
も
、
大
学
が
多
面
的
・
総
合
的
に
評
価
す
る

入
試
を
全
面
的
に
導
入
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
全
体
の
入
学
定
員
の
30
〜
50
％
に
と
ど
ま
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
す
る
と
、
多
面
的
・
総
合
的
に

評
価
す
る
入
試
と
、
従
来
の
一
般
入
試
的
な
入
試
の
ど

ち
ら
で
生
徒
が
受
験
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
高
校
は
授
業
の
デ
ザ
イ
ン
を
変

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
（
仮

称
）」
で
は
、
通
常
の
「
教
科
型
」
の
問
題
に
加
え
て
、

「
合
教
科
型
」
や
「
総
合
型
」
で
の
出
題
も
検
討
事
項

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
問
題
内
容
は
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
例
え
ば
、
統
計
や
グ
ラ
フ
に
示
さ

れ
た
数
値
を
見
な
が
ら
、
日
本
語
や
英
語
で
文
章
を
書

く
と
い
う
よ
う
に
、
各
教
科
で
培
っ
て
き
た
知
識
・
技

能
を
総
合
的
に
活
用
す
る
力
が
求
め
ら
れ
る
出
題
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
知
識
・
技
能
を
横
断
的
に
活

用
し
な
が
ら
課
題
を
解
決
し
て
い
く
力
を
身
に
付
け
る

た
め
に
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
ど
う
活
用

す
る
か
が
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宮
本
「
多
面
的
・
総
合
的
な
評
価
」
や
「
知
識
・
技

能
の
活
用
力
」
を
問
う
入
試
に
対
応
で
き
る
学
力
を
生

徒
に
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
授
業
で
言
語
活
動

を
行
う
場
面
を
意
識
的
に
組
み
込
む
こ
と
が
大
切
で
す

ね
。
本
校
で
も
、
数
学
の
授
業
に
お
い
て
、
生
徒
同
士

で
小
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
話
し
合
い
な
が
ら
問
題
を
解

き
、
そ
の
解
答
を
全
体
発
表
さ
せ
る
と
い
っ
た
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
言
語
活
動
は
、
数
学
で
も
英
語
で
も

保
健
体
育
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
教
科
で
取
り
入
れ
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
多
く
の
教
師
は
、
従
来
の
授
業
デ
ザ
イ
ン

や
指
導
法
か
ら
な
か
な
か
抜
け
出
せ
て
い
ま
せ
ん
。
先

進
校
の
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
学
校
全
体
と

し
て
授
業
改
善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

宮
本
「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ
ン
」
で
は
、
高
校

で
の
学
習
の
達
成
度
を
測
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
高

等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
導
入
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
生
徒
が
自

分
の
学
習
の
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
て
学
習
改
善
に

役
立
て
た
り
、
教
師
が
テ
ス
ト
の
結
果
を
分
析
し
て
指

導
改
善
に
生
か
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
出
来
る
な
ら

ば
、非
常
に
意
味
の
あ
る
テ
ス
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
心
配
な
の
は
、「
高
大
接
続
改
革
実
行
プ
ラ

ン
」
で
、
大
学
は
入
試
の
際
、
調
査
書
に
「
高
等
学
校

基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
の
結
果
記
入
欄
を
設
け

る
な
ど
し
て
、
テ
ス
ト
の
結
果
を
選
抜
の
資
料
に
用
い

る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
実
施
時
期
や
学
年
に
つ
い
て
は
、
２
年
生
の

夏
か
ら
秋
以
降
に
複
数
回
実
施
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
も
し
テ
ス
ト
の
結
果
が
入
学
者
選
抜
の
資

料
に
用
い
ら
れ
る
と
な
れ
ば
、
そ
れ
は
実
質
的
な
入
試

の
前
倒
し
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
教
師

も
生
徒
も
、
試
験
対
策
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
２
年

生
の
２
学
期
は
、
生
徒
が
文
化
祭
な
ど
の
学
校
行
事
に

打
ち
込
み
、
部
活
動
で
は
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

す
る
な
ど
、
高
校
生
活
が
最
も
充
実
す
る
時
期
で
す
。

生
徒
は
授
業
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い
様
々
な
経
験
を
し

ま
す
。
そ
の
貴
重
な
時
期
が
、
試
験
対
策
一
色
で
潰
さ

れ
て
し
ま
う
と
な
れ
ば
、
高
校
教
育
全
体
を
ゆ
が
め
て

「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト（
仮
称
）」の

可
能
性
と
危
う
さ

授
業
デ
ザ
イ
ン
の
変
更
が

求
め
ら
れ
て
い
る
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し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
「
高
等

学
校
基
礎
学
力
テ
ス
ト
（
仮
称
）」
は
、
あ
く
ま
で
も

生
徒
の
そ
の
時
点
で
の
学
習
の
達
成
度
を
測
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
と
す
る
べ
き
で
す
。

香
山

同
感
で
す
。私
は「
高
等
学
校
基
礎
学
力
テ
ス

ト（
仮
称
）」
は
、小
・
中
学
校
段
階
の
基
本
的
な
問
題

か
ら
難
度
の
高
い
問
題
ま
で
、
出
題
の
範
囲
を
広
げ
る

こ
と
で
、
ど
の
学
力
層
の
生
徒
が
受
け
て
も
、
今
後
の

学
習
の
目
安
に
な
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。そ
し
て
、テ
ス
ト
を
受
け
た
結
果
、「
自
分
は

中
学
２
年
生
の
時
の
こ
の
単
元
で
つ
ま
ず
い
た
か
ら
数

学
が
苦
手
に
な
っ
た
ん
だ
な
」
と
い
っ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
れ
ば
、
教
師
も
生
徒
も
今
後
の
手
立
て
が
見
え

て
き
ま
す
。何
に
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
か
に
気
付
か
せ
、

学
習
改
善
に
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
活
用
で
き

れ
ば
、学
習
に
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
生
徒
に
と
っ
て
、

学
ぶ
喜
び
を
取
り
戻
す
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
も
、
こ
の
テ
ス
ト
を
進
学
時
や
就
職
時
の
選
抜

の
資
料
と
し
て
用
い
て
ほ
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宮
本

最
後
に
、
三
位
一
体
の
改
革
の
柱
の
１
つ
で
あ

る
大
学
教
育
改
革
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
校
の
生
徒
を

見
て
い
る
と
、
昔
の
高
校
生
と
比
べ
て
、
非
常
に
厳
し

く
大
学
を
評
価
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。「
大
学
に
さ

え
合
格
す
れ
ば
、
そ
の
先
の
人
生
は
何
と
か
な
る
」
と

考
え
て
い
る
生
徒
は
わ
ず
か
で
、「
こ
の
大
学
や
学
部

は
、
自
分
に
ど
の
よ
う
な
力
を
付
け
さ
せ
て
く
れ
る
の

か
」
と
い
う
視
点
で
志
望
校
を
選
ん
で
い
ま
す
。
進
学

す
る
だ
け
の
価
値
が
あ
る
と
判
断
し
た
大
学
は
受
験
し

ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
大
学
は
、
初
め
か
ら
受
験
対

象
か
ら
外
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
併
願
校
数
は
と

て
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
意
識
の
変
化

は
、
本
校
の
生
徒
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
全
国
的

な
傾
向
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
大
学
側
も
う
か
う
か
と
し
て
は
い
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
大
学
に
教
育
の
質
的
転
換
を
促
す
た

め
に
は
、
生
徒
を
大
学
に
送
り
出
す
高
校
現
場
や
生
徒

自
身
が
、
大
学
の
教
育
の
質
を
厳
し
く
問
う
こ
と
が
、

非
常
に
有
効
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

香
山

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が
入
学
し
た
い
大
学
が

国
内
に
な
け
れ
ば
、
海
外
の
大
学
を
選
択
す
る
と
い
う

時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の
大
学
は
、
ど
こ
も
強

い
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
重
要
な
こ
と

は
、高
校
と
大
学
が
同
じ
問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、

生
徒
や
学
生
の
育
成
に
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

す
。
そ
う
し
た
動
き
が
全
国
の
高
校
と
大
学
に
広
が
っ

て
い
け
ば
、
日
本
の
教
育
は
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
教
育
改
革
を
進
め
る
際
に
は
、
教
育
に
お
け

る
不
易
の
部
分
に
立
ち
戻
り
、
育
て
た
い
生
徒
像
、
学

生
像
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
大
切
に
な
る
と
思
い
ま

す
。『
論
語
』
の
中
に
「
学
び
て
思
わ
ざ
れ
ば
則す

な
わ

ち
罔く

ら

し
。
思
い
て
学
ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆あ

や
う
し
」
と
い
う
章
句
が

あ
り
ま
す
。「
学
ん
で
も
自
分
で
考
え
る
こ
と
を
し
な

け
れ
ば
、
他
人
の
意
見
に
絡
め
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
い
く
ら
自
分
で
考
え
て
も
、
学
ぶ
こ

と
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
て
は
危
険
で
あ
る
」
と
い
っ

た
意
味
で
す
。
主
体
性
を
持
っ
て
自
分
で
考
え
る
こ
と

と
、
知
識
・
技
能
を
得
る
こ
と
の
両
方
が
重
要
で
あ
る

と
説
い
た
言
葉
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

必
要
と
さ
れ
る
学
力
と
は
、
実
は
孔
子
の
時
代
か
ら
重

視
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
の
で
す
。
だ
か
ら
私
は
、
今
回

の
教
育
改
革
で
は
、
全
く
新
し
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

宮
本

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
教
育
が

培
っ
て
き
た
集
団
教
育
は
今
後
も
有
効
だ
と
、
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
高
校
現
場
の
場
合
、
様
々
な
資
質

や
性
格
を
持
つ
生
徒
が
、
３
年
間
、
同
じ
教
室
で
学
び

ま
す
。
そ
う
し
た
集
団
の
中
で
、
他
者
と
協
力
し
な
が

ら
物
事
を
成
し
遂
げ
て
い
く
力
や
、
相
手
を
尊
重
し
な

が
ら
自
分
の
意
見
を
相
手
に
伝
え
て
い
く
力
な
ど
を
身

に
付
け
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
教
育
改
革
で
は
、「
主

体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
喜
び
や
糧
を
得
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
す

る
こ
と
」
が
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
ま
さ
に
高
校
の
教
室
は
、
こ
れ
ま
で
も
今
後
も
、

そ
う
し
た
力
を
養
う
場
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

香
山
先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
教
育
改
革
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
特
別
に
身
構
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

原
点
に
立
ち
戻
っ
て
、
学
校
の
普
遍
的
な
役
割
や
育
て

た
い
生
徒
像
を
考
え
れ
ば
、
や
る
べ
き
こ
と
が
見
え
て

く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

Opinion
を 考える 教育オピニオン

高
校
と
大
学
が
連
携
し
て

生
徒
、
学
生
を
育
ん
で
い
く
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無機材料化学

エネルギー学

材料化学

固体化学

 

未来をつくる大学 の研究室
最先端の研究を大学の先生が誌上講義！

56

発火の恐れがなく、品質を長く維持でき、更にガソリンに匹敵するエネルギーを保持させられる可能性

もあるというように、「全固体二次電池」はまるで夢のような機能を備えている。全固体二次電池の開

発は難しく、以前はＳＦの世界でしか実現できないと考えられていたが、近年、日本で研究が急速に進み、

実用化の一歩手前まで至った。これを可能にした無機材料化学の第一人者である大阪府立大大学院工

学研究科の辰巳砂昌弘教授に、最新の研究とその成果を聞いた。

大学院生の
主な出身分野

◎社会で求められている
新しい物質をつくり出す
学問。そのため化学の知
見をものづくりに生かす
応用化学や工業化学を学
んできた学生が多い。

研究成果と
社会のかかわり

◎充電できない全固体一
次電池は、心臓ペースメ
ーカーで実用化されてい
る。充電できる全固体二
次電池は、現在、電気自
動車への実用化が図られ
ている。

「全固体二次電池」の実用化を進め
電子機器の安全性と性能を高める

大阪府立大大学院 工学研究科 辰巳砂昌弘研究室

フローチャートで分かる辰巳砂昌弘研究室

研究にかかわる
学問分野と研究内容

◎無機化学の一分野だが、電子機器に関するものづく
りを行うため、材料開発の面では材料化学、エネルギ
ー開発の面ではエネルギー学、固体材料研究の面では
固体化学とのつながりが深い。

工業化学

応用化学

など

心臓
ペースメーカーの
安全性確保・
性能の向上

など

電気自動車の
安全性確保・
性能の向上

た つ み さ ご

たつ さごみ
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無機材料化学は、今までにない性能を備えたものをつくり出す学問です。どうすれば実現
できるのかが誰にも分からない研究に取り組むことが多いので、既存の定理や公式をただ身
に付けているだけでは太刀打ち出来ません。自分で考えて工夫し、時には定められた手順を
破る必要もあります。そのため、常識にとらわれない、柔軟な思考力が求められます。
 新たなひらめきがあれば、それを検証するために実験を行います。しかし、実は予期したよう
な結果が得られることは、ほとんどありません。新しい物質やそれを作る技術を開発しようと
しているのですから、簡単に実現できるわけがないのです。失敗の要因が、実験の方法にある
ことも、自分のアイデアにあることもあります。なぜ仮説と異なる結果になったのかを冷静に
検討して、改善策を立て、改めて実験に臨む根気強さが欠かせません。
今研究している全固体二次電池は、私が大学院生だった頃は開発が不可能だと考えられ

ていました。だからといって諦めてしまっては、技術の進歩はありません。「この手で不可能を
可能にしたい」という、チャレンジ精神にあふれた皆さんに学んでほしいと考えています。

常に新たなアイデアを出し、検証しようとする姿勢が必要
無機材料化学が求める学生像

研究では、正解がいくつもある問題や正解のない問題に取り組みま
すから、ものごとを多面的に見る力が求められます。そこで、自分

と異なる考えに多く触れ、それを受け入れる練習を高校時代にしておきましょう。地域の活動や
ボランティアなど、幅広い年齢層の大人と交流する機会をつくってみてはいかがでしょうか。

高校生へのメッセージ

旺盛なチャレンジ精神

柔軟な思考力

粘り強く取り組む姿勢

無
機
材
料
化
学
と

は
、
ガ
ラ
ス
や
セ
ラ

ミ
ッ
ク
ス
な
ど
の
無

機
材
料
を
用
い
た
も

の
づ
く
り
を
行
い
、

コ
ン
デ
ン
サ
ー
や
半

導
体
な
ど
の
機
能
を

向
上
さ
せ
る
学
問
で

す
。
私
は
、
電
解
質
に
も
電
極
に
も
固
体

を
用
い
る
充
電
可
能
な
電
池
、
全
固
体
二

次
電
池
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

充
電
の
可
否
を
問
わ
ず
、
電
池
は
内
部

で
化
学
反
応
を
起
こ
す
こ
と
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
生
み
出
し
ま
す
。
化
学
反
応
は
、
マ

イ
ナ
ス
極
に
た
ま
る
陽
イ
オ
ン
が
電
解
質

を
通
り
、
プ
ラ
ス
極
に
移
動
す
る
こ
と
で

生
じ
ま
す
。
そ
の
た
め
従
来
の
電
池
に
は
、

固
体
に
比
べ
て
イ
オ
ン
伝
導
性
が
格
段
に

高
い
液
体
の
電
解
質
、
特
に
有
機
溶
媒
の

電
解
質
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

た
だ
、
電
池
は
液
漏
れ
が
起
き
れ
ば
シ

ョ
ー
ト
し
ま
す
し
、
有
機
溶
媒
は
可
燃
性

で
す
か
ら
、
シ
ョ
ー
ト
に
よ
っ
て
火
災
に

つ
な
が
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

液
体
の
中
で
は
陽
イ
オ
ン
だ
け
で
な
く
陰

イ
オ
ン
も
動
く
の
で
、
電
池
内
部
で
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
化
学
反
応
と
共
に
、
電

池
が
劣
化
す
る
要
因
の
副
反
応
も
起
き
ま

す
。
充
放
電
を
繰
り
返
す
と
二
次
電
池
の

寿
命
が
縮
ま
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
す
。

全
固
体
二
次
電
池
は
、
こ
う
し
た
液
体

の
電
解
質
に
起
因
す
る
課
題
を
根
本
的
に

解
決
し
、
高
い
安
全
性
と
長
寿
命
と
を
実

現
す
る
、
い
わ
ば
究
極
の
電
池
で
す
。
し

か
し
、
開
発
が
難
し
く
、
実
用
化
は
夢
物

語
だ
と
、
以
前
は
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

開
発
の
最
初
の
ハ
ー
ド
ル
は
、
電
解
質

と
し
て
使
用
で
き
る
ほ
ど
の
イ
オ
ン
伝
導

性
を
持
つ
固
体
が
な
い
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
な
る
と
、
日
本

で
イ
オ
ン
伝
導
性
の
高
い
固
体
が
開
発
さ

れ
ま
す
。
私
も
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
固
体
の

無
機
材
料
に
、
有
機
電
解
液
に
近
い
イ
オ

ン
伝
導
性
を
付
与
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

更
に
イ
オ
ン
伝
導
性
を
高
め
よ
う
と
、
固

体
の
無
機
材
料
を
新
た
に
加
工
す
る
方
法

の
開
発
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

続
く
課
題
は
、
固
体
の
電
解
質
と
電
極

と
の
界
面
を
う
ま
く
つ
く
れ
な
い
こ
と
で

し
た
。
電
池
内
部
の
化
学
反
応
に
は
、
電

解
質
と
電
極
と
が
接
触
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
、
接
触
す
る
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
多

く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得
ら
れ
ま
す
。
従
来

品
の
よ
う
に
電
解
質
が
液
体
で
あ
れ
ば
、

電
極
の
表
面
に
満
遍
な
く
広
が
り
、
広
い

界
面
が
出
来
ま
す
が
、
電
解
質
に
固
体
を

研究概要

安全性が高く
寿命も長い

究極の電池を実用化

辰
巳
砂
昌
弘
教
授

た
つ
み
さ
ご
・
ま
さ
ひ
ろ

大
阪
府
立
大
大
学
院
工
学
研
究
科
長
、
教
授
。
同
大
工

学
部
長
。
同
大
大
学
院
・
大
阪
市
立
大
大
学
院
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム「
シ
ス
テ
ム
発
想
型
物
質
科
学
リ
ー
ダ
ー
養
成
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
。
大
阪
大
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了
。
大
阪
府
立
大
助
教

授
な
ど
を
経
て
、
現
職
。
国
際
ガ
ラ
ス
委
員
会
ゴ
ッ
タ
ル
デ
ィ
賞
な
ど
を
受
賞
。
主

な
著
書
に
、『
全
固
体
電
池
開
発
の
最
前
線
』（
シ
ー
エ
ム
シ
ー
出
版
）
な
ど
が
あ
る
。

1

2

3

4

6 5
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用
い
る
と
、
電
極
と
の
界
面
が
限
定
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
す
。
方
法
と
し
て
、
電
解

質
と
電
極
と
を
粉
末
に
し
て
混
ぜ
、
そ
こ

に
圧
力
を
加
え
れ
ば
、
広
い
界
面
を
つ
く

れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
が
、
液
体

の
電
解
質
に
比
べ
る
と
界
面
が
狭
く
、
コ

ス
ト
も
掛
か
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
方
法
で
全
固
体
二
次
電

池
は
実
用
化
一
歩
手
前
の
段
階
ま
で
に
、

現
在
は
至
っ
て
い
ま
す
。

私
は
長
年
、
電
極
に
リ
チ
ウ
ム
を
用
い

た
全
固
体
二
次
電
池
を
研
究
し
て
き
ま
し

た
が
、
近
年
は
電
極
に
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
用

い
た
全
固
体
二
次
電
池
の
研
究
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
産
出
量
が
少
な
く
、
高

価
な
リ
チ
ウ
ム
と
異
な
り
、
海
水
か
ら
作

れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
安
価
な
た
め
、
全
固

体
二
次
電
池
の
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
電
極
に
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
用
い
れ
ば
、
固
体
の
電
解
質
に
も
ナ

ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
伝
導
性
が
必
要
で
す
。

私
は
最
近
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
イ
オ
ン
伝
導
性

が
高
い
固
体
電
解
質
を
開
発
し
、
従
来
は

困
難
だ
っ
た
室
温
で
の
稼
働
に
、
世
界
で

初
め
て
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
固

体
二
次
電
池
の
低
コ
ス
ト
化
と
大
量
生
産

実
現
に
向
け
た
、
大
き
な
前
進
で
す
。

私
が
全
固
体
二

次
電
池
の
研
究
に

取
り
組
み
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
90

年
代
後
半
か
ら
、

全
固
体
二
次
電
池

の
開
発
を
目
指
す

日
本
学
術
振
興
会

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
こ
と
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
た
複
数
の
電
池
メ
ー
カ
ー
の

研
究
者
は
、
全
固
体
二
次
電
池
の
開
発
に

つ
い
て
、「
現
状
で
は
実
現
の
可
能
性
は

低
い
が
、
研
究
を
進
め
て
い
き
、
将
来
的

に
は
積
極
的
に
支
援
し
た
い
」
と
口
を
そ

ろ
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
私
に
は
、
従
来

の
製
品
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
全
固
体
二
次
電
池
に
、
電
池
メ
ー
カ
ー

は
さ
ほ
ど
関
心
を
抱
い
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
実
は
電
池
メ
ー
カ
ー
も
全
固
体

二
次
電
池
の
開
発
に
期
待
し
て
い
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
私
は
そ
れ
を
こ
の
手
で
実

現
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
15
年
ほ
ど
の
間
に
、
全
固
体

二
次
電
池
の
開
発
は
急
速
に
進
み
ま
し
た
。

固
体
電
解
質
の
イ
オ
ン
伝
導
性
は
液
体
の

電
解
質
を
既
に
上
回
っ
て
い
ま
す
し
、
電

極
と
の
界
面
を
低
コ
ス
ト
で
広
げ
る
と
い

う
課
題
も
、
私
を
含
め
た
多
く
の
研
究
者

に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
液
漏
れ
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
の
心

配
が
全
く
な
い
全
固
体
二
次
電
池
の
優
れ

た
安
全
性
は
、
近
年
、
電
気
自
動
車
の
開

発
に
熱
心
な
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら
注
目

さ
れ
、
実
用
化
を
進
め
る
共
同
研
究
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

内
燃
エ
ン
ジ
ン
に
匹
敵
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
持
つ
全
固
体
二
次
電
池
が
開
発
さ
れ
れ

ば
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
環
境
問
題
の
解

決
に
も
貢
献
で
き
る
で
し
ょ
う
。

日
本
の
全
固
体
二
次
電
池
の
研
究
水
準

は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
で
す
。「
最
先
端

の
研
究
で
世
界
を
牽け

ん

引い
ん

し
た
い
」。
こ
う

し
た
熱
意
の
あ
る
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く

れ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

❶
電
解
質

本
来
は
、
液
体
に
溶
か
し
た
時
に
プ
ラ

ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
イ
オ
ン
を
生
じ
さ
せ
る

物
質
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
プ
ラ
ス
・
マ

イ
ナ
ス
両
電
極
の
間
で
イ
オ
ン
を
通
す
、

電
池
内
部
の
物
質
を
指
す
。

❷
イ
オ
ン

電
気
を
帯
び
た
原
子
ま
た
は
分
子
。
プ

ラ
ス
の
電
気
を
帯
び
た
も
の
を
陽
イ
オ

ン
、
マ
イ
ナ
ス
の
電
気
を
帯
び
た
も
の
を

陰
イ
オ
ン
と
い
う
。

❸
イ
オ
ン
伝
導
性

イ
オ
ン
を
通
す
性
質
。

❹
有
機
溶
媒

水
に
溶
け
な
い
物
質
を
溶
か
す
、
液
体

の
有
機
化
合
物
の
総
称
。
エ
タ
ノ
ー
ル
や

ベ
ン
ゼ
ン
な
ど
。

❺
充
放
電

充
電
と
放
電
、
つ
ま
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
蓄
え
る
こ
と
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す

る
こ
と
。

❻
界
面接

触
す
る
２
つ
の
相
の
境
界
面
。
物
質

の
物
理
的
・
化
学
的
性
質
が
等
し
い
領
域

を
相
と
い
い
、気
体
、液
体
、固
体
の
相
を
、

気
相
、
液
相
、
固
相
と
い
う
。
全
固
体
二

次
電
池
で
は
、
電
解
質
の
固
相
と
電
極
の

固
相
と
の
界
面
形
成
が
課
題
と
な
る
。

❼
内
燃
エ
ン
ジ
ン

燃
料
を
燃
焼
さ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

る
エ
ン
ジ
ン
。

研究の展望

エネルギー問題や
環境問題の解決にも

貢献できる

用
語
解
説

写真 空気中の水分などと化学反応を起こさないよう
に、特殊なガスを充満させたグローブボックスという
箱の中に固体の電解質を入れ、実験を行う

7
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私
は
高
校
時
代
、
化
学
が
好
き

で
し
た
。
そ
れ
は
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
が
空
気
に
触
れ
る
と
な
ぜ
温
か
く
な

る
の
か
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
疑
問

に
答
え
る
知
識
が
得
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
社
会
に
役
立
つ
も
の
づ
く
り
が

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
大
学

で
は
化
学
を
学
ぼ
う
と
決
め
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
電
池
の
研
究
に
没
頭
し
ま

し
た
。
高
校
の
授
業
で
も
、
イ
オ
ン
の
動

き
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
が
楽
し
く
、
電
池

の
実
験
が
好
き
で
し
た
が
、
大
学
で
専
門

的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
と
、
夢
中
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
究
極
の
電
池
で
あ

る
全
固
体
二
次
電
池
の
研
究
に
携
わ
り
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

全
固
体
二
次
電
池
の
実
用
化
を

進
め
る
上
で
最
大
の
課
題
と
な
る

の
は
、
電
解
質
と
電
極
と
の
界
面
形
成
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
が
解
決
さ
れ
て
も
、
高
品
質
の
全
固
体

二
次
電
池
を
す
ぐ
に
安
価
で
量
産
で
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私
は
、
界
面

形
成
以
外
の
課
題
を
洗
い
出
す
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

研
究
に
は
、
界
面
形
成
を
克
服
し
た
全

固
体
二
次
電
池
を
用
い
ま
す
。
コ
ス
ト
が

掛
か
る
の
で
実
用
化
に
は
適
し
ま
せ
ん

が
、
電
解
質
の
被
膜
で
電
極
を
覆
う
方
法

で
あ
れ
ば
、
理
想
的
な
広
い
界
面
を
つ
く

れ
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
作
製
し
た
全
固

体
二
次
電
池
の
性
能
を
、
出
力
量
や
寿
命

な
ど
様
々
な
面
か
ら
、
液
体
の
電
解
質
を

用
い
た
従
来
の
電
池
と
比
較
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
全
固
体
二
次
電
池
は
従
来

品
よ
り
も
充
放
電
に
時
間
が
掛
か
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
固
体
の
電

解
質
の
イ
オ
ン
伝
導
性
が
低
い
こ
と
に
起

因
し
ま
す
。
つ
ま
り
、既
に
開
発
さ
れ
た
、

イ
オ
ン
伝
導
性
の
高
い
固
体
の
電
解
質

は
、
私
が
用
い
る
方
法
で
は
う
ま
く
界
面

を
つ
く
れ
な
い
の
で
す
。
界
面
形
成
の
方

法
が
進
歩
し
て
コ
ス
ト
が
削
減
さ
れ
た
と

し
て
も
、
こ
の
課
題
は
残
り
ま
す
か
ら
、

固
体
の
電
解
質
を
新
し
く
開
発
す
る
こ
と

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

一
方
、
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
従

来
品
に
匹
敵
し
て
い
ま
し
た
。
私
が
研
究

で
用
い
る
界
面
形
成
方
法
で
は
、
実
用
化

さ
れ
た
全
固
体
二
次
電
池
の
界
面
形
成
方

法
よ
り
も
電
解
質
の
量
を
減
ら
せ
ま
す
。

そ
の
分
、
電
極
の
量
を
増
や
せ
ば
、
更
に

高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
生
み
出
せ
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、
全
固
体
二
次
電
池
を
効

率
的
に
実
用
化
す
る
た
め
の
大
き
な
足
掛

か
り
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

私
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
、
物

理
学
や
生
物
学
と
化
学
と
の
関

連
性
な
ど
、
学
問
同
士
の
つ
な
が
り
が

把
握
で
き
、
興
味
の
幅
が
広
が
り
ま
し

た
。
高
校
時
代
に
そ
れ
に
気
付
い
て
い
た

ら
、
も
っ
と
勉
強
が
楽
し
く
な
っ
た
で

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
に
は
高
校
時
代
か
ら
、

学
問
へ
の
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
自
分
の
興
味
が
あ
る
学

問
が
大
学
で
ど
の
よ
う
に
研
究
さ
れ
て
い

る
か
を
、
研
究
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調

べ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
分
か
ら
な

い
と
こ
ろ
は
、
高
校
の
先
生
に
質
問
し
ま

し
ょ
う
。
学
問
の
関
連
性
が
見
え
、
好
き

な
教
科
・
科
目
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

Q

Q

Q

な
ぜ
こ
の
研
究
分
野
に

進
ん
だ
の
で
す
か

辰
巳
砂
教
授
の
研
究
室
で
の

研
究
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

高
校
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

A

A

A

大学院生が語る

全固体二次電池の
効率的な実用化のために

伊東 裕介さん

いとう・ゆうすけ 大阪府立大大学院工学研究科博
士後期課程２年。奈良県立奈良高校卒業。日本学術
振興会特別研究員（DC１）。

私の高校時代

文化祭の練習で身に付けた
コミュニケーション能力

●高校時代の一番の思い出は、毎年
９月に行われた文化祭です。３年間ク
ラスごとに企画を立て、出し物をしま
した。準備は夏休み中に始めるのが
恒例でした。例えば、校庭でダンスを
踊った１年生の時は、夏休み後半から
毎日のように登校し、事前に選んでお
いた曲に合う振り付けを考えながら、
練習を重ねました。決まりかけた振り
付けでも、曲調に合っていないと言う
友人が１人でもいれば、全員で考え直
しました。「クラスの誰もが納得する出
し物にしたい」という気持ちが一人ひ
とりにあったからでしょう。出し物が
変わっても、それは同じです。クラス 
の友人たちと意見を交わす中で、他者
が分かりやすいように、自分の意見を
整理して話せるようになったと思います。
文化祭の準備での経験は、多くの

人とコミュニケーションを取って進める
必要がある大学での共同研究にとて
も役立っています。
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本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
次
世
代
の
学
び

の
開
発
と
普
及
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た

産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
だ
。
東
京
大
公
共

政
策
大
学
院
に
事
務
局
を
設
け
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
事
業
「Education2030

」
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
、
国
際
協
働
に
よ
る

教
育
研
究
・
分
析
を
推
進
す
る
シ
ン
ク
タ

ン
ク
活
動
、
教
育
研
究
と
先
進
的
な
実
践

を
連
携
す
る
ド
ゥ
ー
タ
ン
ク
活
動
を
推
進

す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
ア

ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア
事
務
総
長
、
本
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ボ
ー
ド
メ
ン
バ
ー
や
政
府
関
係

者
ら
が
参
加
。
東
京
大
大
学
院
の
秋
田
喜

代
美
教
授
が
21
世
紀
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
の
基
調
報
告
を
行
っ
た
。

次
に
、
ド
ゥ
ー
タ
ン
ク
活
動
を
担
う
事

業
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
」
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。
本
事
業
は
、
東
日
本
大
震

災
後
の
復
興
教
育「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス
ク
ー

ル
」
の
後
継
事
業
と
し
て
、
東
北
・
広
島
・

和
歌
山
・
高
専
の
４
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
防
災
」「
グ
ロ
ー

バ
ル
社
会
」「
少
子
化
・
高
齢
化
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
踏
ま
え
た
人
材
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
約

３
年
間
、
研
究
・
実
践
活
動
を
行
う
。
そ

の
活
動
内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

●主催者挨拶
ＯＥＣＤイノベーション教育ネットワーク チェアマン兼ボードメンバー
東京大教授 鈴木寛氏

●来賓挨拶
ＯＥＣＤ事務総長 アンヘル・グリア氏
衆議院議員 根本匠氏
文部科学事務次官 山中伸一氏
ＯＥＣＤ日本政府代表部 特命全権大使 兒

こ

玉
だま

和夫氏

●挨拶
東京大総長 五

ごの

神
かみ

真
まこと

氏
東京大大学院 教育学研究科長 大桃敏行氏

●基調報告
ＯＥＣＤイノベーション教育ネットワーク ボードメンバー
東京大大学院 教育学研究科教授 秋田喜代美氏

●研究体制説明
ＯＥＣＤイノベーション教育ネットワーク事務局 研究コーディネーター
静岡大学術院教育学領域 准教授 益川弘

ひろ

如
ゆき

氏

●リレートーク
東北クラスター
広島クラスター
高専クラスター
和歌山クラスター

●閉会挨拶
東京大公共政策大学院
院長 城山英明氏

「OECDイノベーション教育ネットワーク」（※名称調整中）
発足記念シンポジウム プログラム

次
世
代
の
学
び
の
開
発
と

普
及
を
目
指
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
※
名
称
調
整
中
）発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
全
面
協
力
の
下
で
発
足

産
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
描
く
次
世
代
の
学
び
と
は

次
世
代
の
学
び
の
開
発
に
取
り
組
む
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
※
名
称
調
整
中
）
の
発
足
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
２
０
１
５
年
４
月
、

東
京
大
学
伊
藤
謝
恩
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
今
後
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
連
携
し
て
研
究
や
実
践
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
総
長
の
ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア
氏
ら
が
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。
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教育の新たな歴史が始まる
ＯＥＣＤイノベーション教育ネットワーク チェアマン兼ボードメンバー 東京大教授 鈴木寛

悲劇の中から生まれた変革の種
ＯＥＣＤ事務総長 アンヘル・グリア

世界の先頭を走る教育の実践を期待
文部科学事務次官 山中伸一

東京大の教育改革との連携を模索
東京大総長 五

ご の

神
か み

真
まこと

東日本大震災後の創造的復興教育「ＯＥＣＤ東北スクール」は、
事務総長のグリア氏を始め、ＯＥＣＤの多大な支援により大成功を
収めました。2014年 8月には、パリ・エッフェル塔前のシャン・ド・
マルス公園で、中高生84人の企画・運営により、集大成となるイ
ベントを開催し、15万人の人々に復興した東北の姿を見ていただ
きました。
多くの仲間や知恵が集結したこの事業の流れを加速させ、広げ、
深めていくことが、本ネットワークの設立趣旨です。ＯＥＣＤによ
る2030年に向けた教育のあり方を検討する事業「Education2030」
には日本も加盟国として参加していますが、その中で、本ネット

ワークはＯＥＣＤと日本の現場・研究者を結ぶリエゾ
ンになりたいと考えています。
私たちは、アカデミズムに基づくディープなリサーチだけでは

なく、現場と直結して先端的な実践を進めていきます。それを、
高校や大学、自治体、企業、そしてＯＥＣＤ加盟国の仲間と一緒に
展開する。そうした意味で、「国際協働型プロジェクト」と呼んで
いるのです。
2030年に向けた教育を創り出す取り組みが、まさに今日から始
まります。教育の新たな歴史を皆さんと一緒に築いていきましょ
う。

４年前、震災直後の日本を訪れた際、被災者の人々に会い、次
世代を担う若者の独創性からインスピレーションを受けて、「ＯＥ
ＣＤ東北スクール」をスタートさせました。この事業では、生徒を自
立させる、地域の復興を考え、支援する、イノベーションの能力を
身に付ける、そして、考えを実行させることを大切にしました。昨
年、被災地に足を運び、「ＯＥＣＤ東北スクール」を視察し、素晴ら
しい復興が進んでいるのを目の当たりにし、うれしく思いました。
彼らが、考えるだけでなく、行動できたのはなぜでしょう。そ

れこそが教育の成果だと考えます。現実の問題にフォーカスした
プロジェクトベースの学習を通じ、生徒と教師は地域社会をどう

復興させるのかを議論し、ローカルに、そしてグロー
バルに行動しました。その中で、生徒はどのように
行動すべきか、どのように学ぶべきかを学んだのです。そして、
未曽有の悲劇から、日本の教育制度のドラマチックな変革の種を
つくり出すことが出来ました。それを引き継ぐ本ネットワークが
成果を幅広く共有し、東北から日本全体へ、そして世界へと普及
させることを期待しています。
この変革への取り組みは、震災で命を落とし、行方不明となっ

ている何万人もの方々へのオマージュとなるでしょう。ＯＥＣＤと
して、この素晴らしい冒険に参加できることを誇りに思います。

「ＯＥＣＤ東北スクール」の手法は、生徒自身が具体的な目標を
見つけ、考え、実行することを支援するというものでした。教師
は指示するのではなく、あくまでも生徒の支援に徹する。そうし
た手法によって主体的に行動するようになった生徒たちは、教師
を始めとした周囲の大人を動かし、地域や社会を巻き込んで展開
しました。最後は、ＯＥＣＤ本部があるパリにおいて、２日間で
15万人が訪れるイベントを成功させました。それには、生徒だけ
ではなく、学校も、そして文部科学省も驚かされました。これが
教育の力なのだと改めて実感し、日本の教育を担う立場としての
責任の重さを再認識しました。

「ＯＥＣＤ東北スクール」の成果は「Education2030」
にも影響を与えています。また、文部科学省では、
学習指導要領のナショナルスタンダード・カリキュラムを検討し
ていますが、その中では、ＯＥＣＤが示すキー・コンピテンシーの
育成や、課題発見・解決に向けた主体的・協働的な学習方法、す
なわちアクティブ・ラーニングについて議論しています。「ＯＥＣ
Ｄ東北スクール」の試みに端を発する本ネットワークの研究・実践
は、そこで大いに生かされることでしょう。今後、日本、そして
世界の先頭を走るような教育を推し進める原動力となることを期
待しています。

今後、世界はこれまでに経験したことのない課題に直面するで
しょう。そうした時代において社会的・職業的な自立を図るため
には、主体的に課題を発見し解決する能力や、仲間と協働して創
造的に物事を進める能力が重要です。本ネットワークは、そうし
た能力を育むために必要な学習方法やカリキュラム、教員のあり
方、評価方法などについて、一定の解を見いだすことが求められ
ています。
2015年度、本学の入学式で、私は新入生に「知のプロフェッショ
ナル」を目指すための３つの基礎力として、「新しいアイデアを生
み出す力」「考え続ける忍耐力」「原理に立ち戻って考える力」を

身に付け、知の創造のために行動してほしいと述べ
ました。行動するためには、多様性を尊重すること
により自分の立ち位置を捉え、相対化する広い視野が必要である
ことも伝えました。
「知のプロフェッショナル」として、課題を解決し、人類社会に
貢献する人材を育成するために、東京大では様々な教育改革を進
めています。その取り組みは、本ネットワークの問題意識や事業
と相通じるもので、両者の効果的な連携が期待されます。本ネッ
トワークの取り組みが大きな成果を生み出し、日本が主導して21
世紀型の教育モデルを世界に普及させていくことを願っています。

「OECDイノベーション教育ネットワーク」（※名称調整中）発足によせて
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人格・態度やメタ認知をカリキュラムを通して涵
かん

養
よう

本ネットワークが育成を目指す人材像は、新しい地域・国・
世界を創るイノベーターです。大きく変化する社会に対応し、
自分が生きている地域からグローバルな視点で課題を解決す
る力を育成するカリキュラムのあり方を検討しています。
知識やスキルを育成するだけの従来型カリキュラムを「平
面」とするならば、21世紀型カリキュラムは「立体（４次
元）」といえます（図１）。もちろん、知識・スキルは大切で
すが、更に奥行きとして、「キャラクター」「アティチュード」
と呼ばれる人格・態度形成、及び自己の振り返り、いわゆる
メタ認知が出来る力を涵養することが重要になります。つま
り、カリキュラムを通して、知り、行動し、その人らしく振
る舞い、振り返るという学習過程を考えていくわけです。
カリキュラムの変化に伴い、従来とは異なる教授・学習方
法が求められます。「ＯＥＣＤ東北スクール」では、生徒自身
が学びをデザインし、実行し、振り返り、次の行為を決定す
るという過程が重視されていました。そうしたプロジェクト
型学習を効果的に行うためには、アクティブ・ラーニングが
不可欠です。生徒の深い学びを促すためには、多様な学習方
法を組み合わせる必要があります。「ＯＥＣＤ東北スクール」
でも、対話する、議論・熟議する、遊びながら学ぶ、創造す
る、実社会と交わるといった活動が柱となっていました。こ
のように、多様なアクティブ・ラーニングの手法を学び、教
師が目的に応じて使い分けることが重要でしょう。

現状維持型の教師から「触媒」となる教師へ
「ＯＥＣＤ東北スクール」の取り組みから、ダイバーシティー
（多様性）が生み出すイノベーションにも注目しています。
異なる被災体験を持つ生徒が出会う、被災地と非被災地が交
わる、生徒と教師が対等に協働する、海外とつながる、産学
官が連携する、多様なコミュニケーションツールを使用する
など、多様性の中でメタ認知や人格・態度の涵養を含む確か
な成長が見られました。
生徒の成長の裏には、教師の挑戦と変化もありました。生
徒が取り組んだのは実生活のリアルな問題であり、教科書に
はその問題の解決方法は書かれていません。そうした解のな
い課題への教師の対応は、２タイプに分かれました。１つは、
生徒にプロジェクトをデザイン・リードさせ、教師は生徒の
発言を価値付けるなど「触媒」となるタイプ、もう１つは教
師がプロジェクトをデザイン・リードして、生徒に答えを与
えようとする現状維持型の教師です。これからの教育には前
者のタイプの教師がより必要になります。つまり、21世紀
型教師に求められるコンピテンシーも、「平面」から「立体」
へと変化するでしょう（図２）。生徒と同様、知識・スキル
に加え、人格・態度形成とメタ認知が求められるのです。
学習評価法も極めて重要です。評価には大きく分けて、「学

習を評価（規準・基準に到達できたかを評価）」
「学習のための評価（学習改善のための評価）」「学習として
の評価（指導と評価の一体化）」があります。評価方法も21
世紀型カリキュラムと連動し、立体になるでしょう（図３）。
スキルに関しては、パフォーマンス課題やルーブリックでの
評価、人格・態度形成に関しては、行動観察や個人レポート、
メタ認知に関しては、個人の振り返りや個人エッセーなどが
考えられます。
以上が、本ネットワークが目指す方向性です。まだ抽象的
なレベルですが、今後、各クラスターとの実践を通して、カ
リキュラムや教授・学習法、評価法の新たな形を模索してい
きます。

立体型のカリキュラムへの移行に伴い、
学習法や教授法、評価法は大きく転換する 東京大大学院 教育学研究科教授 秋田喜代美

図１ 21世紀型カリキュラム

人格・態度形成
Behaving and Being

知識
Knowing

メタ認知
Reflecting 
Thinking, Learning

•Go Global
グローバル社会を考える
•Think Green
環境を考える
•Skills Change 
スキルが変革する
社会を考える

テーマ・
トピック スキル・コンピテンシーDoing

図２ 21世紀型教師に求められるコンピテンシー

人格・態度形成
当事者意識・責任感等

図３ 21世紀型学習評価法

人格・態度形成
Behaving and Being
行動観察、個人レポート、
自己評価、個人エッセー等

知識
Knowing

自らの教科の専
門性

＋
異業種・異校種
との触れ合い、
他教科の知識
や、新しい知識
を習得等 スキル・コンピテンシーDoing

ファシリテーション力、リーダーシップ、交渉力、
マネジメント・リスクアセスメント力、リサーチ力・評価力、等

知識
Knowing

語いクイズ、多
肢選択テスト、
実践課題、ワー
クシート、問題
セット、小論文
エッセー、適応
的コンピュータ
テスティング等

スキル・コンピテンシーDoing
パフォーマンス課題、ルーブリックでの評価、スキルの実習、学習ポー
トフォリオのプレゼンテーション、プロジェクト学習の展示、証拠に基
づくディベート、問題をデザインし実際に解決する等

メタ認知
Reflecting 
Thinking, Learning
個人の振り返り、自己批
評と自己評価、学習日記、
個人エッセー、学習課題
に見合った方略の選択等

メタ認知
Reflecting 
Thinking, Learning
現実社会の課題と学校の
教科内容を比較し、その
つながりを認識等

基調報告「ＯＥＣＤ調査研究をベースに実践する
21世紀型カリキュラム・教授法・評価法」
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ボ
ー
ド
メ
ン

バ
ー
、
各
ク
ラ
ス
タ
ー
の
教
師
・
生
徒
が

活
動
内
容
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
意
気
込

み
を
熱
く
語
っ
た
。「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
東
北
ス

ク
ー
ル
」
の
成
果
を
継
承
し
、
未
来
に
向

け
て
発
展
さ
せ
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
強
調
さ
れ
た

の
は
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
開
か
れ
た
取

り
組
み
で
あ
る
こ
と
だ
。
次
世
代
に
向
け

た
学
び
の
開
発
は
、
教
育
関
係
者
に
と
っ

て
最
大
の
関
心
事
の
１
つ
と
い
え
る
。
鈴

木
寛
東
京
大
教
授
は
、「
テ
ー
マ
に
興
味
を

持
っ
て
『
一
緒
に
や
り
た
い
』
と
い
う
思

い
を
抱
く
多
く
の
人
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

今
後
、
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て

理
論
面
の
構
築
を
推
進
す
る
の
と
同
時
に
、

各
ク
ラ
ス
タ
ー
が
教
育
現
場
で
実
践
を
重

ね
、
21
世
紀
型
の
人
材
育
成
の
手
法
や
評

価
法
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
の
活
動
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
。

「ＯＥＣＤ東北スクール」の成果を踏まえ、環境問題や再生
エネルギーといったテーマを中心に震災復興を見据えた活
動を展開していく。地元企業やＮＰＯ法人との連携に加え、
海外との連携も重視する方針である。プロジェクトを通した
学校や生徒の変化を明らかにすることも、重点実行事項の１
つ。現時点では、福島・宮城両県の６校の中学・高校が参加
する予定で、福島県内の学校に対しては事務局の福島大が、
宮城県内は宮城教育大がそれぞれサポートする。更に、６校
以外にも、サブチームとして地域活動を推進する。

グローバル化への対応をメインテーマとして、「『違い』に
気付き、尊重し、それを力に変えて、異なる他者と協働しな
がら、『違い』を乗り越えられる力」の育成を目指す（事務
局は広島県）。広島県内から公募によって選考した高校１・
２年生50～ 60人が参加し、広島と世界を元気にすること
を目的としたプロジェクト学習を通じて、世界の高校生と協
働する。海外のパートナーは、ハワイの高校、及びアジア地
域の高校の２校を予定している。

事業に参加する４校の高校がある地域は、いずれも過疎化
が進み、地場産業の衰退を始めとした課題を抱えている。地
域の課題についての情報を発信するなど、多くの人々に現
状を知ってもらうことを出発点として、海外の地方都市の高
校などと国際交流を行い、新たな課題やその解決策を模索し
ていく。シンポジウムでは、和歌山クラスターに参加する和
歌山県立日高高校の生徒から、同校の運営によって2014年
10月に開催された「アジア高校生フォーラム」の模様も紹
介された。

高専では早期からＰＢＬ（Project-Based Learning）を取
り入れてきた。現在は、21世紀型スキルを中心に育てたい
力の到達目標を設定し、その達成に向けた授業内容や評価方
法の開発に力を入れている。そうした教育改革の経緯を踏ま
え、高専クラスターでは、「次世代型リーダー育成教育プロ
グラム」並びに「世界レベルの情報セキュリティ人材育成プ
ログラム」を開発し、2020年の時点で日本の高専を世界最
高レベルの教育機関に押し上げることを目指す。

福島のイメージを変革したい
福島県立ふたば未来学園高校１年生

日
く さ

下
か

雄太

国際交流を通じ、地域の課題解決を
高知工業高等専門学校 電気情報工学科３年生
秋山美穂

ふたば未来学園高校には、「ふるさと創造学」と
いう科目があります。これは、双葉郡の魅力や課題などについて
調べてまとめ、県内外の人々に発信する科目です。主にこの授業
を通して地域の課題に取り組み、Skypeなどのコミュニケーショ
ン・ツールを活用して、国内外の他のクラスターと積極的にコミュ
ニケーションを図りたいと考えています。特に、海外の高校生と
の交流を通して、グローバルな考えを培いたいと思います。
福島は、非常に残念な形で、世界的に有名になっている現実が
あります。私はその状況を逆手に取って「チャンス」と捉え、福
島のイメージを大きく変革していくことを目指しています。

私の出身地の大
おお

豊
とよ

町
ちょう

は高齢化が進み、主要産業の
林業も衰退しつつあります。私の父は電気関連会社に勤務し、電
線に接触する木を切ったり、停電を復旧したりする作業などをし
ています。危険ですが、町には不可欠な仕事です。そんな父が楽
しそうに仕事の話をするのを聞き、私も電気の分野に興味を持ち
ました。本校で専門的な知識や技術を身に付け、地域を守りたい
と思います。更に、イノベーションスクールを通して国際ネット
ワークに参加し、同じような課題を抱える他国の人の話を聞くな
どして、多様な視点から課題を解決する道を模索したいです。世
界中の仲間と真剣に話し合える機会を持てることが楽しみです。

東北クラスター 和歌山クラスター

広島クラスター 高専クラスター

趣
旨
に
賛
同
す
る
人
の

多
く
の
参
加
を

「OECD地方創生イノベーションスクール2030 クラスター」紹介
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限
ら
れ
た
環
境
で
、
探
究
学
習
を
ど
う
深
め
る
か

探
究
学
習
の
必
要
性
を
感
じ
な
が
ら
も
、
実
際
に

行
う
の
は
難
し
い
。
そ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る

中
、4
月
号
の
特
集
テ
ー
マ
は
「
探
究
学
習
」
で
あ
り
、

と
て
も
読
み
応
え
が
あ
っ
た
。
実
践
事
例
で
紹
介
さ

れ
た
３
校
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
な
ど
を
使
っ
て
探
究
学
習
の
時
間
を
き
ち

ん
と
確
保
し
て
お
り
、
活
動
の
目
的
が
教
師
間
で
し

っ
か
り
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
校
内
で
研

鑽
し
合
い
な
が
ら
、
よ
り
自
校
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
て
い
る
こ
と
に
刺
激
を
受
け
た
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
共
感

4
月
号
の
「
チ
カ
ラ
ア
ワ
セ
テ
」
で
、
福
岡
県
立

田
川
高
校
の
山
口
勝
利
先
生
と
山
形
啓
二
先
生
の
師

弟
関
係
の
話
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。
教
師
は
と
も
す

れ
ば
１
人
よ
が
り
に
な
り
が
ち
だ
。
こ
の
2
人
の
よ

う
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
姿
勢
は
大
切
だ
と
思
う
。

生
徒
の
自
信
と
自
主
的
な
学
習
に
つ
な
が
る
部
活
動

４
月
号
の
「
ハ
ー
ト
を
こ
が
せ
！
」
で
紹
介
さ
れ

た
富
山
県
立
南
砺
平
高
校
の
郷
土
芸
能
部
の
活
動
に

と
て
も
共
感
し
た
。
本
校
で
も
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好

会
が
活
躍
し
て
い
て
、
同
じ
よ
う
な
雰
囲
気
だ
。
こ

う
し
た
こ
と
が
、
生
徒
の
自
信
に
つ
な
が
り
、
生
活

を
見
直
し
、
学
習
に
結
び
付
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と

思
う
。

生
徒
と
良
好
な
関
係
を
築
け
る
「
未
来
づ
く
り
シ
ー

ト
」4

月
号
の
「
改
良
！
指
導
ツ
ー
ル
ビ
フ
ォ
ー
ア

フ
タ
ー
」
で
紹
介
さ
れ
た
、
初
期
指
導
で
活
用
で
き

る
「
未
来
づ
く
り
シ
ー
ト
」
が
参
考
に
な
っ
た
。
新

入
生
は
様
々
な
思
い
を
抱
い
て
入
学
し
て
く
る
。
高

校
生
へ
の
切
り
替
え
を
急
ぐ
こ
と
も
必
要
だ
が
、
生

徒
自
身
の
思
い
を
受
け
止
め
て
生
徒
と
教
師
の
良
好

な
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
。「
未
来
づ

く
り
シ
ー
ト
」
は
そ
の
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

た
。

大
き
な
変
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
必
要
が
あ
る

４
月
号
の
「
半
歩
未
来
を
考
え
る
教
育
オ
ピ
ニ
オ

ン
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
大
学
入
試
改
革
は
、
義
務

教
育
で
は
な
い
高
校
教
育
に
非
常
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
だ
。
特
集
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
「
探

究
学
習
」
と
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
の
実

施
を
促
す
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
授
業
で
求
め
ら
れ

て
い
る
も
の
が
以
前
と
は
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
に
、

我
々
教
師
は
真
摯
に
向
き
合
い
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

必
要
が
あ
る
と
痛
切
に
感
じ
た
。

﹇
東
京
都
・
私
立
東
京
農
業
大
学
第
一
高
校
・

小
堀
健
一
﹈

﹇
長
野
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
宮
城
県
・
私
立
常
盤
木
学
園
高
校
・
髙
谷
将
宏
﹈

﹇
和
歌
山
県
・
匿
名
希
望
﹈

﹇
岩
手
県
立
花
巻
北
高
校
・
川
村
俊
彦
﹈

な
ん
と
た
い
ら

け
ん

さ
ん

し
ん
し

6月号 Vo l . 2 ２０１5年6月23日発行

山﨑昌樹
春名啓紀
（株）ベネッセコーポレーション ベネッセ教育総合研究所
凸版印刷（株）
（有）ペンダコ
中丸 満、二宮良太、長谷川敦
荒川 潤、川上一生、田中秀和、谷口 哲、ヤマグチイッキ
伊藤美樹

VIEW21編集部
〒163-0411 東京都新宿区西新宿２-1-１ 新宿三井ビルディング13階

編集後記

読者の先生方からのご意見を紹介します

読 者 の ペ ー ジ

2015

発行人
編集人
発行所
印刷製本
編集協力
執筆協力
撮影協力
イラスト協力

『ＶＩＥＷ２１』高校版は
年６回の発行です

2 0 1 5
A u g u s t

 8 月

次号は
8月21日発行（予定）

V o l u m e  3

◎４月から『VIEW21』高校版編集
部のメンバーとなりました、廣田と
申します。今号が初めての取材でし
たが、どの先生方も、全身全霊で生

徒に向き合っている様子がうかがえました。そし
て、その先生方の想いがしっかりと生徒に届いて
いることが分かり、学校現場の魅力を感じること
が出来ました。これから、先生方にお役立ていた
だける情報をお届けしていきたいと思っていま
す。どうぞ、よろしくお願いいたします。（廣田）

教
師
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柳

福
島
県
・
匿
名
希
望

�

『VIEW21』高校版は
ウェブサイトでも
ご覧いただけます！
本誌の最新号、及びバックナンバーは、
ベネッセ教育総合研究所のウェブサイト
で公開しております。誌面の PDF や「改
良！ 指導ツール ビフォーアフター」の
図版もダウンロードできます。ぜひご活
用ください。

詳しくは
VIEW21 高校版 検索

http://berd.benesse.jp/magazine/kou/
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表紙の学校 愛知県立新川高校 長瀬 敦先生

最後まで勝負！

長長長長長瀬敦瀬敦瀬敦瀬瀬敦瀬敦瀬 先生先生先生先生先生先生の物の物の物の物の物の物物理の理の理の理の理の理 授業授業授業授業授業授業はちはちはちはちはちはちょっょっょっょっょっっっとしとしとしとしとした緊た緊た緊た緊た緊緊張感張感張感張感張感張感に包に包に包に包に包にに包に まれまれまれまれまれるるるるる。。。。。。１回１回１回１回１回１回１ の授の授の授の授の授の 業で業で業で業で業でクラクラクラクラクラスのスのスのスのスの半分半分半分半分半分の生の生の生の生の生の生の 徒徒徒徒徒徒
が当が当が当が当が当当てらてらてらててらてられるれるれるれるれるるるからからからからからかか だだだだだだ。。。。「分「分「分「分「分「分かりかりかりかりかりか ませませませませません」ん」ん」ん」」ん と答と答と答答と答答えるえるえるえるえるえるのはのはのはのはは許さ許さ許さ許さ許されなれなれなれなれなれ いいいいいい。。。それそれそれそれそれれは、はは、は、は、、考え考え考え考え考え考える気る気る気る気気る がながながながなががないのいのいのいのいののと同と同と同と同と同と同同
じだじだじだじだだじだからからからからから。分。分。分。分分からからからからかからなけなけなけなけなければればればればればれ 、周、周、周周、周、周りのりのりのりのりの生徒生徒生徒生徒生徒生徒生徒に聞に聞に聞に聞に聞にに いていていていててい 答え答え答え答え答え答 てもてもてもてもてもて よいよいよいよいいよ し、し、し、し、し、し、「○「○「○「○「○「○○○が○が○が○が○が○が分か分か分か分か分か分かりまりまりまりままりませんせんせんせんせんせ 」と」と」と」ととと言え言え言え言え言え言 ば、ば、ば、ば、ば、ば
先生先生先生先生生先生はヒはヒはヒはヒはヒは ントントントントントントを出を出を出を出出を出す。す。す。す。す。す。そのそのそのそのそのそのそ 授業授業授業業授業業スタスタスタスタスタス イルイルイルイルルイルルは、は、は、は、は、、「私「私「私「私「私「私「「 たちたちたちたちたちたちちちとやとやとやとやとややとややりとりとりとりとりとりしりしりしりしりしながながながながながな ら、ら、ら、ら、ら 分か分か分か分か分分 らならならならならならない点い点い点い点点い点を丁を丁を丁を丁を丁を丁寧寧寧寧寧寧
に説に説に説に説に説に説明し明し明し明し明し明してくてくてくてくてくてくれるれるれるれるれるれれる」と」と」と」と」ととと生徒生徒生徒生徒生徒生徒に好に好に好に好に好に好評だ評だ評だ評だ評だ評 。「。「。「。「。「自分自分自分自分自分の頭の頭の頭の頭頭の で理で理で理で理で理理で理解し解し解し解し解解していていていていているかるかるかるかるかるからこらこらこらこらここら そ、そ、そ、そ、そ 言葉言葉言葉言葉言葉葉にしにしにしにしにしして説て説て説て説て説説明で明で明で明明で明できまきまきまきまきまます。す。す。す。すす。
生徒生徒生徒生徒徒生徒生徒徒と対と対対と対と対と対話し話し話し話し話話しし話して、て、て、て、て 理解理解理解理解理 度を度を度を度を度 確認確認確認確認確確確 し、し、し、し、、理解理解理解理解理解理解が不が不不が不が不不十分十分十分十分十分十分十 な箇な箇な箇な箇な箇な 所は所は所所は所は所は言葉言葉言葉言葉言葉葉を換を換を換を換を換換えてえてえてえてえて説明説明説明説明説明説明しましましましまます。す。す。。す。そうそうそうそうそうそうやっやっやっやっやっやって、て、て、ててて、
周り周り周り周り周り周り周 に助に助に助に助に助に助けらけらけらけらけらけられなれなれなれなれなれなながらがらがらがらがららでもでもでもでもでもで 、生、生、生、生生徒に徒に徒に徒に徒に徒に最後最後最後最後最後最後最 までまでまでままで考え考え考え考え考考え抜い抜い抜い抜い抜い抜い抜いてほてほてほてほほてほしいしいしいしいしいしいのでのでのでのでののです」す」す」す」す」す と、と、と、と、と、と 長瀬長瀬長瀬長瀬長瀬長瀬先生先生先生先生先生先生は言は言は言言はは言う。う。う。。う。
担担担担担担任と任と任と任ととと任 してしてしてしてしてしても、も、も、も、もも、３学３学３学学３学３学３ 年主年主年主年主年主年主任と任と任と任とと任と任と任としてしてしてしてしてし も、も、も、も、生徒生徒生徒生徒徒とのとのとのとのとのとの対話対話対話対話対話話を大を大を大を大を大を大切に切に切に切に切に切にするするするするするする。「。。「。「。「「本校本校本校本校本校本校本本 の生の生の生の生の生のの生徒は徒は徒は徒徒は徒は明る明る明る明る明るくてくてくてくてくて素直素直素直素直素直素直素直。。。。。
でもでもでもでもでもで 、目、、目、目目目的意的意的意的意的意的意識の識の識の識の識識の希薄希薄希薄希薄希薄薄さにさにさにさにさにさ 、歯、歯、歯、歯、歯がゆがゆがゆがゆがゆがゆさをさをさをさををを感じ感じ感じ感感じ感じていていていていていますますますますますますすす。で。で。で。で。ですかすかすかすかすかすから、ら、ら、ら、ら、ら、ら 常に常に常に常に常に常ににに目的目的目的目的目的目的を意を意を意をを意を意識さ識さ識さ識さ識さ識させよせよせよせよせよせ うとうとうとううとと、、、、
こまこまこまこまこまこまめにめにめにめにめ 声を声を声を声を声ををを声 掛け掛け掛け掛け掛け掛けていていていていてていますますまますまますま 」。」。」。」。３学３学３学３学３学３学年で年で年で年で年で年でで新し新し新し新し新 いクいクいクいクい ラスラスラスラスススを受を受を受を受を受を受受け持け持け持け持け持け持つ今つ今つ今つ今つ今つ今は、は、は、は、は、は 毎日毎日毎日毎日毎日毎日、日、日、日日、日、日直と直と直とと直と直 面談面談面談面談面談面談し、し、し、し、し、しし 志志志志志志
望校望校望校望校望校校望 へのへのへのへのへのへへの思い思い思い思い思い思いや部や部や部やや部や部活動活動活動活動活活 の様の様の様の様の様の様子な子な子な子な子な子子な子子 どをどをどをどをどどを聞く聞く聞く聞く聞く聞 。生。生。生生。生徒が徒が徒が徒が徒が徒が徒 書く書く書く書書く書くく学習学習学習学習学 記録記録記録記録記記録録にはにはにはにはには、毎、毎、毎、毎毎毎日コ日コ日コ日コ日コメンメンメンメンメメントをトをトををトをを書い書い書書い書い書い書いて返て返て返て返て返て返返却し却し却し却し却し却し、、、、、
学習学習学習学習学習学習状況状況状況状況状況況況もつもつもつもつつつかむかむかむかむかか 。そ。そ。そ。そ。そこまこまこまこままですですですですでで るのるのるのるのるのは、は、は、は、それそれそれそれそれそ ぞれぞれぞれぞれれが目が目が目が目目標に標に標に標標に標に向か向か向か向か向か向向 ってってってってっっていけいけいけいけいけいける指る指る指る指る指指指指指導を導を導を導を導を導をいちいちいちいちいちいち早く早く早く早く早くくしたしたしたしたしたしたいいいい
と思と思と思と思思と うかうかうかうかうかうかからだらだらだらだらだら 。「。。「。「。「「「最後最後最後最後最後最最後までまでまでまでまでまでで諦め諦め諦め諦め諦め諦めずにずにずにずにずにずに努力努力努力努力努力力したしたしたしたしたし 経験経験経験経験経験経験ははははは、、、そのそのそのそのそのその後の後の後の後の後のの大き大き大き大き大き大 な自な自な自な自自な自自信に信に信に信に信信にににになりなりなりなりな 、社、社、社、社社会で会で会で会で厳し厳し厳し厳し厳し厳し厳 い状い状い状状い状
況に況に況に況に況に況 直面直面直面直面直直面直 してしてしてしてしてしても、も、も、も、もも、も 乗り乗り乗乗り乗り乗り越え越え越え越越え越え越越 ようようようようようと頑と頑と頑と頑と頑と頑張れ張れ張れ張れれ張れますますますますますます。１。１。１。１人で人で人で人で人で人人でも多も多も多も多も多多くのくのくのくのくのくの生徒生徒生徒生徒生徒生徒をそをそをそをそそう導う導う導う導う導導きたきたきたきたきたたいのいのいのいのいのののですですですですでです」。」。」。」。。
実実実実実実実は、は、は、はは、は、は 先生先生先生先生先生先 は学は学は学は学は学年主年主年主年主年主年主任１任１任１任１任１年目年目年目年目目年目目年年年年 。何。何。何。何何何もかもかもかもかかも も初も初も初も初も めてめてめてめてめてててての経の経の経の経の経の経験だ験だ験だ験だ験だ験だが、が、が、が、が、が、５年５年５年５年５年年連続連続連続連続連続連続してしてしてしててして３学３学３学３３学学３ 年担年担年担年担年担担担任を任を任を任を任を任をを務め務め務め務め務務務 てててててて
きたきたきたきたたたといといといといといとと う自う自う自う自う自う 負も負も負も負負も負もあるあるあるあるあある。「。「。「。「分か分か分か分か分かかからならならなららならないこいこいこいこいいことはとはとはとはとはとは、先、先、先先、先輩の輩の輩の輩の輩の輩の輩 先生先生先生先生先生先生方に方に方に方に方にどんどんどんどんんどんどんどどんどんどん聞い聞い聞い聞い聞い聞聞いていていていていていて ますますますますますすす。。。。。正直正直正直正直正正正直、周、周、周周、周周りりりりり
に助に助に助に助に助けらけらけらけらけられてれてれてれてれていまいまいまいまいい す」す」す」す」す」すすす 。生。生。生生。生生徒の徒の徒の徒の徒の徒の希望希望希望希望希望希望希 進路進路進路進路進路進 の実の実の実のの実実現に現に現に現ににに向け向け向向け向けけ向向 、学、学、学、学、学年団年団年団年団年団で力で力で力で力で力で力を合を合を合を合を合を合わせわせわせせせわせて最て最て最て最て最後ま後ま後ま後まま後まで勝で勝で勝で勝で勝で勝負を負を負を負を負を負を挑む挑む挑む挑む挑む挑む。。。

［フリーダイヤル］0120 - 350455
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